
    
      アリアンロッド・リプレイ・ルージュ

ノエルと翡翠の刻印



菊池たけし／Ｆ.Ｅ.Ａ.Ｒ.













富士見ドラゴンブック



    

  
    
      本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



    

  
    
      

イラスト：‥佐々木あかね、安達洋介、ツジヤスノリ



    

  
    
      　目次



超まえがき

みっしょん03「ダブラルの宴　───Kafuvaru」

みっしょん04「闇に咲く薔薇　───Wygar」



超あとがき




    

  
    
      
　　超まえがき




「ただそこにいるだけで面白い人」



　そんな人が世の中にはいる。

　おいしい人、と言い換えてもいい。

　そこにいるだけでも場が盛もり上がる……面白くなってしまうというのに、その人物がひとたびしゃべるとなれば、待っているのはもはや大惨事である。

　もちろん、いい意味での大惨事だ。

　本キャンペーンリプレイの主役・ノエルのプレイヤー───



　力丸さんとはそーゆー人物である。



　　　＊　　＊　　＊



　というわけで、お待たせいたしました！

『アリアンロッド』の新リプレイシリーズ“〝ルージュ”〟───その第二巻をここにお届けします！



　さて最初に───表紙に惹かれ、本書を小説だと思って手にとったあなた。

　本書は、富士見書房から発売されているＴＲＰＧ『アリアンロッド』を使用した“〝リプレイ”〟と呼ばれるものです。

　こんな言葉に耳慣れないって人のために、恒例となった説明をば少し。



　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム（Table Talk Roleplaying Game）の略称で、文字どおりゲームの一種です。

『ラグナロクオンライン』や『ファイナルファンタジーXI』のような、大規模ネットワークＲＰＧのごとく、プレイヤーは自分のキャラクターをひとり創って（これをＰＣ……プレイヤーキャラクターと呼ぶ）操り、仲間といっしょに冒険や物語を楽しむ遊びです。

　ただ、コンピュータやゲーム機は必要なく、かわりに参加者のひとりがゲームマスター（ＧＭ）という立場になり、物語の進行を管理します。

　……今、ＰＣたちがどういうシチュエーションにあるか？

　……どんなイベントが発生したか？

　……出現したモンスターは、誰をどのように攻撃するか？

　ストーリーの途中、ＧＭはＰＣたちを助ける脇役キャラを演じ、また時にはモンスターを操り、ＰＣたちの行く手をふさぎます。敵も味方も、ＧＭの担当となるわけです。

　戦闘の勝敗や、ＰＣの取った行動が成功するかどうかは、ＧＭの指示のもと、ダイスによって判定されます。

　強いて言えば、このＧＭがゲーム機役と考えてもいいでしょう。

　ＧＭの説明を聞いたプレイヤーは、自分のＰＣにどんな行動をさせるかを決め、それをまたＧＭに返し、その結果がどうなるかをＧＭは再びプレイヤーたちに返していく。

　この積み重ねにより、みんなでストーリーを進めていくのです。

　仲間同士で楽しむためにアドリブで演劇をするよーな雰囲気に近いかもしれません。

　シミュレーションゲームのように勝ち負けはなく、参加者のみんながそのストーリーや扱ったキャラクターを楽しめれば“〝勝ち”〟と言えましょう。



　そして、ＴＲＰＧを遊んだ風景を文章に書き起こしたのが“〝リプレイ”〟です。

　ちょっと口では説明しにくいこの遊び、その遊び方やプレイしている雰囲気を伝えるために最適の手段なのです。

　本書を読んで、「面白い！」と思った方、なにより「ＴＲＰＧを遊んでみたくなった！」という方は、ぜひとも友人にこの本を読ませて遊び仲間を開拓してやってください（笑）。

　今回のリプレイシリーズでは、ゲームの参加者にバリバリのＴＲＰＧ初心者が混ざっており、彼女がだんだんゲームにハマっていく様子が描かれています（笑）。

　そういう意味でも、「はじめて読むリプレイ」として、「友人に読ませてＴＲＰＧにハメるためのリプレイ」として「最適の一冊」であります！



　このリプレイで使用されているＴＲＰＧルールは、富士見書房から発売されている文庫判ＴＲＰＧ『アリアンロッド』および、ゲーム・フィールド社から発売されている『アリアンロッドＲＰＧ上級ルールブック』です。

　また、セッション中に使用しているゲームデータは、関連するサプリメント類から選び、使用しているものがあります。

　もし、本書を読んで興味を持ったら、ぜひともルールブックの方も手にとってやってくださいませ。全国書店、並びにゲームショップで絶賛発売中でございます（笑）。

　関連書籍については富士見書房および、F.E.A.R.社のサイトを見て頂けると幸いです。

　そのへんのくわしい情報は、あとがきででも。



　では、説明が終わったところで、そろそろ本編の方に参りましょう!!



    

  
    
      　　　『アリアンロッド』リプレイ・ルージュ───これまでのお話




　ノエル＝グリーンフィールド───。

　ヴァンスター帝国はグリーンフィールド家のひとり娘として、これまでなんの不自由もなく大事に育てられてきた彼女は、衝撃の真実を知らされる。

　ノエルは、実はグリーンフィールド家の本当の子供ではなく、十六年前のある日、この家の前に捨てられていたのだという。

　その時、赤ん坊が手に持していたのは、薔薇の文様が彫刻された小さな小箱。

　それと同じ形のアザは、彼女の肩にも刻まれていた。

　十六歳の誕生日を迎えたこの日、ノエルは自分の過去を探す旅へと出た。

　だが、そんな彼女をつけねらう三つの影があった。

　神聖ヴァンスター帝国の皇帝ゼダン。

　悪の秘密結社ダイナストカバル・大首領。

　そして、ヴァンスターの神殿を治める大神官マティアス───。

　ノエル自身も知らないことだが、彼女には過去に封印された“〝薔薇の武具”〟なる五つのアイテムを開封する能力があったのだ。

　各勢力から、次々と送り込まれてくるエージェントたち！

　ダイナストカバルからは、極東方面で数々の功績をたてた大幹部トラン＝セプターが。

　神殿からは、神の使徒にして正義の神官戦士クリス＝ファーディナントが。

　そして、皇帝ゼダンからは刑期二〇〇〇年の大犯罪者エイプリル＝スプリングスが───。

　第一の武具たる“〝カラドボルグ”〟は、ある迷宮の奥に封印されていることが判明している。あとは、ノエルの力をもってそれを開封するだけだ。

　ノエルの元に集った三人は一触即発の状態になる……はずのところで重大な事実に気づく。



　ノエルは、あまりに弱かった。



　武具が封印された迷宮を突破する前に、まずまちがいなく彼女は死ぬ。

　とりあえず休戦協定を結んだ三人に守られ、ノエルは初めての地下迷宮に挑み……見事、第一の武具・魔剣“〝カラドボルグ”〟の解放に成功したのだった。

　考えた末、すべての武具を解放するまで……というカタチで、四人の旅は始まった。

　次に、金のために武具の開封をもくろんだ悪の大商人ソーウェン公爵をぶちのめし、四人は第二の武具アガートラームの入手にも成功。公爵から手に入れた情報を元に、第三の武具を求め、ノエルたちは“〝聖都”〟ディアスロンドへと向かうのだった。



    

  
    
      　　　PREPLAY




◆Preplay 01◆ダイス───それはつい買ってしまうもの




　二〇〇六年二月某ぼう日。

　毎度のことながら、F.E.A.R.社の会議室はセッション前の奇き妙みような盛もり上がりを見せていた。

　話のネタの中心は、“〝ダイス”〟。

　テーブルの上に私がバラまいたダイスを見て、力りき丸まるさんは歓かん声せいをあげた。



力丸：‥わ、きくたけさんのダイスがマーブル模も様ようの素す敵てきなものになってますよっ!?

きくたけ：‥ああ、こないだイベントでダイス持っていくの忘わすれて、その場で買い込こみまして。

クレバー矢野：‥買ったんですか！（笑）ちょっと会社に戻もどればいっぱいあるのに……。

きくたけ：‥でも、ショップで見てるとつい、ダイスって買いたくならんか！　そーいや力丸さんも、ダイス買ったんでしょ？

力丸：‥買ったんですよ、わたしも買ったんです、買いました買いましたっ……（ザララーっ、とテーブルの上に十個こほどのダイスをばらまく）。ほら、特にこの……。

きくたけ：‥１ばっか出てますね。

力丸：‥ほ、ほんとだ───っ、ほんとだ───っ!?　不ふ吉きつな───っ、不吉な───っ!?

きくたけ：‥あれ、このダイス……。

力丸：‥あ、それいいでしょう？　砂さ糖とう菓が子しっぽい感じが……。

きくたけ：‥これ、１ばっかり出るんですよねー。

力丸：‥えぇっ!?　ダメですか？　このダイスだめですか～っ!?

きくたけ：‥いえいえ（笑）。（砂糖菓子ダイスをざらっと振ふって）……ほら、１ばっかり。

力丸：‥ほ、ほんとだ～っ!?　……って、ゲーム始める前からヘコむ……（笑）。

きくたけ：‥じゃ、今回のセッションはそのダイスを中心に使ってみましょーか。

力丸：‥ベ……（もじもじと）……ほ、他ほかのダイス使います……♪



　……と、いつものノリで始まった、この『ルージュ』第三回のセッション。

　集まったメンバーは次のとおりであった。



    

  
    
      きくたけ（ゲームマスター）

　本名は菊きく池ちたけし。

　ゲームライターという仕事を始めて幾いく星せい霜そう。仕事に費やした時間の大半をＴＲＰＧリプレイと読者参加ゲームの製せい作さくに捧ささげてきた、局地戦せん用ようゲームライターである。

　今回のセッションで使用するＴＲＰＧ『アリアンロッド』の他、『ナイトウィザード』や『セブン＝フォートレス』シリーズを手がける。

　好きなものは、世界滅めつ亡ぼうの危き機き。

　必殺技わざは、しりで水道管を破は壊かいする。

　痛いたかったんだあれは。マジで。



力丸乃のりこ（ノエル＝グリーンフィールド役）

　フリーで活動する女じよ性せい声せい優ゆうさん。

　全身からあふれ出る“〝いい人オーラ”〟と、透とう明めい感のあるきれいな声が魅み力りよくだ。

　この「ルージュ」において、ＴＲＰＧに本ほん格かく参戦した新人プレイヤーさんである。

　世の中、“〝素すでおいしい人”〟というのは存そん在ざいするが、それを体たい現げんしているのがすごい。

　必殺のセリフは、「なるほどー」「す、すいませんっ」「わかりました～」。

　ＴＲＰＧにおける必殺技は、“〝おいしいダイス目”〟。

　なお、最近の代表的な出しゆつ演えん作さくは……

　アニメ　　　　　　　『ローゼンメイデントロイメント』　　桜さくら田だのり 役

　　　　　　　　　　　『マジカノ』　　　　　　　　　　　　本ほん郷ごう哲てつ子こ 役

　ゲーム／アニメ　　　『To Heart2』　　　　　　　　　　　　小こ牧まき愛まな佳か 役　……など。



　この三つはすべて放ほう映えいを終しゆう了りようしているが、今なおＤＶＤやら関連商品が出続けているので、興きよう味みを持った方はぜひとも手にとってほしい（笑）。



クレバー矢や野の（トラン＝セプター役）

　本名は矢野俊しゆん策さく。

　ＴＲＰＧ『ダブルクロスThe 2nd Edition』のデザイナーにして、ライターだ。

　三〇〇万平方メートルの敷しき地ちに建てられた自じ宅たく（のうちのひとつ）に三十六人のメイドを住まわせていることからか、愛あい称しようは「王子」。

　薔ば薇らをこよなく愛すのは有名な話。最近、彼が仕事でパソコンのキーボードを叩たたくと、なぜかピアノの音が鳴り響ひびくことが判はん明めいした。

　ところで、「ダブルクロス・リプレイ・オリジン」～巻かんとも、大好こう評ひよう発売中なのでよろしくお願いします。



かわたな（クリス＝ファーディナント役）

　本名は田た中なか信しん二じ。

　会社においては、仕事の進行役、ＤＴＰデザイン、原げん稿こう書き……なんでもこなす、パーフェクトソルジャー。でも、なぜかいつもかわいそう。

　首の横に三つのボタンがついており、一番上の青いボタンを押すと、かっこいいセリフを砂すなを吐くように垂たれ流し、二番目の黄色いボタンを押すとあやしい頭の悪い言葉を垂れ流す。三番目の赤いボタンは未いまだ押されたことはない。今は、その秘ひ密みつを明かす時ではないらしい。



たのあきら（エイプリル＝スプリングス役）

　システムエンジニアから転てん職しよくしてF.E.A.Rに入社した古参社員である。

　ゲームデザインの他、声優雑ざつ誌しやアニメ雑誌に記事を書いたり、ゲームの攻こう略りやく記事を書いたり、編へん集しゆうしたり、あまつさえＤＴＰまでやるマルチライター。基き本ほん的に社内で誰だれもやらないことや難むずかしい仕事に率そつ先せんして手をつける係。つまり現在は、菊池の原稿取り立て人（おい）。

　一見すると怖こわそうだが、実は本当に鬼おにのような男である（注：‥ライター陣じんにとって）。

　で、でもいい人ですよ？（最高の笑え顔がお）



　……と、こんな五人で今回もお送りしていこう！



◆Preplay 02◆今回予告とレベルアップ♪




　ＧＭ・きくたけの宣せん言げんと共に、セッションは開始された。



きくたけ：‥前回分のレベルアップをまだやってないけど、先に今回予告───っ！



「……今回予告!!

　ソーウェン公こう爵しやくが笑顔と共に手て渡わたした一枚まいの地図」



力丸：‥え、笑顔……っ（笑）。笑顔でしたっけ!?

かわたな：‥そーいえば最後いい奴やつになったな。

クレバー矢野：‥過か去この記き憶おくは美化されるものです。

たの：‥この地図って、第三の武ぶ具ぐの在あり処かをしめした地図だったな。

きくたけ：‥そうそう。で、続きー。



「それが指し示しめしたのはディアスロンドの北にあると言われる、封ふうじられし地だった。

　だが、かの地に入ることができるのは、一流の冒ぼう険けん者として認みとめられた者だけだという。

　そんな時。

　キミたちの耳に聞こえてきたのは、冒険者同士で優ゆう劣れつを競きそう大会の知らせであった───。



　アリアンロッド・リプレイ・ルージュ

　みっしょん03

『ダブラルの宴うたげ───Kafuvaruカフヴアール』



　冒険の舞ぶ台たいが、キミを待つ！」



クレバー矢野：‥カフヴァール……渋しぶい（笑）。

きくたけ：‥いやあ……ケルト神話で固有の名めい称しよう持った頭防ぼう具ぐって少なくて……。このセッションでは、サークレットのような頭あたま飾かざりということにします。……では今回予告が発表されたところで、レベルアップ作業しましょう！

クレバー矢野：‥あれ？　今回はハンドアウトなしですか？

きくたけ：‥ないです。途と中ちゆうまで作りかけて、やめました。

かわたな：‥ちなみにどんなハンドアウトで？

きくたけ：‥例えばクリスだったら……。

かわたな：‥ふんふん。



「大空より舞まい降おりた一羽の鳩はとが、キミの顔面に着地した。

　その足に括くくりつけられた手紙には、敬けい愛あいするマティアスの文字でこう書かれていた。

　今回こそ“〝薔ば薇らの武具”〟を入手し……」



かわたな：‥もういいです（きっぱり）。

クレバー矢野：‥みっしょん02と変わんねぇ!!（笑）

きくたけ：‥だからやめたんだ!!

たの：‥イバることか（笑）。



　……と、こんなやりとりののちに、各プレイヤーはレベルアップ作業を始める。

　わいわい騒さわぐこと三十分。

　四人はあーでもない、こーでもないと騒ぎつつ……その作業を無事に終しゆう了りようしたのだった。



きくたけ：‥では、順番にレベルアップして変わった部分を発表してもらおう！

一同：‥はーい（笑）。



    

  
    
      ノエル＝グリーンフィールド……力丸乃りこの場合

力丸：‥レベルが４になりました！　これまでウォーリア／ウォーリアだったんですけど……。

きくたけ：‥あ、ウォーリアで取るスキルなくなって転てん職しよくした？（笑）

力丸：‥はい～！　サブクラスがダンサーになりました！

きくたけ：‥ダンサーっ!!　ちゃんちゃらんちゃちゃんちゃらんちゃ♪　踊おどるあほーうに……。

クレバー矢野：‥なんでですかっ!?　菊池さんのダンサーってそんなイメージですかっ!?

きくたけ：‥いや、深い意味はなく。

力丸：‥でぇ……レベル上がって筋きん力りよくと器用と精せい神しんが＋１になりました～。装そう備び品は、新たにバックラーと護まもりの指輪を装備ですっ！

きくたけ：‥スキルは？

力丸：‥えっと、ダンサーになったので、《クイックステップ》、《ウォーターステップ》と《ダンシングヒーロー》を１レベルずつです～。

きくたけ：‥なるほど。命中率りつの上じよう昇しよう重じゆう視しですな。んで、ぽっぽこぷーと踊りながら戦うようになったわけですね。

力丸：‥ぽ……!?　ぽっぽこぷ～……（←なんか踊っている）。

クレバー矢野：‥い、いや……プレイヤー本人は踊らなくていいですから（笑）。



    

  
    
      クリス＝ファーディナント……かわたなの場合

きくたけ：‥では次、クリポンどーぞ。

かわたな：‥クリポンっ!?　クリポンって誰っ!?

力丸：‥く、くりぽん～（笑）。

クレバー矢野：‥途中であっさりフリーザに殺されそうな名前ですね。

かわたな：‥クリポンのことか───っ!?

きくたけ：‥いいから発表せい。

かわたな：‥えー……クリスのクラス変へん更こうはなし。能のう力りよく値ちは筋力、器用、精神に＋１ずつです。装備は一部変更ありで、左手のカイトシールドが、セレスチャルシールドに変わって物理魔ま法ほうとも防ぼう御ぎよ力アップ！

きくたけ：‥スキルは？

かわたな：‥《バッシュ》３→４となって攻こう撃げき力が増ふえ、そしてもちろん《プロテクション》が４→５に！

きくたけ：‥《プロテクション》が５かあ……。

かわたな：‥嫌いやそうですね。

きくたけ：‥エネミーの攻撃が通らなくなってストレスたまるんだ（笑）。



    

  
    
      トラン＝セプター……クレバー矢野の場合

クレバー矢野：‥えー……セージからサモナーに転てん職しよくしました！　ほんとは、セージをもう２レベル経けい験けんして欲ほしいスキル取ってからチェンジしようと思ったんですが……。

きくたけ：‥すでに人生設せつ計けいを始めてるな（笑）。

クレバー矢野：‥能力値は知力、精神、感知に＋１。装備は帽ぼう子しをひとつ買って終わり。メイジハットになりました。『ＦＦXI』の赤魔ま導どう師しみたいな感じで（笑）。

きくたけ：‥ずいぶん絵え面づらが変わったな。

クレバー矢野：‥スキルは《アースブレット》＋１レベル、新たに《サモン・アラクネ》、そして《ファミリア》を取ったので使い魔がわたしにＭＰを供きよう給きゆうしてくれるようになりました。

きくたけ：‥使い魔はどんな奴やつ？　猫ねことか蝙蝠こうもりとか……。

力丸：‥おおー。トランさん、ペットを飼かうんですね～。黒猫とか似に合あいそ……。

クレバー矢野：‥いえ、カタチは大だい首しゆ領りよう。

一同：‥………………。

クレバー矢野：‥ほら、携けい帯たい大首領持ってるじゃないですか。あれです。携帯大首領からコードをのばして首のコネクタに差し込こむと、ＭＰがチャージされるという……。

一同：‥………………。



    

  
    
      エイプリル＝スプリングス……たのあきらの場合

きくたけ：‥では、エイプリルどーぞ！

たの：‥えー……レベル５になって、能力値は筋きん力りよく、器用、感知に＋１。

たの：‥スキルは《ガンパード》と《ブレッドレイブ》を＋１レベル。これで至し近きんで射しや撃げきすると、相手の回かい避ひダイスがマイナス一個こされる。

きくたけ：‥ぬ、隙すきがなくなってきたな。

たの：‥装そう備び変へん更こうはなしで。───以上。

きくたけ：‥はや！　実に男らしいレベルアップだ。

たの：‥女だ。……あ、ちなみにクラスの変更もなしで。

きくたけ：‥ダンサーダンサー。

クレバー矢野：‥そこにこだわらないでくださいっ！（笑）

きくたけ：‥でも、エイプリルだと舞まうように戦うイメージって、あうじゃん。闇やみの中、ふわりとブロンドの髪かみが舞って、赤い服の裾すそが風にはためく───そんなイメージ。

力丸：‥ノエルだと？

きくたけ：‥ぽっぽこぷー。

力丸：‥ぽ、ぽっぽこぷ～……（笑）。

きくたけ：‥……さて、キャラの自己紹しよう介かいも終わったね。では、セッションに入りましょう！



    

  
    
      　　　　OPENING PHASE




◆Opening 01◆今日もどこかで大首領




　おのが組そ織しきの名を世に知らしめるために。

　ダイナストカバルの輝かがやかしき未来のために。

　トラン＝セプターは大首領の命を受け、今日も戦い続ける！



ＧＭ：‥では、オープニングの最初のシーンは、トラン。キミからだ！　このシーンは、キミにかけられるこんな言葉から始まる。『───よくぞ第二の武ぶ具ぐ、アガートラームをその手に収おさめた。余よは、お前を信じておったぞ！』

トラン：‥ありがとうございます、大首領！　わたしはノエルたちからちょっと離はなれて、街道のはずれの草くさ陰かげでこっそり携けい帯たい大だい首しゆ領りようと話しているとゆーことで。

ＧＭ：‥うい（笑）。そんなトランに大首領は語り続ける。『……しかも報ほう告こくによれば、次の武具の在あり処かも判はん明めいさせているとあるが……？』

トラン：‥は、そのとおりであります大首領。第三の武具は、ある封じられし地にあるとのこと。ですが、ここに行くためにはなんでも、一流の冒ぼう険けん者の証あかしが必要とか。

ＧＭ：‥『───うむ。より正確に言えばその地に進入するためには、ディアスロンドの大だい神しん殿でんに設せつ置ちされた転送装置が必要なのだ』

トラン：‥ああ、つまり一流の冒険者とはディアスロンドに認められた者、と？

ＧＭ：‥『そうだ。その転送装置は、ディアスロンドの大だい教きよう皇こうに認みとめられた冒険者だけが使用を許きよ可かされるということだが……なに、お前ならたやすいことよ』

トラン：‥大首領。

ＧＭ：‥『なにか』

トラン：‥悪の幹かん部ぶとして大きな問題があります大首領。

ＧＭ：‥『問題？』

トラン：‥ディアスロンドと言えば、我らが宿しゆく敵てきたる神殿の総そう本ほん山ざんであります。

ＧＭ：‥『それが？』

トラン：‥ま、街に入った瞬しゆん間かんにわたしの身体からだ、ぶ、分ぶん解かいしたりしませんかね……（笑）。

ＧＭ：‥『……』

トラン：‥そ、それにですね。目的を果たすためとはいえ、神殿の力を借りるというのも、かなりどうかと……。

ＧＭ：‥『こう考えよう。“〝宿敵である神殿の目を欺あざむき、その転送装置を利用する”〟。これだ』

トラン：‥な、なるほど！

ＧＭ：‥『お前の気持ちはわかる。が、大たい義ぎを果たすためには、多少のプライドをかなぐり捨すてることも必要だ』

トラン：‥未いまだに我わが組織にプライドがあったことにこのトラン、驚おどろきました大首領。

ＧＭ：‥『とりあえず、自分が悪の組織の一員ということは胸むねにしまいこみ。まずは冒険者として名をあげよ！』

クリス：‥悪の組織がそんな健全でいいのか。

トラン：‥理解いたしました大首領。ところで、問題は“〝名をあげる方法”〟なのですが……。

ＧＭ：‥『ダブラルへゆけ』

トラン：‥ダブラル？

ＧＭ：‥『うむ、トラベルガイドの２１４ページを開くがよい』

一同：‥持ってんのか大首領っ!!（大だい爆ばく笑しよう）



『アリアンロッドトラベルガイド』、富士見書しよ房ぼうより大だい好こう評ひよう発売中である。



ＧＭ：‥『もちろんだ。トラベルガイドは、このエリンディルの冒険者必ひつ携けいの書だからな』

トラン：‥きっと組織の資し金きん稼かせぎのために、こっそり冒険してるんですね大首領……。

ＧＭ：‥ちなみに、トラベルガイドは定期的に内ない容ようを更こう新しんして発売されてまして、ノエルが表紙のアレはまだ発売されていないという設定でひとつ。

エイプリル：‥（トラベルガイドをめくって）……で、ダブラルって傭よう兵へいの街だったか？

ＧＭ：‥そうそう。もともとここは、妖よう魔まとの戦いののちに放ほう棄きされた巨きよ大だいな砦とりでだった場所だ。十年ほど前にひとりの男がこの砦跡あと地ちで傭兵斡あつ旋せん業を始め、のちに街となっている。“〝遺い跡せきの街”〟ラインとはまたちがったカタチで、多くの冒険者や傭兵が集まるようになっている。

トラン：‥で、そのダブラルでなにが？

ＧＭ：‥大首領の話によれば、ここでは定期的に冒険者同士で優ゆう劣れつを競きそう大会が開かい催さいされており、今年も数日後にそれが行なわれるらしい。

トラン：‥なるほど。それで優勝すれば冒険者として名が売れるということですね。

ＧＭ：‥『そのとおりだ。トランよ、大会に出場して見事優勝を果たせ！　そして我が組織の幹部たるお前が一流の冒険者と世間の評ひよう価かを得れば！』

トラン：‥得れば！

ＧＭ：‥『いずれ我が組そ織しきもきっとトラベルガイドに載のるはずだ』（一同大爆笑）

トラン：‥おおっ！　トラベルガイドに載ればきっと一流の悪の組織として世間様に認められましょう！（笑）がんばりましょう、大首領！

ＧＭ：‥『おう！』

ノエル：‥（←笑い転げている）。

ＧＭ：‥と、大首領とトランの気持ちがひとつになったところで、このシーンは終わるわけだが……あ。次のシーンが始まる前に、ちょっとこの地図を見てくれい（と、ＭＡＰを開いて）……今、キミたちが歩いているのは、ここ。四人が出会ったみっしょん01がヴァンスター帝てい国こくの首都だから……。

トラン：‥おお、ずいぶん移い動どうしたんだな、今回までに。

エイプリル：‥なるほど、陸路で旅してるんだな。で、目的のダブラルがここ、と……ディアスロンドがここ。

クリス：‥ＭＡＰを見ながらゲームしてると……まるでＲＰＧのようだ。



　ＲＰＧである。



トラン：‥なんか楽しい（笑）。ディアスロンドの手前には、なんか街があるな。

ＧＭ：‥ルネスだね。温おん泉せんの街だ。

クリス：‥なに、温泉！　ここには寄よらずばなるまい！

ＧＭ：‥（笑）。では、位置関係がわかったとこでほんとに次のシーンに行きます！



    

  
    
      

◆Opening 02◆ダブラルの午後




　───傭よう兵へいの街・ダブラル。

　行き交かう人々の風ふう体ていは、ノエルが住んでいたヴァンスターとは明らかにちがっていた。

　粗そ野やで荒あら々あらしく、どこか下品───そして自由。

　すれ違ちがう男たちの下げ卑びた大声に、ノエルの笑え顔がおはなにやら凍こおっていた。



ＧＭ：‥……このシーンは、ダブラルの街から始まります。登場ＰＣは、ノエルとエイプリル。キミたちは今、ダブラルの冒ぼう険けん者競きよう技ぎ大会、受付所前にいまーす。

ノエル：‥はぃ、はぃっ（←説明を真しん剣けんに聞いている）。

トラン：‥なるほど、大会の申し込こみをしにいくシーンだな（笑）。

ノエル：‥ですねっ。

ＧＭ：‥───キミが生まれ育った街とは、ちがった雰ふん囲い気きの喧けん噪そうと活気。受付所の前にたむろしてるのは、野卑な雰囲気の冒険者たち。その身なりはけっして綺き麗れいとは言い難がたい。

ノエル：‥はぃ、はぃっ。

ＧＭ：‥そんな人たちの中に、ノエルとエイプリルはいるんだ。周囲から、じろじろ見られるのは無理もないってもんだろう。

ノエル：‥はぃっ。

ＧＭ：‥ややあって。腰こしに大きな刀をぶら下げた大男が、ニヤニヤと笑みながらキミらに話し掛かけてくる。「……なんかかわいらしいお嬢じようちゃんがいるな。（やらしい口調で）……よお、この俺おれ様があんたらをたのし～い場所にエスコートしてやろうか？」

ノエル：‥はい。

ＧＭ：‥…………。

一同：‥…………。

ＧＭ：‥はい……？（←予想外のリアクションが返ってきて困こまっている）

ノエル：‥はい？

ＧＭ：‥いや、その……つ、ついていくの？

ノエル：‥あ、いやいやいやはいってごめんなさい説明を聞いてる「はい」ですっ、はいっ。……って、いえいえいえいえだからエ、エスコートを……エスコートについていくって「はい」じゃなくてそーゆー設せつ定ていなんですねって確かく認にんしている「はい」で……っ（一同爆ばく笑しよう）。



　初っぱなからボケをかましまくりである。



ノエル：‥あ、あたし……勝手に家で予想立ててきたんですけど、最初に声をかけてくるのは占うらないのおばあさんだと思っていたのでっ……（一同大爆笑）……こ、心の準じゆん備びが……計画とちがってますっ……！　今日、あわてないように、きくたけさんが言ってくることをいろいろ予想して考えてきたのにいきなりちがう人が声をかけてきましたよ……っ。



　いろいろもなにも、占いばーさんが最初に出ること前ぜん提ていになってるぞ。



ノエル：‥ど、どーしましょう……っ!?

エイプリル：‥無む視ししよう。

ノエル：‥あ、そーですよねっ……無視しますよ。

ＧＭ：‥「おいおい、つれねー態たい度どだなねーちゃんよお？　見学なら俺たちが席を譲ゆずってやってもいいぜえっ……？」

エイプリル：‥見学席をもらってどーする。俺たちは参加しにきたんだ。

ＧＭ：‥「はあ？　お前ら、大会に参加しにきたのかよ？　って、まだ受付してるのか？　大会は、明日だぜ？」

ノエル：‥ええっ!?

エイプリル：‥なるほど、それはそのとおりだ。帰ろう。

ＧＭ：‥（帰ってどーするっ!?）

ノエル：‥で、でも大会の参加を申し込むのがあたしたちの役目……なんではっ!?

ＧＭ：‥（ノエル、えらいぞっ）

エイプリル：‥締しめ切ってるものは仕方がないだろう。

ノエル：‥そ、そーですねっ。で、では、のこのこ帰りますか……っ。

ＧＭ：‥のこのこ帰るなあぁああああああっ!?　ええいっ、ならば受付係の男がカウンターをさっそうと跳び越え、光の速度でキミたちのもとに走り込んでくる!!（一同大爆笑）

トラン：‥実力行使に出たっ！（笑）

ＧＭ：‥「お、お待ちくださいっ、そこのおふたりっ!!　……ぜぇぜぇっ!!」

エイプリル：‥なんだお前は。息を切らして。

ＧＭ：‥「あ、あのわたくし、大会受付係の者なのですが……ぜえっ、もしかして参加希望者様ですか……っ！」

エイプリル：‥そうだ。わざわざ来たということは、申し込めということだな？

ＧＭ：‥「参加申し込みはすでに締め切られました!!」

一同：‥なにしにきたんだお前わっ!?（大爆笑）



　まったくである。



ＧＭ：‥あ、う……その……そう！　「お聞きしたいことがありまして！」

エイプリル：‥なんだ。

ＧＭ：‥「その紅あかい服にベレー帽ぼうの女じよ性せいに、緑のマントにどこかちんちくりんな少女は……」

ノエル：‥ち、ちんちく……あれえ!?

ＧＭ：‥「あなた方のギルド名はもしや……」

ノエル：‥あ、フォア・ロー……ズ？

ＧＭ：‥「フォア・ローゼス」

ノエル：‥そうそうそう、それですよ。な、なんか初対面の人に教えられましたよっ（笑）。

ＧＭ：‥「ああ、やはりそーでしたか！　フォア・ローゼスというとあれですよねっ、ソーウェン公こう爵しやくを倒たおしたと巷ちまたで噂うわさの！（一同爆笑）

トラン：‥そんなことで有名になってんのか!!（笑）

ＧＭ：‥「いやあ、公爵の強ごう引いんな商売に嫌いや気けがさしてる人は多かったですからねえ。あなた方、ちょっとした有名人になってますよ」

クリス：‥そ、そこまで……？

ノエル：‥こ、公爵……（笑）。

エイプリル：‥で？　それがなにか？

ＧＭ：‥「いや、実はですねえ……今回の大会参加ギルドで、急きゆう遽きよ、不参加になったトコがあるんですよ。大会を盛もり下げるわけにもいかないので、代わりのギルドを探さがさないといけなかったんです」

エイプリル：‥代わりのギルドなら、そこらに転がっているようだが？

ＧＭ：‥「そこらの無名なギルドを探してもオッズは付かないし、賭かけになりゃしません。客から非ひ難なん囂ごう々ごうですよ」

トラン：‥客は金を賭けられるのか。

ＧＭ：‥「つまり！　あなた方のように名をあげたギルドなら、ぴったりというわけでして」

エイプリル：‥なるほどな。そういうことならこっちも都合がいい。さっそく……。

ノエル：‥あたしはすでに、申もうし込こみ書しよにいろいろ記入してます。……できました、はい！

ＧＭ：‥はや！（笑）「……ありがとうございます。では、五〇〇Ｇいただきます」

ノエル：‥え。

ＧＭ：‥「いや、申し込みにはそれだけお金が必要でして。泊とまる場所や食事など、一いつ切さいをこちらで受け持ちますので……その経けい費ひと思っていただければ」

エイプリル：‥宿くらい、自分で選んだらいけないのか？

ＧＭ：‥「ええ、警けい備びのしっかりした場所に泊とまっていただこうと……」

エイプリル：‥警備……？　なぜだ。

ＧＭ：‥男は少し口ごもって……あたりをうかがいながら、ひそひそ話す。「実は、今回の大会で参加できなくなったギルドってのがですね……」

エイプリル：‥何者かに襲おそわれた。

ＧＭ：‥「そのとーりです。で、参加者が宿しゆく泊はくする場所はこちらで用意し、秘ひ密みつにしようと」

エイプリル：‥なるほどな。───子細、了りよう承しようした。参加させていただこう。

ＧＭ：‥あ、それとですね。ええ、大会の参加資し格かく規き定ていというのがありまして……実じつ績せき、参加費用の他ほかに、推すい薦せん者の書しよ状じようが必要なのですよ」

エイプリル：‥推薦？　誰だれでもいいのか？

ＧＭ：‥ええ、一定以上の地位を持つか、実績のある方のものならば……。明日までに用意できますかね？」

ノエル：‥トランさんとこの大だい首しゆ領りようの書状ならっ。

クリス：‥参加を却きやつ下かされるだけだ。

エイプリル：‥トラベルガイドにも載のってない組そ織しきの推薦状だしな。

トラン：‥キリキリキリキリ……っ（←歯ぎしりらしい）。

ノエル：‥あ。いるじゃないですかあっ！　ひとり心当たりがありますよっ。



　ノエル（のプレイヤー）が、クリス（のプレイヤー）を笑え顔がおで、見た。



◆Opening 03◆マティアスが為ために




　クリスは、その建物を見て……悲しい気持ちになった。

　そしてこの街の不信心さを嘆なげいた。



　そこは、ダブラルの片かた隅すみにあった神しん殿でん───の出しゆつ張ちよう所じよ。



ＧＭ：‥というわけで、クリスのオープニングに入ろう。えー……キミは今、ダブラルの神殿に───……って。こんな傭よう兵へいの街にあるのか？　神殿。

トラン：‥傭兵の斡あつ旋せん業をやってる人が作った街ですからねえ。ないかも。

クリス：‥いやっ、正せい義ぎを伝えるために神殿は世界のどこにでもある！

エイプリル：‥まあ、あってもおかしくない。肩かた身みは狭せまそうだが。

ＧＭ：‥（ちょっと考えて）……よし、こうしよう。えっと、クリス。キミは今、ダブラルに建てられた神殿出張所の前に来た。

一同：‥出張所っ!?

ＧＭ：‥その神殿とは思えぬ貧ひん相そうな建物は……。

一同：‥貧相なのかっ！（笑）

トラン：‥よ、世の中にこんなちっこい神殿があるとは……。

ノエル：‥まるで祠ほこらですよっ。

クリス：‥この街の人の不信心ぶりに涙なみだします。う、うう……。

エイプリル：‥いいから推薦状をもらってこい。

クリス：‥……。す、すいません～どなたかいらっしゃいますか～。

ＧＭ：‥キミの呼よびかけに……ややあって、ひとりのぱっとしない風ふう貌ぼうの神官が姿すがたを見せる。「おや、この出張所にお客人とは珍めずらしい。どのようなご用よう件けんでしょう？」

エイプリル：‥おお、人がいた。無人の交番みたいな場所だったらどうしようかと思った。

ノエル：‥祠だったら人もいませんしねっ。

クリス：‥では、そのぱっとしない神官に言おう。───我わが名は、クリス。クリス＝ファーディナント。見てのとおり、神に仕える者です。

ＧＭ：‥神官はあくびをしつつ。「そのクリスなんたらさんがどのような用件でしょふぁあ～」

クリス：‥…………。お前では話にならん。この神殿の責せき任にん者を出していただこう。

ＧＭ：‥「私ですが」

クリス：‥お前かよっ!?

ノエル：‥やはり祠じゃこんなもんですよっ。

ＧＭ：‥……すっかり祠になっている（笑）。

クリス：‥では、めげずに……胸むねを張はって言う！　こちらの神殿の転送装そう置ちをお借りしたい。

トラン：‥ああ、なるほど。神殿同士は転送装置で繋つながっている場合があると考えたのか。

クリス：‥そのとおり！　転送装置があれば、ヴァンスターの神官長たるマティアス様の推薦状を取りに行けるという……。

ＧＭ：‥「ありません」

クリス：‥ねえのかよっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：‥「あなた転送装置なんてだいそれたもの、こんなちんけな出張所にあると思います？」

クリス：‥…………。

ＧＭ：‥「ああ、なんでしたら私が《テレポート》で手紙をお届けしましょうか？」

クリス：‥おお、それは助かる。とにかくこちらの状じよう況きようをいろいろ説明した上で、推すい薦せん状じようを書いてもらえるよう手紙を書こう。えー……「……親愛なるマティアス様。正義のために時間が経たつのも忘わすれ、お忙いそがしい日々が続いていることと思いますが……」

エイプリル：‥挨あい拶さつはいいから用件のみ書け。

クリス：‥私のマティアス様への忠ちゆう義ぎ心のわからぬ女よ。“〝さらさらさら……”〟と。では、よろしく頼む。

ＧＭ：‥「は、たしかに承りました。しばらくお待ちを───」と、男は《テレポート》した。……小一時間ほどして彼は戻り、キミに鑞ろうで封ふうじた書しよ簡かんを手渡す。

クリス：‥どれ……“〝カサカサ”〟。

ＧＭ：‥その書簡には、こんなことが書かれている。



「この者、クリス＝ファーディナントと下げ僕ぼくたちを、我が名において推薦する。

───神しん聖せいヴァンスター帝てい国こく神殿神官長　マティアス＝アディンセル」



トラン：‥誰が下僕だ。

ＧＭ：‥さらには、クリスへの私信も。



「クリスよ───勝て！

　勝って神しん殿でんの正せい義ぎと強さを、愚ぐ民みんどもに知らしめよ！」



トラン：‥ぐ、愚民って言うな愚民って！（笑）お前、それでも神官かっ!?

エイプリル：‥まったくそのとおりだが、お前が言うのはどーなんだ。

ノエル：‥（笑い転げてる）

クリス：‥ではわたくし、手紙を読んで感かん激げきしてですね……遙はるかヴァンスターへと続くこの空を見上げてマティアス様の笑え顔がおを思い出します。

ノエル：‥で、例のポーズを取りながらマティアス様万ばん歳ざいって言うんですねっ。

クリス：‥れ、例のポーズ？

ノエル：‥ええ、たしか佐さ々さ木きあかねさんがお描かきになったラフ絵に、クリスさんが腰に手をあててマティアス様万歳って言ってるのがありましたよねっ！（妙みようなポーズを取りながら）た、たしか、こう……こんなポーズでした。

ＧＭ：‥それ、佐々木のラクガキ！（笑）見た人にしかわからん（笑）。文庫になった時に載のせられるかな……。

ノエル：‥おぉ、楽しみにしてます～。

ＧＭ：‥では、シーンがぐだぐだになったところで、次のシーンにいきます！





    

  
    
      　　　　MIDDLE PHASE




◆Middle 01◆世の中、なにが起こるかわからない




　ヴァンスター帝国神殿の神官長より得た推薦状。

　ソーウェン公こう爵しやくを打ち倒たおした実じつ績せき。

　……異いを唱となえる者は、大会運営側に誰ひとりとしていなかった。

　ノエル率ひきいるフォア・ローゼスが無事、大会への参加を認みとめられたのは夕ゆう刻こくのことだった。



ＧＭ：‥というわけで、大会への参加が認められたところで次のシーンです。舞ぶ台たいは、大会運営本部だ。ちょうど、受付を済すませたところから始まる。周囲には、大会参加者とおぼしき人たちが雑ざつ談だんをしているね。

クリス：‥さすがマティアス様の推薦状！　さすがトラベルガイドに掲けい載さいされている御お方かた!!

トラン：‥キリキリキリキリ……（←歯ぎしりらしい）。

エイプリル：‥で、申し込こんだはいいんだが……どんな形式で競きそうんだ？

ＧＭ：‥ああ、くわしいルールはあとで解かい説せつするが……ざっとあらましだけ。まず、キミたちが参加する部門は、合計四つのギルドで競いあうことになる。

クリス：‥バトルロイヤルで戦ったりするので？

ＧＭ：‥いや、それじゃただの武ぶ闘とう大会になってしまう。今回は、ダブラル郊こう外がいに建けん設せつされたダンジョンが舞台となる。これには四つの入り口があり、各ギルドは同時に突とつ入にゆう。部屋のどこかにいるボスエネミーを最初にぶち倒した者が勝利となるのだ。

クリス：‥ほほう。つまり、最短ルートでダンジョンをくぐり抜ぬけた者が勝ちか。

ＧＭ：‥そうだね。ダンジョン内で発生する戦闘やトラップなどの仕し掛かけに時間をとられると、それだけ勝利が遠のくことになる。それと、どの入り口を選ぶかもまた、運命を大きく左右する。

クリス：‥おお、面白い（笑）。

ＧＭ：‥そんな話を大会の委員から大まかに聞き終わった時だ。「（やたら高飛車なすかした声で）───やれやれ。参加者が減へってせいせいしていたのに……またザコが増ふえたのか」そんな声がキミたちの横から飛んでくる。

ノエル：‥……なんですかっ、このいやらしい口調はっ。

ＧＭ：‥その声に振ふり向くと。そこには、年ねん齢れいは二十七、八歳さい……白い布ぬのに金の刺し繍しゆうをあしらった神官服をまとう男が、キミたちを見下すようにいやらしい笑えみを浮うかべ、立っている。

クリス：‥な、なんだこいつは。大会の参加者か？

ＧＭ：‥そのようだ。「この大会は、キミたちのようなザコが参加するものではない。おとなしく客席で見物することを───お勧すすめする」こう、長いブロンドの髪かみを指でくるくる弄もてあそびながら忠ちゆう告こくする（なぜか一同爆ばく笑しよう）。

トラン：‥なんだこのスカポンタンはっ!?

ノエル：‥神官さん……なんですよね？

トラン：‥こ、これだから神しん殿でんは……っ!!

クリス：‥いやいや。世の中にはよい神殿と、悪い神殿がありまして。

エイプリル：‥まったくそのとおりだが、お前が言うのはどーなんだ。

クリス：‥で？　なんだお前は。いきなり失礼な。

ＧＭ：‥「……おやおや、我われ々われを知らないとはいったいどこの田舎いなか神官だ」

クリス：‥その口の利ききよう、あとで後こう悔かいすることになるぞ。私はヴァンスター帝てい国こくの神官戦士クリス＝ファーディナントだ！

ＧＭ：‥「───ヴァンスター？　ああ、あの田舎帝国か」

クリス：‥い、いな……っ……？

ＧＭ：‥「私は“〝聖せい都と”〟ディアスロンドの大神殿付きの神官にして、ギルド“〝金色の草原”〟のギルドマスター───そういえば理り解かいできるかね？」

トラン：‥知らんっ!!（笑）

ＧＭ：‥……でも、“〝金色の草原”〟の名が出たと同時に周囲の人々はざわめくぞ。「あ、あれが“〝金色の草原”〟……!?」「すると、あの男がギルドマスター“〝金色の鬣たてがみ”〟のライガ！」「剣けんのひと振りで山をも砕くだくという……」“〝ざわざわざわ……”〟

エイプリル：‥有名人らしいぞ。

クリス：‥こ、こっちだってソーウェンを倒した“〝フォア・ローゼス”〟だ!!

ＧＭ：‥「（やたら高飛車に）───知らぬな。そのような田舎ギルド」

一同：‥くぅ──────っ！（じたばた）

ＧＭ：‥再ふたたび髪をいじりながら……「だが、ここで会ったのもなにかの縁えん。そっちのギルドマスターに挨あい拶さつくらいしておこうか」男は、キミたちを値ね踏ぶみするように見回し……。

ノエル：‥あ、じゃあ……。

ＧＭ：‥「明日の大会、せいぜいお手柔やわらかにな」エイプリルに向かってそう言った。

ノエル：‥えぇっ!?　あ、あたし、エイプリルさんのうしろで、はい！　はい！　って手を挙げてぴょんぴょん跳んでますよっ!?

エイプリル：‥親指で、くいっ、くいっ、とノエルを指さす。

ＧＭ：‥「あ……？」ライガは、エイプリルとぴょんぴょんはねるノエルを交こう互ごに見み比くらべ、シリアスに言った。

ノエル：‥ぴょんっ、ぴょんっ。

ＧＭ：‥「───なるほど」

クリス：‥なにがなるほどだ。

ＧＭ：‥「お嬢じようちゃん───その年齢でギルドをまとめるとは、たいしたものだ。そしてよくわかった。明日の大会、キミたちはいてもいなくても、大たい勢せいに影えい響きようはない。実に素す晴ばらしい」

ノエル：‥な、なんかほめられてますよ！

一同：‥ほめてないほめてないっ！（笑）

ノエル：‥え、あ……あ、ほんとですねっ!?　ホメてないですっ！

ＧＭ：‥ライガは、ノエルの頭をなでてスッ、と立ち上がると……「では、失礼するよ諸しよ君くん」

　そう告げて、仲間と共に部屋を出て行く。

トラン：‥む、そこでパーティのクラス構こう成せいを確かく認にん！

ＧＭ：‥抜ぬけ目ないな（笑）。ライガはアコライト／モンク、その他の三人はそれぞれ装そう備びから推すい測そくして、ウオーリア／サムライ、メイジ／セージ、シーフ／ニンジャといったところか。

トラン：‥む、バランスいいな。

ＧＭ：‥「───そうそう」部屋を出て行こうとして、ライガは立ち止まって振り返り、人差し指を立てながら皮肉げに言う。「最近、大会に参加予定だったギルドがいくつか、“〝不ふ慮りよの事故”〟に遭あっているというじゃないか。キミたちもせいぜい、気をつけたまえ───世の中、なにが起こるかわからないから、ね」

一同：‥………………。

ＧＭ：‥「───では、ごきげんよう」そして彼らは高笑いをしながら出て行った。

クリス：‥……なるほどね。

エイプリル：‥せいぜい、注意するとしよう。わざわざ、情じよう報ほうをもらったのだからな。

ノエル：‥情報？

トラン：‥ええ。今の去り際ぎわのセリフは、「俺おれたち、てめーらを闇やみ討うちするぜー！」って言ったのですよ。

ノエル：‥そ、そーなんですねっ!?

トラン：‥これは、やられる前に……。

クリス：‥───やるか。

ノエル：‥し、神しん殿でん神殿！　正せい義ぎ正義ですよクリスさん！　トランさんの邪じや悪あくな考えが染しみついちゃってます!!

クリス：‥いやいや、奴やつらを闇討ちしても、神は寛かん大だいな心で赦ゆるしてくれます（断だん言げん）。

ＧＭ：‥「……やめておきなされ」

クリス：‥お？　誰だれ？

ＧＭ：‥声をかけたのは、近くの椅い子すに腰こしをおろしている、白いヒゲをたくわえた老魔ま術じゆつ師しだ。「───安い挑ちよう発はつじゃ。気にしたら、負けじゃよ」

クリス：‥あなたは？

ＧＭ：‥ギルド……えー……“〝エレメンタラーズ”〟のひとりだ。「わしも、キミたちと同じこの大会の参加者じゃ。よろしくのう」

トラン：‥見たところ、メイジのようだな。とりあえずギルドメンバーをチェック！

ＧＭ：‥全員メイジのようだ。

一同：‥全員メイジかっ!?（笑）

ＧＭ：‥エレメンタラーズ、というギルド名からもわかるとおり、地水火風の魔法使いなんだよ。ローブの色も、自分の属ぞく性せいにあわせた配色だ。

トラン：‥なるほど。

ＧＭ：‥そして全員、杖つえをついた老人。

トラン：‥全員じじいかっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

クリス：‥この年になって大だい冒ぼう険けんをもう一度っ!?（笑）

ＧＭ：‥「いや、若わかいころからずっと冒険の人生じゃ」

トラン：‥レ、レベルいくつなんだろう。

ＧＭ：‥キミらと同じくらい？

トラン：‥若いころからずっと冒険してまだレベル５かっ!?（大爆笑）

ＧＭ：‥「成長点、貯ためっぱなしなんじゃよ」

クリス：‥使えよじーさんっ!?（笑）

トラン：‥（大笑いしながら）……ツ、ツッコミどころ満まん載さいで……もうなんというか……お友達になってください!!　わたしも、あんな老人になりたい……（笑）。

エイプリル：‥お前……年取るのか？

ＧＭ：‥「まあ、明日はよろしく頼たのむよ。ふぉっふぉっふぉ」

ノエル：‥お、おじいさん……（笑）。

ＧＭ：‥と、そこで。「───こちらも、よろしくお願いいたしますね」どこかのんびりとした、優やさしそうな女性の声。気がつけば、にこにこ微笑ほほえむ女性の剣けん士しが立っている。

エイプリル：‥ああ、残った１ギルドか。どんな奴だ？

ＧＭ：‥えっと……緑色っぽいコートに胸きよう部ぶと肩かたを覆おおう鋼はがねの鎧よろいといった出いで立たちだ。十歳さいくらいのアコライトとメイジが彼女に寄より添そい、コートの裾すそをつかんでいる。

トラン：‥こ、こっちは子こ供ども連れか（笑）。

ＧＭ：‥「私は、子供たちに実戦経けい験けんさせたいだけなので……胸むねをお借りするつもりでがんばります。ベストを尽くしましょうね♪」

エイプリル：‥で、ギルド名は？

ＧＭ：‥えー……エ、“〝エメラルドの竜りゆう”〟で。

クリス：‥ややダサ……。

ＧＭ：‥ダサくないっ!!

クリス：‥しかし……どっちも頼たよりなさげなギルドだ。でも、私ら三ギルドで同どう盟めい組めば、さっきの高飛車男のギルドと互ご角かくに……戦えたりするか？

エイプリル：‥なるほど……だがそれは、明日の本番までにこいつらが不慮の事故に遭わないことが前ぜん提ていの話だな。いちおー、そのことだけは忠ちゆう告こくしておこう。

ＧＭ：‥「ふぉっふぉっふぉ、大だい丈じよう夫ぶじゃよ。だてに年は取っておらん」

クリス：‥レベルはあがってないがな（ぽそ）。

ＧＭ：‥「あたしたちも、じゅうぶん気をつけますので～」

トラン：‥こ、こっちは呑のん気きだ。大丈夫か（笑）。

ＧＭ：‥……さて、参加ギルドの紹しよう介かいも終わったし、そろそろシーンを閉とじよう。最後に、その女剣士はノエルと目を合わせ───。



「───明日は、頑がん張ばりましょうね、ノエルちゃん」



　にこり、ほがらかな笑えみを浮うかべてそう言った。



◆Middle 02◆一世一代の賭かけ




　その瞬しゆん間かん。

　ノエルが、待ちに待っていた時が───やって来た。



ＧＭ：‥では、次のシーンです。このシーンは……

クリス：‥闇やみ討うちされているシーンにちがいない。

ＧＭ：‥ちがいます（笑）。シーンは夕ゆう刻こく、大会受付所を出てすぐの場所。……こんなセリフから始まるのだ。

一同：‥セリフ？

ＧＭ：‥「……不ふ吉きつじゃああああぁああああっ!?　不吉な相が出ておるぅっ!?」（一同大爆笑）

ノエル：‥来たっ……来たあっ!!（笑）

クリス：‥占うらないババアきた──────っ!?（大爆笑）

トラン：‥だからなんでいつもいるんだっ!?　ばーさん、我われ々われをやっぱりつけてるだろうっ？

ＧＭ：‥「ぐーぜんじゃ」

ノエル：‥うぐっ、ぐーぜんですかあっ。

ＧＭ：‥「それにしても……やれやれ、お嬢じようちゃん。あいもかわらず三つの災さい厄やくと一いつ緒しよに冒ぼう険けんしてるんじゃのう」

クリス：‥失礼な。神しん殿でんの神官にむかって。トランと一緒にするな。

トラン：‥失礼な。悪の組そ織しきの幹かん部ぶにむかって。クリスと一緒にするな。

エイプリル：‥…………。

ノエル：‥で、おばあさん。今回はどうしたのですか～。

ＧＭ：‥「いやな、この街に金かね儲もうけの匂においを感じてな、はるばるやってきたわけじゃ」

ノエル：‥も、儲けるチャンスっ!?　な、なにをする気ですか……っ。

ＧＭ：‥「わしの職しよく業ぎようが占い師しだって知ってたか？　この大会で、客は金を賭けるんですよ？　わしのすることは、ひとつじゃ」

クリス：‥予想屋かっ!?（笑）

ＧＭ：‥「おお、そのとおり」

トラン：‥あ、ああ。客として金を賭ける方かと思った！　もう、ばばあが耳に赤鉛えん筆ぴつはさんで、「行け───っ！」とか叫さけんでいる光景が浮かんでた（笑）。

エイプリル：‥待てよ？　予想屋って言ったな。ばあさん、なにか情じよう報ほうつかんでいるのか？

ＧＭ：‥「───わしの占いによれば今回のダンジョン、どの入り口から入るかによって有利不利があるのじゃ。それをイッパツわしの占いで予想をたてようとな」

ノエル：‥親切に占ってくださるのですか～？

ＧＭ：‥「金はとるがの。さ、このババアにお主らの運命を賭けてはみぬか？」（一同爆ばく笑しよう）

エイプリル：‥待て。最悪の入り口を選せん択たくさせといて、ばばあが他のギルドに賭けてたら俺たちは生命の危き機きだ。

ＧＭ：‥「人は信じよう」

ノエル：‥ですよね！　もう、目が純じゆん真しんにキラキラ光ってますよ。

エイプリル：‥裏うらはホントにないんだろうな？　例えば……ばーさんの占いを元に動いた結果、不正行こう為い扱あつかいになってあとで優ゆう勝しよう取り消しなんてオチが待ってるんじゃないのか？

ＧＭ：‥ばばあは、ハハンと人を見下した雰ふん囲い気きで言う。「……占いですよ？　誰が占いなんか当たると思うもんか」

クリス：‥自分の存そん在ざい意い義ぎを否ひ定ていすんなよっ!?（一同大爆笑）

ノエル：‥お、おばあさん……！　さ、さっきまで頼たのむ気満々だったんですけど……信しん頼らい度がすごく下がりました……っ!?

ＧＭ：‥「あ、いや、わしの占いは、緻ち密みつなデータを元にしてるのでだいじょぶじゃ」

トラン：‥緻密なデータって……。

エイプリル：‥───では、こうしよう。ばーさん、あんた俺たちに全財ざい産さん賭けろ。

ＧＭ：‥「占いが外れたらどーするんじゃ」

クリス：‥お前が占うんだろうっ!?（笑）

ノエル：‥お、おばっ……おばあさん……っ（←吹ふきだした）。

エイプリル：‥当たるんだろう？

ＧＭ：‥「……」

エイプリル：‥……。

ＧＭ：‥「う、うん」

ノエル：‥お、おばあさん今の妙みような間はなんですか……っ（笑）。

エイプリル：‥当たるなら、それで儲かるわけだし問題なかろう。

ＧＭ：‥「……………………よし、賭かけよう───今、腹はらは決まった!!」

ノエル：‥（大笑いして突っ伏ぷしている）

ＧＭ：‥「───ではばばあ、一世一代の占うらないをしてこようぞっ」

ノエル：‥（笑いをこらえながら）おねがいします……（笑）。

ＧＭ：‥ばあさんの目が、本気と書いてマジとなる。「では……っ、さっそく行ってくる。この占いには八時間ほどかかる」

トラン：‥ず、ずいぶんかかるんだな。

ＧＭ：‥ばあさんは懐ふところから占い道具を出して入念にチェックを始め……。

クリス：‥占い道具？　タロットとか水すい晶しよう玉だまとか？

ＧＭ：‥いや、ペンチとかドライバーとかガラス切りとか。

トラン：‥なにをする気だばーさんっ!?（大爆笑）

ＧＭ：‥「占い」

トラン：‥も、もうツッコむ気すら起きねえ……（笑）。

ＧＭ：‥「では行ってく───お。そうじゃ、お主ら、今どこの宿に泊とまってるのじゃ？　結果はどこに報告に行けばよいかの」

クリス：‥じゃあ、宿屋の名前と部屋番号を教えておこう。いいかばーさん、必ず明日の本番までに知らせるんだぞ？

ＧＭ：‥「占いが終しゆう了りようしたら、すぐに知らせにいくわい。終了は深夜になるが、寝ねていても、たたき起こしますじょ」

ノエル：‥じょ……？（笑）

ＧＭ：‥「では、ばばあ……行ってくるっ」



　───持てる財産のすべてを賭けて今、ばばあは立ち上がった。

　意気揚よう々ようと街を出て、そして……



　迫せまる夕ゆう闇やみにまぎれ、明日の大会会場となるダンジョンへとひとり疾しつ走そうしたのだった。



◆Middle 03◆それはあまりにモロかった




　───深夜。

　遠くに喧けん噪そうが聞こえる。

　それは、宿の向かいにある酒場から漏もれ聞こえる声。

　大会本番の前夜、陽気に騒さわいでいるのはおそらく明日の観戦者たちだろう。

　そんな声を心のどこかで意い識しきしながら……



　ノエルたちは、その時を待った。



ＧＭ：‥───舞ぶ台たいは、宿のキミたちの部屋。時じ刻こくは深夜の二時。

トラン：‥ぐー……ぐー……。携けい帯たい大だい首しゆ領りようを抱だきかかえて寝ている。

ノエル：‥こんな時間だとあたしも寝てますねっ。

エイプリル：‥寝るなっ!!　絶ぜつ対たいに襲しゆう撃げきがあるから！……あれだけ丁てい寧ねいに「襲撃しますよ」と言ってくれたんだ。

トラン：‥むしろ「こっちがするけ？」ぐらいの勢いきおいだったのですが（笑）。

ＧＭ：‥そ、そうか。みんな起きてるのか……。

エイプリル：‥この部屋って、戦せん闘とうするのにじゅうぶんな広さはあるのか？

ＧＭ：‥ある。キミたちが泊まっているこの宿は１フロアぶち抜ぬきの豪ごう華か仕様。決して綺き麗れいな宿ではないが、広さだけはある。ダブラルでもっとも広い宿でないかな。

エイプリル：‥よし、じゅうぶんだ。

ＧＭ：‥───てなところで。みなさま、【感知】で判はん定ていしてください。

ノエル：‥あたし、この砂さ糖とう菓が子しダイスを振ふ……。

ＧＭ：‥ぬっふっふ……。

ノエル：‥え、やだなんですかその笑いは！　だいじょぶーですよっ、きっと！

ＧＭ：‥ええ、大だい丈じよう夫ぶですよきっと。

ノエル：‥…………や、やっぱり他ほかのダイス使います……（笑）。

クリス：‥【感知】は低いので……（ダイスを振る）……ほら、８。

エイプリル：‥（ダイスを振る）───12だ。

ノエル：‥（ダイスを振る）……７ですっ。……あ、これに【感知】を足すんですね。９です。

トラン：‥（ダイスを振る）こっちも12。

ＧＭ：‥エイプリルとトランは気づくな。

ノエル：‥すると、あたしとクリスさんは寝てるんですね。

エイプリル：‥寝るなっ！（笑）

ＧＭ：‥その気配に気づかなかっただけです。“〝つっ……”〟部屋のドアの方からなにか、液えき体たいの滴したたる音。次に、音もなくドアがすーっと開き……。

エイプリル：‥ちょうつがいに油を垂たらしたのか。ジェスチャーでノエルとクリスにも知らせる。寝たふりしろ……。

トラン：‥というか、ほんとに来た（笑）。どこが“〝参加者の泊とまる宿は秘ひ密みつ”〟だ。

ＧＭ：‥そして、わずかな衣きぬ擦ずれの音と共にするり……室内に何者かが侵しん入にゆうしてくる。気配の数は……。

トラン：‥ｌ、２、３……。

ＧＭ：‥……４５６７８９1011───。

トラン：‥多いなっ、おいっ!?

ＧＭ：‥侵入者たちは、キミらの様子をうかがい……。

クリス：‥ぐごごー。

ＧＭ：‥寝入ってるのを確かく認にんすると、コクリとうなずきあう───って、あれ？　予定では、ここで侵入者側が［不意打ち］をかける予定だったんだが、これちがうよな（笑）。

トラン：‥むしろこっちが［不意打ち］。

ＧＭ：‥おもしろい、じゃあそれでいこうっ！　侵入者側が【感知】の判定を行ない、失敗したらＰＣ側が［不意打ち］をかける方向で！（笑）

クリス：‥寝ねたふりしながらベッドの中で武ぶ器きをにぎって、飛び出す機会をうかがう（笑）。

ＧＭ：‥えー……（侵入者のリーダーの能のう力りよく値ちを確認しつつ）……６以上が出れば、キミらが起きていることに気づく。（ダイスを振る）……８！　気づいた！

クリス：‥気づかれたっ！　全員、跳はね起きる！

ＧＭ：‥侵入者たちが、バッ、うしろに飛びずさり───一いつ斉せいに小刀を抜ぬき去る。見たところ、その服ふく装そうから推すい測そくして……彼らは全員、ニンジャだ。十人の黒くろ装しよう束ぞくがキミたちを包囲するように迫せまり……その背はい後ごにひとり、口を隠かくしたリーダーらしき者が落ち着き払はらって立っている。



トラン：‥この前にいる十人はモブか。

ＧＭ：‥だね。で、うしろのリーダーはヴァーナ族のようだな。彼女は威い厳げんを持った、落ち着き払った声で───キミたちに言った。

クリス：‥チャキッ、と剣けんを構かまえる。ノエル、私のうしろに……！

ＧＭ：‥「───起きているとは、驚おどろきでやんす」

一同：‥やんすっ!?（大だい爆ばく笑しよう）

ノエル：‥な、なんで……っ、なんでっ!?（笑）

クリス：‥なんでここでベネットが出てくるんだよっ!?（大爆笑）



ベネット

　前シリーズの『アリアンロッド』リプレイで登場した、プレイヤーキャラクターのひとり。

　ヴァーナ（狼おおかみ族ぞく）の少女で、シーフ／ニンジャだ。

　新ヒロインとして期待され、登場したにもかかわらず……いきなり一いち人にん称しようが「あっし」、セリフの語ご尾びには「～でやんす」とつけたせいで、秒でヒロインからスピンアウトした。

　ついでに、武ぶ器きにすべてのお金をつぎ込こんでしまったために防ぼう具ぐはなし、殴なぐられれば即そく、生命の危き機きに陥おちいる素す敵てきな奴やつである。

　あまつさえ、ラストバトルにおいては敵を道連れに自じ爆ばくするという美しい最さい期ごをキメるつもりが命中判定に失敗。ただ単に自爆しただけという、キャンペーン最終回としてはありえない離はなれ業わざをやってのけた。

　ダメな三下犬いぬ娘むすめとして一世を風ふう靡びしたが……最後の最後には、主人公のエイジを押おしのけ、“〝クラン＝ベルの四英えい雄ゆう”〟のひとりとして数えられた。



　くわしくは、「死者の花はな嫁よめ」「闇やみ色の血の騎き士し」「金色の鍵かぎの英雄」参照である。



ＧＭ：‥「ななななななんであっしの名前を知ってるでやんすかっ!?　ましてや、顔を覆ふく面めんで隠しているとゆーのにっ!?」（一同爆笑）

ノエル：‥いや、いやっ……口調がその……（笑）。

クリス：‥てゆーかお前、ニンジャになってから“〝拙せつ者しや”〟“〝～ゴザる”〟に口調変えたんじゃ。

ＧＭ：‥「なにゆえあっしのシークレットを知ってるでやんすっ!?　というか、プレイヤー発言はやめるでやんす。やんす言葉で話してるＧＭの努力が報むくわれないでやんす」（一同爆笑）

トラン：‥面おも白しろい奴……（笑）。

ＧＭ：‥「……まあ、いい！　明日の大会、お前たちに参加されては都合の悪い御お方かたがいるでやんす。命までは取らんが、ギタギタにさせていただくでやんす」

エイプリル：‥……雇やとい主のライガに言っておけ。この程てい度どの妨ぼう害がいで、大会参加を断だん念ねんできると思わない方がいいってな。

ＧＭ：‥「ライガ……？　さ～あ、知らん名前でゲスなあ？（しらじら）誘ゆう導どう尋じん問もんであっしの雇い主の名を吐はかせようなんて、ムダでやんす。とにかく問答無用！　いけい、下げ忍にんども！」



　ベネットの号令に呼こ応おうして───

　十人の黒装束たちが一斉に床ゆかを蹴けり、ノエルたちに躍おどりかかった。



　戦いは始まった。



　　　＊　　＊　　＊



ＧＭ：‥では、まずはセットアッププロセス！

トラン：‥わたしは《ウィークポイント》を自分たちのエンゲージに！　これでみんなが次に与あたえるダメージが＋７になります。

ＧＭ：‥トランが敵の弱点を看かん破ぱし、みんなに伝えたわけだな。

ノエル：‥あたしは、新しく取ったスキルを使います～。えっと、《クイックステップ》を使って、せっとあっぷで《ウォーターステップ》を使いますっ……で、あってますよね？

ＧＭ：‥あってます（笑）。具体的な効こう果かは、戦せん闘とうの終しゆう了りよう時まで命中が＋３か。

クリス：‥華か麗れいに舞まい踊おどりながら剣けんを振ふるうわけか。

ノエル：‥いや、いや！　きっと寝ねぼけてるのでふらふらフラダンス状じよう態たいですよ。

ＧＭ：‥やっぱりぽっぽこぷーだ。では、ここから行動開始！　最初はこっちのモブから！

トラン：‥向こうが先か！

ＧＭ：‥薄うす暗ぐらい部屋の中、黒くろ装しよう束ぞくをまとった十人が一いつ斉せいに駆かけ寄より……攻こう撃げきっ!!　攻撃対象はダイスでランダムに決めよう───（ダイスを振る）……ノエル！

ノエル：‥わ、きたっ!!

ＧＭ：‥十人は一糸乱みだれず一斉に小刀をノエルに突つき出す……！　命中は11＋４Ｄで……。

一同：‥４Ｄっ!?　高っ！

ＧＭ：‥（ダイスを振る）……28っ!!

ノエル：‥そ、そんなのよけられませんっ!!　く、くりてぃかるのみ……っ（ダイスを振る）やっぱり無理～っ！

ＧＭ：‥ダメージは32＋２Ｄで（ダイスを振る）……40っ!!

クリス：‥うわっ、こいつら強いっ!?　ベネットの部下でしかもモブだったので安心してた……！

ＧＭ：‥「くっくっく……どーでやんすか、あっしの実力は」

トラン：‥お前の実力じゃないだろうっ!?（笑）

クリス：‥とにかくノエルを《カバーリング》!!　で、その攻撃はこっちで引き受けて……自分に《プロテクション》っ!!（ダイスを振って）16点軽けい減げん！

トラン：‥じゃあ、さらに今回とった新スキル！《サモン・アラクネ》!!（ダイスを振る）───さらにダメージ10点軽減！

ＧＭ：‥（あ、しまった……そんなもん取得してたんだっけ……っ！）

ノエル：‥あらくね……？

トラン：‥ええ、《プロテクション》の効果範はん囲いの広いやつと考えてください。蟲むしの王の力を呼よび出して、ダメージを軽減するスキルです。ただ、消費ＭＰが大きいのが問題。

クリス：‥ええと、私の防ぼう御ぎよは14。ダメージが40で、そこから14と16と10引くから……。

ＧＭ：‥ちょっきりダメージ……０？　ぐは！　今回のレベルアップでやたら防御能のう力りよく上がってるっ!!

トラン：‥ふっふっふ……ただ長期戦になると【ＭＰ】もたないのが問題（笑）。

ＧＭ：‥「く……なかなかやるでやんすなっ!?　だが……っ！」ベネットは、青白く光る弓に矢をつがえ───マイナーで《ディスアピア》、メジャーで《サプライザル》！

トラン：‥あ、ベネットの攻撃と言えば……っ。



　ふいに、ベネットの姿すがたが薄暗い室内よりかき消える。

　相対する四人が「消えた!!」と認にん識しきした時、すでに雷らい光こうと落雷のごとき轟ごう音おんをまとった一本の矢は射うち放たれていた。

　すなわち───。



トラン：‥……雷鳴の弓か！

ＧＭ：‥そのとおり！　これが命中すると、［放心］状態になってあらゆる判はん定ていをダイス１コ減へらして振ることになる。攻撃対象はクリス！　命中は……（ダイスを振って）……20！

ノエル：‥クリスさんっ！

クリス：‥（やたらシリアスな声で）───当たらなければ、いいのだろう？

ノエル：‥おぉっ、かっこいいっ!?

クリス：‥（ダイスを振る）───回かい避ひ失敗（一同大だい爆ばく笑しよう）。

トラン：‥よけられないなら意味なくカッコつけんなよっ!?（笑）

ＧＭ：‥「けっけっけぇ…………あれ？　部下の攻撃、もう終わってる。［放心］はラウンドの最後に回かい復ふくするから、あっしの攻撃があとになるんじゃ、この弓の意味がないでやんす」（一同大爆笑）

トラン：‥今気づいたのかよっ!?（笑）



［放心］がラウンド終了時に回復すること、素すで忘わすれてました。



クリス：‥とにかく、このモブをなんとか突とつ破ぱしてベネットの懐ふところに潜もぐり込もう！

トラン：‥だな。［隠おん密みつ］して弓を射つキャラだから、エンゲージすれば“〝隠かくれられない”〟“〝射しや撃げきもできない”〟ザコになる！（笑）

ＧＭ：‥「き、気づかれた!?　下げ忍にんども、敵てきをそこで食い止めるでやんす！　あっしは接せつ敵てきされると超ちようヤバイでやんすからなっ!?（一同爆笑）



　続くエイプリルとトラン、ノエルの攻撃はことごとく下忍に命中し、そのＨＰを八十点も削けずり取る。

　……にもかかわらず、倒たおれるふしはまったくなかった（【ＨＰ】１２８）。

　クリスは［放心］してはいたものの、トランの《アースブレット》の直撃を受けた下忍も［転てん倒とう］していたため、攻こう撃げきを命中させることに成功！

　累るい計けいダメージが１０４になったところで、戦せん闘とうは第二ラウンドに突とつ入にゆうした。





クリス：‥……まだ倒れないのかっ!?　なにが下忍だっ!?

ＧＭ：‥ふっふっふ、ではここで……えー、下忍の行動順！　ではあらためて……下忍は再ふたたび（ダイスを振ふって）……ノエルを攻撃！

ノエル：‥ま、またあたしっ！　なんか仕組んでませんかっ!?

ＧＭ：‥仕組んでません（笑）。では……攻撃っ！（ダイスを振る）……28！

ノエル：‥む、無理ですようっ!?（ダイスを振る）……ぜんぜんよけられませんっ。

クリス：‥再びノエルを《カバーリング》！

ＧＭ：‥む。下忍が繰くり出した刀の一撃を……再びクリスが受け止めるっ！

ノエル：‥あ、あ、あ……またあたしの盾たてに……。

クリス：‥ふっ、仲間を守るために自らを犠ぎ牲せいにする。これが正せい義ぎ！　これが神しん殿でん!!　さあ、ノエルさんっ、私と共に神殿に行きましょう！

ノエル：‥か、考える余よ地ちはありますね……っ。

トラン：‥ドサクサに紛まぎれて忘れたころに勧かん誘ゆうするなっ!?

ＧＭ：‥とにかくダメージ出すぞ。（ダイスを振って）……39！



　だがこの一撃も、自らに《プロテクション》を張はったクリスの前に、通ったダメージはわずかに９点。

　続いて「やはり防ぼう御ぎよ役からつぶすのが吉きち」とばかりに、ベネットの雷鳴の弓による攻撃はクリスを射い貫ぬくが───出目の悪さもあいまって、ダメージはちょっきり０。



ＧＭ：‥「く───っ!?　な、なぜダメージが通らぬでやんすかっ!?」

トラン：‥おい、ベネット。また先に攻撃するの忘れてるぞ（笑）。

ＧＭ：‥「いやいや、下忍どもの攻撃はやたら命中が高いゆえに───あっしが先に雷鳴の弓を当てる必要はまったくないことに気づいたでやんす」（一同大爆笑）

一同：‥お前の存そん在ざい意義はどこっ!?（笑）

エイプリル：‥では、ここで俺おれだな。《デスターゲット》使用で下忍を攻撃！（ダイスを振る）───15！　回避のダイスをマイナス１コで判定しろ。

ＧＭ：‥ぐぬ、《ブレッドレイブ》……意外に嫌いやなスキルだな。こっちの回避は９なので……１Ｄして６を出せば回かい避ひ！（ダイスを振る）……お、６っ!!　エイプリルの放った銃じゆう弾だんは、的を外し、火花を散らして跳ちよう弾だんしたっ！

エイプリル：‥……ち！

ＧＭ：‥弾丸をかわした下忍は余よ裕ゆうたっぷりの口調で言った。「フフフ、我われらをベネット様と一いつ緒しよにしないでいただこう」（一同大だい爆ばく笑しよう）

クリス：‥尊そん敬けいしてんのか、馬ば鹿かにしてんのかっ!?（笑）

トラン：‥下げ克こく上じよう始まってないか！（笑）



　だが、下忍が余裕を見せられるのはここまでだった。

　続くトランの《アースブレット》が再び直撃、23点のダメージを与あたえると共に下忍たちは再び［転倒］した。



トラン：‥さあ、ノエル今です！

ノエル：‥おう～！　《バッシュ》使いますっ（ダイスを振る）……20！

ＧＭ：‥ぬ……こっち［転倒］してるんでよけられない！

ノエル：‥あたりっ、やた！　ではダメージ……（ダイスを振る）……は!!　６がいっぱい出てるかもしれない～っ。自分でダイスを買ったのがよかった!?（笑）……42ダメージ！

ＧＭ：‥防御差し引いて……累計１２７ダメージか！　お、おいしい！

ノエル：‥倒たおしましたかっ!?　あたし、勝利のジェンカを踊おどりますよっ。

ＧＭ：‥いやあ、おいしい！　下げ忍にん、残りＨＰは１っ!!（一同大爆笑）

ノエル：‥えぁううう～っ、な、なんでっ……前もたしかそんなことが!?

ＧＭ：‥いや、だからおいしいなと。

クリス：‥では、次は私の攻撃。軽い気持ちでえいやっ、と（ダイスを振る）。

ＧＭ：‥（ダイスを振る）……はずれ。

クリス：‥うおっ、せ、正義はいずこにっ!?

トラン：‥ははは、しょせん正義などその程てい度どのものですよノエルさん。

ノエル：‥そ、そーかもしれませんねっ。

クリス：‥こら───っ!?



　そして戦いは、運命の第三ラウンドに突入した。

　瀕死の下忍の攻撃はいきなりトランにＨＩＴ！

【ＨＰ】の少ない彼はにやりと笑えみ、声を発した。





トラン：‥たすけて──────ぇいっ!?（一同爆笑）

ノエル：‥と、とらんさん……。

クリス：‥ええいっ……悪の組そ織しきに荷か担たんするなとはマティアス様の教え。しかし、かりそめとはいえ、仲間を見み捨すてては正せい義ぎは名乗れんっ！　というわけで……。

ＧＭ：‥「はあん？　なーにを言ってるでやんすか。いいか？　だいたい仲間なんてのはなあ……」（一同爆笑）

ノエル：‥悪あく魔まの囁ささやき聞いちゃダメです～っ、耳をふさいで～っ！（笑）

クリス：‥は！　あぶないところだった！　トランを《カバーリング》して自分に《プロテクション》っ！（ダイスを振ふる）

ＧＭ：‥（ダイスを振って）……く、11ダメージのみか。ここでベネットが不ふ敵てきに笑みながら言う。「けっけっけ───お前らの実力、だいたいわかったでやんす」

クリス：‥やっとわかったのか。

ＧＭ：‥「我わが第一の奥おう義ぎを見せる時がきたようでやんすなあ……」ベネットが“〝パチン”〟、指を鳴らし───「……《バーストブレイク》っ!!」

ノエル：‥そ、それってどんな技わざですか……？

ＧＭ：‥……と、ノエルが質しつ問もんを口にするや否いなや。轟ごう音おんと共に四人の足元から爆ばく炎えんが巻まき起こった！　リアクション不ふ能のう、防ぼう御ぎよ力無む視しのＨＰダメージが18＋２Ｄ６点っ！（ダイスを振る）……全員に29ダメージっ!!

トラン：‥《サモン・アラクネ》！　全員の受けるダメージを……（ダイスを振りかけて）。

ＧＭ：‥「───甘あまいでやんす！《インタラプト》っ!!」みんなを守ろうと空中にゆらり現あらわれた蟲むしの王・アラクネの姿すがたがぐにゃりとよじれ、かき消えた。

トラン：‥なに！　打ち消された！───しかし、問題はありません。今の《バーストブレイク》のダメージではこっちは誰だれも死にません。

クリス：‥実は私が死ぬ。

トラン：‥なんでお前が死ぬんだっ!?

クリス：‥しょーがないだろうっ、ずっと《カバーリング》してダメージもらい続けてるんだからっ!?　と、とにかく自分に《プロテクション》っ！（ダイスを振る）……20点止めて、９ダメージ！　そ、そろそろ《カバーリング》するにはきついＨＰに……。

エイプリル：‥……ここで俺の順番だ。クリスが撃うち漏もらした下忍を殲せん滅めつする。



　その宣言どおり、下忍はこの一いち撃げきで全滅した。

　続くトランは、《ヒール》を《マジックブラスト》で拡かく大だい、全員のＨＰを27点回かい復ふく。

　これで、ベネットの攻こう撃げきを受けてもまず死ぬことはなくなった。

　単たん独どくになったベネットを、四人がじろりとにらんだ。

　ベネットは、言った。



ＧＭ：‥「───話し合おう」

一同：‥ふざけんなっ!?

ＧＭ：‥「……と、言うと思ったら、おおまちがいでゲス。なにがあってもあっしは口を割わったりしないでやんす。なにせ、あっしらには大義があるでやんすからな」

クリス：‥善良な大会参加者を闇やみ討うちするのが大義か？

ＧＭ：‥「ふふふ、我わが主には深くて暗いお考えがあるでやんす」

クリス：‥暗いのかよっ!?（笑）

トラン：‥……ともかく。これであとは移い動どうして奴やつにエンゲージすれば……ノエル。

ノエル：‥は、はい！　じゃあ、まいなああくしょんで移動して……《バッシュ》で……っ。ベ、ベネットさん、すいませんファンだったんですけどすいませんっ！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：‥「ヒぃイッ!?」

ノエル：‥ベネットさんごめんなさいっ、あとでサインくださいっ!!（ダイスを振る）



　目をつむってノエルが剣けんを振り下ろした。

　ダメージロールの結果は34点だった。

　ベネットは34点のダメージを受けた。



一同：‥未いまだ防御力０かいっ!?

ＧＭ：‥「し、死ぬ……」

クリス：‥む、まだ動けるな。では、私が……。



　クリスがつかつかベネットの元に歩いていった。

　そして剣を振り下ろした。



　ベネットのＨＰは０になった。



　　　＊　　＊　　＊



ＧＭ：‥ベネット、防御力０ってだめじゃんっ!?

トラン：‥だめですよっ!?　前に俺がどんだけ苦労したかっ!?



　前のキャンペーンで、トラン（のプレイヤー）はシグというキャラを担たん当とうしており、ベネットとパーティを組んでいたのだ。



ＧＭ：‥では、ベネットは息も絶たえ絶だえ……君たちに告げる。「う、ぐ……さ、最終奥おう義ぎを出す前に……ＨＰが尽つきるとは……」

ノエル：‥奥義？　ベネットさんの身体からだをゆさゆさ揺ゆらして……奥義ってなんですか～（笑）。

ＧＭ：‥「ああっ、揺らさないでっ!?　傷きずが！　血がっ！」

エイプリル：‥……さて。ベネットだったな、お前に聞きたいことがある。

ＧＭ：‥「……その前に、言っておくことがふたつあるでやんす」

エイプリル：‥ふたつ？　なんだ。

ＧＭ：‥「（シリアスに）ひとつ───お前たち、こんな目に遭あってもまだ明日の大会に出るつもりでやんすか」

トラン：‥ヒドイ目に遭ったのはお前だ。

クリス：‥出場を取りやめる理由はないな。

ＧＭ：‥「くっくっく、たしかに。では、ふたつ───こっちの方がむしろ大事でやんす」

エイプリル：‥……ほう。言ってみろ。

ＧＭ：‥「決して、あっしにトドメをささないでほしいでやんす」（一同大爆笑）

クリス：‥言いたいことはそれだけかっ!?（笑）

エイプリル：‥───知っていることを吐はけ。そうしたら助けてやらんでもない。

ＧＭ：‥「さっきも言ったはずでやんす。決して、口は割らないと」

エイプリル：‥そうか───と、銃じゆうを抜ぬく。

ＧＭ：‥「ヒっ、ひぃイっ!?」

クリス：‥吐いたほうがいいぞ。お前の雇やとい主は“〝金色の草原”〟のライガだろう？　そこまでバレてるんだ。あいつ、きっと平気でお前を切り捨すてるぞ。

ＧＭ：‥「それでも言えないでやんす。あえて言うならキャンノットでやんす」

ノエル：‥きゃ、きゃんのっと？

クリス：‥“〝～することができない？”〟

ＧＭ：‥「くっくっく、依い頼らいを受けただけで、実はなにも知らないのでやんす」

一同：‥ただの捨て駒ごまじゃねーかっ!?（大爆笑）

エイプリル：‥ベネットをしばったまま、風ふ呂ろ場ばに連れて行く。どぼん。

ＧＭ：‥「ぐぇっぼがぼらべらっ!?」

ノエル：‥ちょ、ちょっとまって……（←笑いをこらえている）。

エイプリル：‥クリス。説教してやれ。

クリス：‥む。では、ベネットを水につけたまま神官として説教を始めるぞ。

ＧＭ：‥「そんなもの、痛いたくもかゆくもないでやんす」

クリス：‥マティアス様直伝の説教だぞ。

ＧＭ：‥「………………あのヴァンスターの……マティアス…」

トラン：‥知ってるのか（笑）。

クリス：‥この説教は、全三十六章からなるんだ。

ノエル：‥し、死んじゃう（笑）。

クリス：‥では、第一章。神しん殿でんの正義がいかに素す晴ばらしいかだ。まず、“〝正義”〟という言葉がある。これはな……くどくどくどくど……。

ＧＭ：‥「ひっ、ひぃいっ!?」



　クリスの説教が始まった。

　ベネットは、おのが身に降ふりかかった不幸に恐きよう怖ふした。



◆Middle 04◆緻ち密みつなる占うらない




　多少の危き険けんを覚かく悟ごして近道をとるか。

　もしくは堅けん実じつに歩んで行くのがいいのか。



　それが問題だった。



ＧＭ：‥───では、ここから次のシーンです。シーンは、説教が始まった直後───。

クリス：‥あ、そーいえば。占いばーさんはどーしたんだ。そろそろ来てもいいころだ。

ＧＭ：‥うむ、まさにそれ。「……なにやっとるんじゃ、お主らは」と、占いばばあの登場からシーンは始まる。

ノエル：‥おばあさん～（笑）。

クリス：‥む。では、説教を一時中ちゆう断だんしてそっちに顔を出そう。

ＧＭ：‥戦せん闘とう後の部屋の惨さん状じようを見ながら、ばあさんは部屋の中に入ってくるのだが……。

トラン：‥ナイスタイミングで現あらわれたな。

エイプリル：‥お前が手引きしたんじゃねーだろうな（笑）。

クリス：‥そんなことより、占いの結果は出たのかばーさん。

ＧＭ：‥「ばばあの占いは完かん璧ぺきじゃ！」……見れば、ばーさんは身体からだ中ボロボロだ。

トラン：‥それ占いじゃないだろっ!?　自分で見てきたんだろっ!?（一同爆ばく笑しよう）

クリス：‥実はばーさん、高レベルの冒ぼう険けん者……（笑）。

エイプリル：‥で、結果は？

ＧＭ：‥「うむ、明日の大会、ダンジョンへの入り口は四つある。その中で、ゴールまで最短なのは入り口じゃった」

トラン：‥じやった……って。やっぱ見てきたんじゃないのか、ばーさん（笑）。

ＧＭ：‥「いやいやいや、占いじゃ。……で、次いでがゴールまでの距きよ離りは短いが、あるトラップの解かい除じよに失敗すると、一番遠回りになるであろう」

クリス：‥とは？

ＧＭ：‥「これはどっちも似にたりよったりじゃな。だが、もっとも堅実なルートとも言える。はシーフの腕うで前まえが確たしかなら……よいかもしれぬ」

エイプリル：‥ふむ、ダンジョン内のくわしいエネミーやトラップの配置は？

ＧＭ：‥「占いでそんなことまでわかるもんかい」

一同：‥………………。

ＧＭ：‥とにかく今日はつかれた……帰るじょ」ばあさんは手をひらひらさせて、部屋を出て行く。

エイプリル：‥ああ、ご苦労だったな。

ノエル：‥じょ……（笑）。

ＧＭ：‥───と、ドアを開きかけてばあさんは振ふり向き、言った。「……そうそう。外が騒さわがしかったが、なんかあったのかえ？」

一同：‥は？

クリス：‥我われ々われが襲しゆう撃げきされたって話でなく？

ノエル：‥窓まどから外をのぞいてみますよ。

ＧＭ：‥うん、たしかに隣となりの宿屋の入り口に、なんか人だかりができているね。同時にこんな声が飛び交かってるのが聞こえる。

ノエル：‥声？

ＧＭ：‥「救きゆう護ご班はんを呼よべ───っ！」「命に別べつ状じようは!?」「お、おい、この人たち明日の大会の参加者の……」

一同：‥うわっ！（笑）

トラン：‥襲撃を受けたのは我々だけではなかったということですね……。

クリス：‥とにかく表に出ようっ！

ＧＭ：‥ＯＫ、では一回シーンを切りまーす。



◆Middle 05◆悲ひ劇げきは爆笑と共に




　深夜のダブラルは喧けん噪そうに包まれた。

　宿から次々と担たん架かで運び出されていく、大会参加者たち。

　そのあまりに強引なやり方に、四人は───。



ＧＭ：‥では、シーンはおもむろに切り替かわって舞ぶ台たいは宿屋の前の通り。明け方まではまだ遠いこの時間だというのに、キミたちが泊とまっていた宿の隣の宿には人だかりができていて、たいへん騒がしいな。

エイプリル：‥ここも襲撃を受けたってことか？

ＧＭ：‥だね。外から見ただけでも、建物の窓が吹ふき飛び焼けこげてるのが見える。

エイプリル：‥なるほど。

ＧＭ：‥「道を……道を空けてくださーい！」人だかりの向こうから響ひびく声に、野や次じ馬うまたちがふたつに分かれ……担架に乗せられたじーさんが運ばれてくる。

トラン：‥あ、ああああ……っ！　じーさん……っ!?　ゆ、ゆるせんっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：‥そしてふたりめのじーさんもまた運ばれていく。

トラン：‥じいさん……っ……。ああっ、またじーさんっ……もひとつじいさんっ!?



    

  
    
      クリス：‥全ぜん滅めつしとるっ!!（大爆笑）

ノエル：‥お、おじいちゃんが！　おじいちゃんが！（笑）

ＧＭ：‥続々と運び出されていく担架。ギルド“〝エレメンタラーズ”〟の面々のあと……次に運び出されたのは、なにやら高こう慢まんそうな金きん髪ぱつの神官・ライガさん。

一同：‥なんでだよっ!?（大爆笑）

クリス：‥なんでお前らが倒たおれてんだっ!?

ＧＭ：‥続々と運び出されるギルド“〝金色の草原”〟の面々───。

ノエル：‥あ、あれ？　じゃああたしたちを襲おそったのは……？

ＧＭ：‥と、その時だ。「───あらあら、これはどうしたことでしょう？」ノエルの背はい後ごから呑のん気きな女じよ性せいの声が聞こえた。

ノエル：‥え……。

ＧＭ：‥振り向けば───そこには笑え顔がおを浮うかべている女性の剣けん士し。彼女は、担架に乗せられた神官ライガを見送りながら……「あらあら、まさにあの人が言ったとおりですねえ」

ノエル：‥……。

ＧＭ：‥「世の中、なにが起こるかわからない───ね、ノエルちゃん？」くすり、彼女は笑みを浮かべた。

ノエル：‥わ、わあ……っ!?（←犯はん人にんがわかったらしい）

クリス：‥……この女が途と端たんに悪い奴やつに見えてきた。

トラン：‥いや、悪い奴だろ。

ＧＭ：‥「これで明日の大会、わたしたちと、ノエルちゃんのギルドだけ競きそうのかしら。あなた方は、難なんを逃のがれたのですね」

エイプリル：‥あんたもな。

ＧＭ：‥「わたしたちは、寝ね付つけなくてたまたま夜の散歩をしていたもので助かりました」

トラン：‥我々は、襲撃してきた奴がたたまたまマヌケで助かったのです。

ＧＭ：‥「……そうですか。お互たがい、運がよかったですね。あやうく不戦勝という不名めい誉よな勝ち方をするところでしたよ、うふふ」笑顔を絶たやさず、しかし彼女からは妙みような……圧あつ倒とう的な迫はく力りよくを感じる。

クリス：‥こ、こえぇ。

ＧＭ：‥「───では、これで失礼を。少し休んでおいたほうがいいですよ」と、彼女はくるり背せを向け……。

クリス：‥待った。まだ、あんたの名前を聞いていない。

ＧＭ：‥彼女はぴたり歩みを止め、振り返って───「あら？　そういえば自じ己こ紹しよう介かいしていませんでしたね。わたしの名は……ガーベラ。明日はお手柔やわらかに、ね」

クリス：‥……。

ＧＭ：‥そう言って彼女は、その場から立ち去っていった───とゆーところでシーンを切ります！

クリス：‥あ、その前に。今こん晩ばん、我われ々われはどこに泊まるので？

ＧＭ：‥あ、そか。じゃあ、大会側が別の宿をとってくれたということで。

トラン：‥じゃあ、それで。



　───一時間後。

　一行は、襲しゆう撃げきを受けた別の宿へと入り……腰こしをおろした。

　時じ刻こくは午前三時をかなり回っている。

　明日に備そなえ、四人がベッドに入ったところで───クリスが、はたと思い出した。



「あ、ベネット……風ふ呂ろに放り込こんだままだ」



　　　＊　　＊　　＊



“〝まあ、現げん場ば検けん証しようにきたこの街の警けい備び兵へいかなんかがどーにかするだろう───”〟

　そんな意見のもと、ベネットがそのまま放置されたのは言うまでもない。



◆Middle 06◆それはあまりに唐とう突とつな




　蒼あおく澄すみ切ったダブラルの街の空に、打ち上げられた花火が乾かわいた破は裂れつ音を鳴り響ひびかせた。

　それは、大会の開姶を告げるものだった。



ＧＭ：‥『……皆みな様さま、大変永ながらくお待たせいたしました！　これより、第八回大会・ダンジョンレース部門を開かい催さいいたします！』このシーンは、主催者のそんな宣せん言げんから始まった。

トラン：‥部門があったのか……（笑）。

ＧＭ：‥時刻はお昼過すぎ───観客たちの歓かん声せいにキミたちは迎むかえられている。場所は、街の中にある闘とう技ぎ場だね。闘技場の中央に作られた台だい座ざの上に、キミたちは立っている。

クリス：‥では、観客の人たちに手を振ふろう。

ＧＭ：‥隣となりには、同じように観客たちに笑顔を振りまくガーベラの姿すがたもある。

クリス：‥こ、この笑え顔がおにだまされないようにしよう……。

ＧＭ：‥そして続けられる大会主催者側のアナウンス。『───さて、お客様。見てのとおり今回は、不ふ慮りよの事じ故こにより参加するのはふたつのギルドのみとなってしまいました。それに関してはお詫わびをいたします───しかし！』

トラン：‥しかし？

ＧＭ：‥『昨夜、ふいの襲撃で本日の参加がとりやめになったギルドの中には、あの！　誰だれもが知っている“〝金色の草原”〟もあったのです！　つまり今回参加のギルドはあの“〝金色の草原”〟すらも上回るということ！　そして、昨夜の闇やみ討うちはむしろ、本日の予選であったと言えなくはないでしょうか!?』（一同爆ばく笑しよう）

一同：‥言えない言えないっ!!（笑）

ＧＭ：‥でも、見物客の方からどよめきと激はげしい拍はく手しゆが（笑）。

エイプリル：‥大会側は参加ギルドがふたつ減へったことを必死にごまかしているんだろう。

ＧＭ：‥ちなみに、人気はほとんど五分と五分だね。

エイプリル：‥五分？　ガーベラとやらのギルド、はたから見れば弱そうだが……。

ＧＭ：‥占うらないばあさんの暗あん躍やくがあったんだ、きっと（笑）。フォア・ローゼスが勝つことを前ぜん提ていにするなら、ガーベラのギルドが人気あった方がいいからな。

トラン：‥う、ウソの予想をしてまわったのか……（笑）。

ノエル：‥お、おばあさん……（笑）。

ＧＭ：‥そして、イベントは参加ギルドの発表へと進み───『ではここで、参加するふたつのギルドをご紹しよう介かいしましょう！　まずは……優やさしい笑えみに緑の服がよく似に合あう！　小さな子こ供どもを連れながら、深夜の夜襲を見事かわしたガーベラ率ひきいる“〝エメラルドの竜りゆう”〟!!』

トラン：‥なんだその説明は！（笑）

ＧＭ：‥しかし観客席からは歓声が！「あの子たちかわいー」と観客の女の子にも大人気。アコとメイジ、ふたりの子供がぺこりとおじぎをする。

クリス：‥あんなかわいい子供を倒たおさないといけないとは心が痛いたむ。

ＧＭ：‥そして───『……さらなるひとつは、あの！　ヴァンスターに巣くう地じ獄ごくの悪あく魔ま・ソーウェン公こう爵しやくを打ち倒したノエル＝グリーンフィールド率いる“〝フォア・ローゼス”〟！』（一同爆笑）観客席がどよめき……一いつ瞬しゆんあとに嵐あらしのような拍手が！

ノエル：‥地獄の悪魔……（笑）。

クリス：‥そんなたいそうな奴やつだったのか……（笑）。

ＧＭ：‥『両ギルドとも、正々堂々戦うことを期待いたします。……さてここで、気になる勝者への賞品を発表いたしましょう！』

トラン：‥お、そんなものがあったのか。

エイプリル：‥まあ、俺たちは勝利して冒ぼう険けん者として名を上あげられればそれでいいんだがな。

ＧＭ：‥キミらが立つ舞ぶ台たいの背はい後ご、なにやら布ぬののかけられた全長２メートルほどの“〝なにか”〟があるのだが……。

エイプリル：‥石せき像ぞうかなにか？

ＧＭ：‥それは、かけられた布が取り去られた瞬間に理り解かいできる。『今回の賞品は、急きゆう遽きよ協きよう賛さんとなった“〝聖せい都と”〟ディアスロンドからの供きよう出しゆつです！』“〝ばさあ……！”〟取り払はらわれた布が風に舞まい、その下から現あらわれたのは───なにやら巨きよ大だいなローズ色に輝かがやく水すい晶しよう体たい。

一同：‥……は？

ノエル：‥ローズ色……？

ＧＭ：‥『勝利を収おさめたギルドには、賞金二〇〇〇Ｇと共にこちらの水晶体が贈おくられます。さあ、みなさまこの水晶体の中に冠かんむりのようなものが埋うめ込まれているのがわかりますか！』

トラン：‥まさか……。

ＧＭ：‥『───そうっ！　これこそ数々の古文書にも登場する、伝説の薔ば薇らの武ぶ具ぐのひとつ“〝カフヴァール”〟です！』

一同：‥おい──────っ!!（大爆笑）

トラン：‥だ、第四の武具かよっ!?

クリス：‥手がかりどころか……そのものが……！

ノエル：‥な、なんでこんなところにー！（笑）

ＧＭ：‥『現げん在ざい、五つからなると言われるかの伝説の武具は、そのすべてが行方ゆくえ不明となっており、ここにあるカフヴァールもまたマニアには垂すい涎ぜんの品となっております』

クリス：‥マニアって……（笑）。

トラン：‥……ノエル。ちょっと薔薇の小箱をアレにかざしてもらえませんか。

ノエル：‥おー、なるほどー。じゃあ、こっそりかざしてみますっ。

ＧＭ：‥ではその瞬間、熱ねつ弁べんを振ふるう司会の眼がん前ぜんで、水晶体が赤みがかった光を噴ふき上げる！

ノエル：‥ほ、本物ですよっ。

ＧＭ：‥『……』突とつ然ぜんの出来事に一秒ほどあっけにとられるが……そこはさすがにプロ！『ご覧らんになってください、この神こう々ごうしい輝きを！　まるでふたつのギルドの戦士たちを祝福しているようではありませんか！』（一同爆ばく笑しよう）

クリス：‥プロだ……（笑）。

トラン：‥しかし……なんでディアスロンドがこんなものを供出する必要があるんです？

エイプリル：‥たしかにな。“〝傭よう兵へいの街”〟と“〝聖都”〟───この取り合わせは少し不自然だな。

トラン：‥……クリス。もしかして神しん殿でんの財ざい政せいってピンチなのか？

クリス：‥そんなわけあるか!?

ＧＭ：‥『───では、そんなところで。今回のダンジョンは入り口が複ふく数すうあります。どの入り口から中に入るかで、そのゲーム展てん開かいは大きく変わるでしょう』

クリス：‥お、入り口選びか。ばばあの情じよう報ほうが役に立つ。

トラン：‥番が最短ルートだったな。

ＧＭ：‥『……なお、本来は４ギルドが参加予定であったため入り口は４つ用意されていたのですが、このような事じ態たいになったため番は封ふうじさせていただきます』

一同：‥ばばあ───っ!?（大爆笑）

クリス：‥このことも予想しとけよっ!!（笑）

ＧＭ：‥『では、両ギルドとも希望する入り口を宣せん言げんしてください』

エイプリル：‥どうする、ノエル。

ノエル：‥あたしが選んで……いいんですか!?　た、多数決で決めましょう!!　民主主しゆ義ぎ民主主義！

トラン：‥じゃあ、民主主義で（笑）。

ノエル：‥では、を希望する方！



　しーん。



ノエル：‥い、いませんね。では、ぃ～。

トラン：‥ここかな……（と、挙手）。

クリス：‥同じく（と、挙手）。

ノエル：‥じゃ、で決定しますっ。

一同：‥………………。

ノエル：‥あ、あれえ!?　そ、その間はなんですか!?

クリス：‥いや、まだふたりしか手を挙げてないわけだが。民主主義はどうした（笑）。

エイプリル：‥まあ、にしよう（笑）。

ＧＭ：‥一方、ガーベラの方も「こちらもをお願いします～」と。よし、ノエル。ジャンケンで勝負だ。では、じゃんけ～ん……。

ノエル：‥え、えぇっ!?　あ、そのっ……。

ＧＭ：‥“〝ポン！”〟（←グー）

ノエル：‥あ、勝った！　勝ちました！（←パー）

ＧＭ：‥するとガーベラは“〝フっ”〟と笑えみを浮うかべて、「ではこちらはを希望します」と。

トラン：‥というと、ゴールまで距きよ離りは短いが、罠にかかると一番遠回りになるルートだな。

ＧＭ：‥よし、これで決まったな。『では、これよりギルドの方々には郊こう外がいに建けん設せつされたダンジョンまで移い動どうしていただきます！　試合開始は十五分後を予定しております……！』と、ここでシーンを切って、ダンジョンに突とつ入にゆうだ。突入前に、ルールを説明しておきまーす。



　───ではここで。

　読者のみんなにはダンジョンの構こう造ぞうと、勝敗のルールをお見せしておこう。

　これを先に理り解かいしたうえで、ノエルたちがどのようにダンジョンを進んでいくのか……ＧＭ視し点てんで（ニヤニヤしながら）読み進めてほしい。



    

  
    
      ■ダンジョンルール




◆入り口の選せん択たく

　入り口は～の、三つの中から任にん意いのものを選んでよい。

　ただしライバルギルドは、→→（）の順番で候こう補ほを選択する。参加ギルドがふたつしかないため、事実上は選ばれない。

　両者の希望がかち合った場合（つまりＰＣ側がを選んだ場合）、ＧＭとプレイヤーでジャンケンをして勝った方がから入る。



◆単位時間について

　どちらのギルドが先にＢＯＳＳエネミーの部屋にたどり着くかは、ノエルたちがダンジョン攻こう略りやくにどれだけの時間をかけたかで判はん定ていされる。

　その時間の区切りを、“〝単位時間”〟と呼よぶ。

　単位時間は、以下の条じよう件けんで増ぞう加かしていく。

・移動……ダンジョン内でエリアをひとつ移動するたび：‥単位時間＋１

・戦せん闘とう……戦闘１ラウンドが終しゆう了りようするたび：‥単位時間＋１

・イベント……エリアごとに指定されたイベントによってプラスされる。



　なお、ダンジョンスタート地点の単位時間は０である。



◆勝利条件

　ダンジョン内のとある部屋にいるＢＯＳＳエネミーの【ＨＰ】を０にすること。

　これを成したギルドの勝利となる。

　証しよう拠ことしてＢＯＳＳのドロップ品を持ち帰ること。



◆ライバルギルド

　ライバルギルドは、入った入り口によってＢＯＳＳ部屋までの到とう達たつ時間が変わる。



入り口：‥十単位時間の終了時にＢＯＳＳ部屋に突入。

入り口：‥十二単位時間の終了時にＢＯＳＳ部屋に突入。

　　　　　ただし、ベネットの襲しゆう撃げきによる戦いでＰＣ側が敗北していた場合、ガーベラのパーティにベネットが参加、罠わなを解かい除じよし、最短ルートを通ったものとみなされて九単位時間の終了時にＢＯＳＳ部屋に突入する。



　　　＊　　＊　　＊



ＧＭ：‥……と、こんなとこかな。

トラン：‥……よし、だいたいルールはわかった。

クリス：‥つまり部屋から部屋に移動したり、戦闘にかかったラウンド数ごとに“〝単位時間”〟が＋１される。

エイプリル：‥で、ゴールまでに十単位時間で到着すれば、ガーベラたちより先に着いたことになる、と。

ＧＭ：‥そうそう。

トラン：‥よし、わかった。行きましょう！



　なお、プレイヤーたちには“〝単位時間”〟に関するルールと、九～十二単位時間の間にガーベラがＢＯＳＳ部屋に突とつ入にゆうするであろうことのみ、説明している。



ＧＭ：‥───では！　今、キミたちの眼がん前ぜんにそびえるドーム状のダンジョンの、と書かれた扉とびらがゆっくり開かれていく！　さあ、ダンジョンへ突入だ！



◆Middle 07◆迷まよいの霧きり




　───霧。

　それは、どこまでも続く一面の“〝白”〟だった。



ＧＭ：‥というわけで、キミたちは今、床ゆかに“〝スタート地点02”〟と書かれた部屋の中にいる。見たところ、この部屋の出口は一カ所……北側にあるだけだ。



トラン：‥ドアは？

ＧＭ：‥ない。が……奥おくの部屋を見てみると、部屋の中が白い霧に満たされてますな。

トラン：‥迷うな、これは……（笑）。するするとロープを出して、みんなの身体からだを繋つないで電車ごっこ！（笑）

エイプリル：‥では、俺おれが先頭で進む。

ＧＭ：‥うい。部屋の中に入った瞬間、キミたちの視し界かいは０になる。これで、エリア移動したので、単位時間は＋１だ。

トラン：‥１、と（書き留とめている）。

ＧＭ：‥さて。ほんの数十センチ先にいるはずの人すら、霧に隠かくされて見ることができない。身体をしばるロープだけが、霧の中にすーっと消えていく……そんな感じだ。と、ここで［危き険けん感知］どうぞ！　難易度は13！

エイプリル：‥じゃあ、先頭を歩いている俺が……（ダイスを振ふる）……成功だ。

ＧＭ：‥ぬ。すると、この霧がどのようなものか、キミは瞬時に判断できる。これは、部屋の中に入った者の方向感覚を狂くるわせる効こう果かを持っているな。

エイプリル：‥と、いうと？

ＧＭ：‥具体的には、ただ歩くといつのまにか、入り口に戻もどってしまう。これを突とつ破ぱするためには強い心が必要になる。

トラン：‥つまり、【精せい神しん】で振れと（笑）。

ＧＭ：‥うい（笑）。なにやら、肌はだにまとわりつくような、ぬめるような……しかし冷たい白い霧は、決して気持ちのいいものではないな。なんか目め眩まいすらするな。

トラン：‥目眩……この霧、悪い成分でも含ふくんでるんじゃ。

クリス：‥（いきなり）あははははははははははは。

ノエル：‥な、なんですかっ、なんですかっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：‥ノエルのすぐ前から、なにやら壊こわれた笑い声が。

クリス：‥いや、悪い空気を吸すってトリップしたのです。

ＧＭ：‥しなくていいです。

エイプリル：‥……とにかく、長くはいたくない。この霧を突破する【精神】判定の難易度は？

ＧＭ：‥14です。だが、この判定を１回行なうたびに、ＭＰが２Ｄ６点消費される。

一同：‥う。

ＧＭ：‥さらに、最初の一回はいいけど、二回以上振るなら、そのたびに単位時間＋１だ。

一同：‥うう！

ＧＭ：‥みんなで同時に振るなら、必要な単位時間は＋１のみですむ。順番に振るならそれぞれ＋１で！

エイプリル：‥ならば、俺だけがフェイトを使って振るのがいいか。フェイトを一点使用して……（ダイスを振る）……17だ！

ＧＭ：‥ぐぬ。視界の閉とざされたこの霧の中───エイプリルの方向感覚はとてもすばらしいものだった！（笑）あっというまに、キミたちはこの白い霧を突破した。目の前には、東方向にのびる通路がある。……くそ、あっけない！（笑）

トラン：‥じゃ、ここまでは単位時間＋１のみ、と（笑）。



◆Middle 08◆無の部屋




　そこには、なにもなかった。

　だが、素直にそれを信じるほど、四人は純真ではなかった。



ＧＭ：‥さて、キミたちは白い霧の部屋をあっとゆーまに突破して東に移い動どう、広い部屋に出た。そこには５メートル四方の正方形の部屋だな。……これで単位時間は＋２になった。

トラン：‥他ほかに移動できる場所は？

ＧＭ：‥ああ、ちょっと待って……（と、ＭＡＰを描えがく）。



トラン：‥ふたつにわかれてる！

ＧＭ：‥南と、西に続く通路。さあ、どっちにいく。

トラン：‥どっちにゴールがあるのかわからんので、これは完全な運だな……。

クリス：‥それ以前に、この部屋にはなにかないのか。

ＧＭ：‥なんかあるようには、見えませんな。

エイプリル：‥トラップは……あるか？　床ゆかを［トラップ探たん知ち］。

ＧＭ：‥ふむ、少なくとも［トラップ探知］で探さがせるような罠はない。

トラン：‥……なにも、ない……？

クリス：‥いや、きっとなにかあるはずだ。こんな構こう造ぞうのダンジョンの、しかもまだ２部屋目で、時間を消費させるトラップがないわけがない。



　いや、なにもありません。



トラン：‥しかし、探せないものはしょうがないので……とりあえず手にはいる情じよう報ほうだけを入手しましょうか。両方の通路とも、のぞいてみたいんですが……まず南側通路を……。

ＧＭ：‥部屋のどのへんにいって、通路をのぞき込こむ？

トラン：‥…………。で、では壁かべづたいに南の通路までずりずりと……クリスが行きます。

クリス：‥俺かよっ!?

トラン：‥わたしはひ弱な魔ま法ほう使いだ。

エイプリル：‥……俺が行こう。

ＧＭ：‥まっとうな判はん断だんだ（笑）。えー……罠らしいものには、ひっかからないね。で、南の通路をのぞくと、次の部屋の入り口のとこには鉄てつ格ごう子しがはまっている。

ノエル：‥カギは……？

ＧＭ：‥実じつ際さいにそこまでいかんとわからん。エリア移動になるので、単位時間＋１されるが！

一同：‥……。

トラン：‥先に、もう一方の道を調べましょう。また壁づたいにそろー……っと。



　なにもないとゆーに。



ＧＭ：‥では、そっち側の通路をのぞき込むと───雨。さー……っと、雨が降ふりしきっている。

トラン：‥ど、どっちもあやしいな……（笑）。

クリス：‥完全にカンだな。

トラン：‥ノエル。

ノエル：‥は、はい？

トラン：‥雨と鉄格子、どっちが好きですか！（一同爆笑）

ノエル：‥あはははははは（笑）。

トラン：‥ＧＭ、『ドレッド・ダンジョン』の聞き耳のルール、使っていいですか！（笑）

エイプリル：‥どんなルールだ？

トラン：‥【感知】の判定に成功すると、エネミーがいるかどうかだけわかる（笑）。

ＧＭ：‥ＯＫＯＫ、情報が手に入る方がおもしろい！

エイプリル：‥では、さっそく。まず、南のエリア！（ダイスを振ふる）……11＋６で17！

ＧＭ：‥む。エネミーの気配はない。

エイプリル：‥西側！（ダイスを振る）……15！

ＧＭ：‥なにか、生物が轟うごめく気配が───。

トラン：‥南に行こう！（笑）

ＧＭ：‥（シナリオを見て）……あ！　ごめん、南の方はエネミーの気配はないけど───。「ねえ、ほんとにこっちでいいのかなあ……」と、子こ供どもの声が！

クリス：‥う、奴やつらがいる！（笑）

トラン：‥ぬう……安全そうなのは南だけど、かち合いたくない。こっちが持ってる情報も渡わたしたくないし……。

エイプリル：‥だな。雨の部屋に行こう。

ＧＭ：‥ＯＫ！　では、キミたちは次の部屋に向かった！



◆Middle 09◆雨と亀かめとひとつ目恐きよう竜りゆう




　冷たい雨の中に、彼らはたたずんでいた。



ＧＭ：‥……では、キミたちは雨の降りしきる部屋の中に入って行く、と。これで単位時間＋３になった。

エイプリル：‥雨か……なんか判定に修しゆう正せいでもくらいそうな雨だ（笑）。

トラン：‥寒そう……。

ＧＭ：‥───さて。キミたちは雨の中を進んでいく。薄うす暗ぐらい部屋の中、水のカーテンの向こうに……“〝ギィン！”〟目が光り、キミたちをにらみつけた。しかも───ひとつ目。

ノエル：‥な、なんかいますよっ……。

ＧＭ：‥同時に、10メートル右の方にも……“〝ノソリ”〟。四つ足のなにかが、動いた。

クリス：‥ひとつ目と、四つ足？

ＧＭ：‥うむ。一見すると、ひとつ目の方は恐竜。四つ足の方は……カメだ。



ノエル：‥か、かめ？

ＧＭ：‥かめ。

ノエル：‥カメ……。

ＧＭ：‥……か、かめわかる？

ノエル：‥あ、わかりますわかりますっ、カメっていえば甲こう羅らがあって……。

ＧＭ：‥そうそう、んで手足をひっこめて火を噴ふき出して空飛ぶ奴。

ノエル：‥そうそうそうです…よね……です…あ？　あれ？　カメ？

トラン：‥真顔で人を混こん乱らんさせないでくださいっ！（笑）

ＧＭ：‥うひひ。では、コマを配置しよう。こっちがひとつ目、こっちがカメ……と（そうつぶやきながら、机つくえの上にコマを並ならべる）。あ、カメは甲羅に大たい砲ほうを背せ負おってますな。

一同：‥なんだそれは！（笑）





エイプリル：‥……で、この雨は？

ＧＭ：‥教えておきましょう。［冷たい雨］というトラップです（断だん言げん）。【敏びん捷しよう】判はん定ていを行なうさい、振るダイスをマイナス２コする。もちろん、最低でも１コは振れるよん。

クリス：‥……【敏捷】？　つまり、回かい避ひの判定も……。

ＧＭ：‥マイナス２コだ。

クリス：‥ぐは……！　つまりお互たがいよけられず、足を止めての殴なぐり合いかこの部屋はっ！　みんなダイス１コしか振れない！

ＧＭ：‥いや、エイプリルは《バタフライダンス》を持ってるから、２コ振れるよ。

クリス：‥……え？　普ふ通つうは２コ振れるところを、《バタフライダンス》を入れて３コになる。で、そこから２コ減へらすから結局１コでは？

ＧＭ：‥いや、ここが複ふく雑ざつなところなんだが……ルールブックの１４８ページを見てくれい。通つう常じよう、振るダイスの数は２コ、ここにＰＣの置かれている状じよう況きようや環かん境きようによるペナルティがあった場合、ダイスの数が減る。ただし、１コは振れる。で、最後にＰＣが持つスキルの修正が入るので……結果として《バタフライダンス》の修正が入って、２コとなるわけだ。

トラン：‥ああ、なるほど。

ＧＭ：‥では、理解したところで戦せん闘とうに入ろう!!



　　　＊　　＊　　＊



ＧＭ：‥よし、ではセットアッププロセス！

トラン：‥《ウィークポイント》！　これで全員、次の攻こう撃げきは全員ダメージ＋７！

ノエル：‥あ、じゃああたしは《クイックステップ》と《ウォーターステップ》を……！

トラン：‥いや、この部屋はトラップのせいでどうせ回避はできません。わざわざ命中率りつを上げるスキルは、【ＭＰ】のムダ使いになるかと……！

ノエル：‥あ、なるほどー！　よけられないんでしたね！

ＧＭ：‥ふっふっふ、貴き様さまは翼つばさをもがれた踊おどり子このようなもんでやんす。

トラン：‥誰だれっ！　そのセリフ誰！（笑）

ノエル：‥しかも、なにげにかっこいいセリフですよっ……（笑）。

トラン：‥で、こっちはさらに《陣じん形けい》で距きよ離りをつめましょう！　承しよう認にんを！

ノエル：‥はいです！

エイプリル：‥カメは甲羅に大砲のせてたな。長距離火力を持っている方からつぶそう。



　戦いの方ほう針しんが決まると同時に、四人は一いつ斉せいに走り……！

　四人全員で、一斉にカメにエンゲージである。



ＧＭ：‥うは！　こっちの行動値ちは７と６だから……。

エイプリル：‥では、俺おれからだな……！

トラン：‥待った！　まずは［待機］を！　魔ま法ほうかけます！

エイプリル：‥了りよう解かい、待機！

トラン：‥では、《フェイス：‥ゴヴァノン》を《マジックブラスト》で拡かく大だい、全員に！　これで攻撃が魔法扱あつかいになって、さらに命中＋１！　さあ殴れ！

ノエル：‥あ、じゃああたしから！　《バッシュ》使いますっ！

ＧＭ：‥カメはつぶらな瞳ひとみで見ている。

ノエル：‥ううっ……!?（ダイスを振ふる）……わ、ヒドイ出目！　か、カメの目が……絶ぜつ対たいカメの目が今……っ！（笑）

トラン：‥フェイト使って振り直しましょう！　その出目は、あまりにあまり！

ノエル：‥お願いカメ、こっち見ないでカメ……！（笑）（ダイスを振る）……14！

ＧＭ：‥カメの回避は……１＋１Ｄ！　結けつ論ろん、よけられません！（笑）ノエルの剣けんが、いたいけなカメの甲こう羅らに直撃した！

ノエル：‥い、いたいけ……!?　でも振ります！（ダイスを振る）……お！　39……！

トラン：‥いや、そこにさらに《ウィークポイント》の７点が乗る。46です。

ＧＭ：‥む、今日はダメージロールの目がいい!?　カメ、一発で甲羅に大きな亀き裂れつが入った！　目から涙なみだを流している！

ノエル：‥涙!?　そ、そんなこと言われると……っ（笑）。

ＧＭ：‥うひひ。では、恐きよう竜りゆうの行動！　エンゲージ全体に毒の霧を噴ふいた！　《ウィルブレス》だ（ダイスを振る）……15！

クリス：‥無理！

ノエル：‥だめえ！

トラン：‥無理！

エイプリル：‥よけられん！

クリス：‥では、防ぼう御ぎよの薄うすいトランを《カバーリング》！

ＧＭ：‥ダメージは……（ダイスを振る）……全員に21点の物理！

トラン：‥……フェイト一点使用、《サモン・アラクネ》!!　（ダイスを振る）……７！

ＧＭ：‥（計算して）……ぐは!!　全員ダメージ０か！　ダメージ入れば毒だったのに！

トラン：‥それがイヤだったんですっ！

クリス：‥よし、ここで私だ！　正せい義ぎの刃やいばを……！

ＧＭ：‥カメが先だ。

クリス：‥なにい！　私はカメよか遅おそいのか！（笑）

トラン：‥ははは、今は「カメよりノロマだ」とさげすむのはやめておきましょう。《カバーリング》してもらいましたからね。さげすみません。

クリス：‥じゅーぶんさげすんどる！（笑）

ＧＭ：‥では、カメの行動！　カメは背せ中なかの砲ほう塔とうを回転させ……ターゲットはエイプリル！　背中の主砲が火を噴いたっ！　命中は９＋２Ｄで……（ダイスを振る）……13！

エイプリル：‥（ダイスを振る）……く、失敗。

クリス：‥く、ここでまた《カバーリング》！

ＧＭ：‥邪じや魔まだクリス！

クリス：‥ふふふ、私のことは“〝ヴァンスターの白き壁かべと呼よんでもらおう！

ＧＭ：‥「ならばその壁、打ち砕くだくのみ！」

トラン：‥って、カメがかっこよくしゃべらんでください！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：‥ダメージは……８＋８Ｄ！（ダイスを振る）……うわっ、ダイス目すげえ……！

クリス：‥打ち砕かれそうだっ!?

トラン：‥すごいダイス目出てるっ!?　……48っ!?　死にはしないが《サモン・アラクネ》！（ダイスを振って）……10！

クリス：‥自分に《プロテクション》っ!!（ダイスを振る）……18！　合計で42止め!!

ＧＭ：‥なにいっ!?　じゃあ、抜ぬけたダメージはたったの６かっ!?　か、硬かたいっ!?　あ、くそ。だからトラン、サモナーになったのか！

トラン：‥ええ！　セージのスキルもう少し欲ほしかったけど、防御力はもっと欲しかった!!

クリス：‥ではおまたせしましたカメさんよ！　《バッシュ》で攻こう撃げき！

ＧＭ：‥手足と頭をひっこめます。

ノエル：‥あ、ああ……っ!?（笑）

クリス：‥むむ！　防御体たい勢せい!?

ＧＭ：‥ただの演えん出しゆつだけどな。

クリス：‥まぎらわしいわっ!?（ダイスを振ふる）

ＧＭ：‥（ダイスを振る）……回かい避ひ失敗！

クリス：‥ダメージ８＋６Ｄ！（ダイスを振る）……28！《ウィークポイント》の＋７加えて……35！

ＧＭ：‥ぐ、29ダメージか！　って、なにい!?　クリスの剣は甲羅を貫つらぬき、なにか柔やわらかい部分まで到とう達たつ───その感かん触しよくが剣を通して手に伝わってくる。

トラン：‥び、微び妙みようにイヤな演出が……。

ノエル：‥い、イヤですねっ……。

ＧＭ：‥で、カメ……死んだっ！　はや！

エイプリル：‥では、俺は向こうの恐竜を。



　カメを瞬しゆん殺さつした四人が、エイプリルを筆頭にして───恐竜をにらみつけた。

　エイプリルが射しや撃げきした。

　次のラウンドになった。

　エイプリルが再ふたたび射撃した。

　トランが魔ま法ほうを撃うち込こんだ。

　これがまた、ものすごい出目だった。



　恐竜……モノサウルスは瞬殺された。



　　　＊　　＊　　＊



ＧＭ：‥な……なんじゃそりゃっ！　あんたら出目よすぎ！

トラン：‥……今の出目……わたくし、明日……死ぬかも（笑）。

ノエル：‥あ、そう……そう！　アニメとかでもよくありますよねっ！　今まで活かつ躍やくしてなかった人が大活躍すると、その回で死んじゃうっ！（一同大爆笑）

トラン：‥いや、いやいやいやっ！　か、活躍してる活躍してるっ!!（笑）

ＧＭ：‥この戦せん闘とうで、単位時間＋２。合計で５か……ハイペースで進んでる……。

クリス：‥ただ、ゴールに向かってちゃんと進んでるのかどうか、さっぱりわからん。

トラン：‥逆ぎやく方向に移動してないことを祈ろう（笑）。じゃあ、回かい復ふくして次のエリアに……あれ、（地図を見ながら）出口がふたつあるな。

ＧＭ：‥うん。北方向と、もうひとつある東方向の出口。さて、どっちに行くかね。ちなみに、東の方向からはなにやら“〝ビュウビュウ”〟という強い風の音が聞こえる。

クリス：‥北は？

ＧＭ：‥北は、一見すると……なんか行き止まりになってるような……。

クリス：‥一見……？（笑）

トラン：‥なんかありそうな、なさそうな……。

クリス：‥なにかありそうだが、ほんとに行き止まりだったら、時間を喰くうだけだ。

エイプリル：‥だな。少しでも先に進める東方向に行くか。

ＧＭ：‥ＯＫ。……ではそんな時、遠くの方から聞こえてきたのはこんな声。

トラン：‥お？

ＧＭ：‥「……ねえ、この鉄てつ格ごう子しあかないよぅ！」「困こまりましたねえ……」（一同爆笑）

エイプリル：‥あいつらシーフいないはずだからな（笑）。

トラン：‥ほ、ほんとだ！（笑）



　───こうしてドロップ品の判はん定てい後。

　四人はポーションで回復を済すませたのちに、次の部屋へと進んで行ったのであった。



◆Middle 10◆嵐あらしの予感




　風が吹ふいていた。

　強い横薙なぎの風だった。

　そして目の前には、のぞくと思わず引き込まれそうな深い縦たて坑あなが口を開けていた。

　もちろんそこには、細～い橋が架かけられている。



　そのどこかで見たような光景に、四人は戦せん慄りつを憶おぼえた。



ＧＭ：‥エリア移動してこれで……６、と。ここは、こんなエリアです（と、ＭＡＰを描えがく）。



クリス：‥……う。

トラン：‥これ、穴あな？　んでもって、この細いのは……橋？

ＧＭ：‥そのとーり！　ついでに言うと、このエリアには強い風が吹いている。

トラン：‥なんかやっぱり見たことある!!　これ、前に全ぜん滅めつしかかった時のシチュエーションにそっくりだ！



　前ぜん巻かんの２８９ページ「橋の上の決戦」参照である。



エイプリル：‥これ、橋を渡わたるのに判定が必要で、失敗すると落ちるのか？

ＧＭ：‥そのとおり。ひとりでも落ちると、登ってくるのに時間がかかります。

ノエル：‥え。は、は、は……。

ＧＭ：‥ノエル。

ノエル：‥は、はい。

ＧＭ：‥落ちそうだよね。

ノエル：‥え、ええぇえええ！　ま、またっ!?　や、やめてくださいよもう……っ!?（笑）

トラン：‥あながちシャレになってない！　今まで“〝落ちる”〟関係のトラップで無事だったためしはないんだから！

エイプリル：‥（渋しぶい声で）……安心しろ。トラップはひっかかってこそ華はなだ。

トラン：‥シーフに言われたくな───いっ!?

クリス：‥あ、出口がふたつあるな。まず、どっちの出口に行くかを決めよう。

エイプリル：‥どっちでもいいが……とりあえず北で。

ＧＭ：‥（ぐ。こいつら、一回も曲がる方向をまちがえねえ！　ゴールまで一直線だ）

トラン：‥さて、誰だれから渡るか……。もう、絶ぜつ対たいに一いつ緒しよに渡らんぞ。

ＧＭ：‥前にそれで全滅しかかったからな。

トラン：‥あ。これ、落ちたら登るのに１単位時間？　ふたり落ちたら２単位かかる？

ＧＭ：‥いや、何人落ちようと登るのは合計で１単位時間でいいよ。逆ぎやくに言えばひとりでも落ちたら時間を喰くわれるってことだ。

ノエル：‥あ、ああたし責せき任にん重大じゃないですかあ！　え、いやいやそんなそんな……やばいやばいっ!?

ＧＭ：‥落ち着いてください。なぜ、落ちること前ぜん提ていで話をするんだ（笑）。

クリス：‥そうそう、落ちたら落ちた時に考えればいい！　では、最初は私が行きます！

ＧＭ：‥ＧＯ！　難なん易い度は【敏びん捷しよう】で13だ！

クリス：‥フェイト２コ使う……（ダイスを振ふる）……16！

ＧＭ：‥お。クリスはひょいひょいひょいと危あぶなげなく橋を渡りきった。

ノエル：‥か、華か麗れいなステップで……！

クリス：‥ははは……お～い、はやくこいよ～！（なぜか満面の笑え顔がお）

ノエル：‥ク、クリスさん、なんか言動が危ない人になってますよっ（笑）。

トラン：‥きっとさっきのあやしい霧きりを吸すい込んで……（ほろり）。

ノエル：‥じ、じゃあ次にわたし、行きますっ。【敏捷】が５だから……。

トラン：‥ではここで新能のう力りよくを使うとよいですよ！

ノエル：‥は！（なぜかバンバンバンバンバンと、テーブルを叩たたきながら）……なるほどぉ、《ダンシングヒーロー》ですよ～！

トラン：‥そうそれ！　判はん定ていのダイスが１コ増ふえるので、もうこれだけで３コ振れます。

ノエル：‥これなら成功しますよねっ！

ＧＭ：‥（いきなりナレーション風の渋い口調で）……前回の教訓を生かし、身軽になったノエル。果たして、その運命は───。

ノエル：‥や、や～めてくださいよぅっ!?

トラン：‥３コ振って８なら平気です！

ノエル：‥で、ですよねっ！

ＧＭ：‥３Ｄで８か。そりゃ勝ったも同然だな。

ノエル：‥か、勝つのはあたしですか、橋ですか？（一同爆ばく笑しよう）

トラン：‥橋が勝つってすごい表ひよう現げんだ（笑）。もちろん、ノエルが勝ちますよ。

ノエル：‥それを聞いて安心です！　じゃあ行きます♪（ダイスを振る）



　トランに勇気づけられ、ノエルは笑顔で駆かけ出した。



　そして笑顔で深い闇やみへとダイブした。



　　　＊　　＊　　＊



ノエル：‥や、やだやだやだ……やだもう～（ぱたん、と机つくえに突つっ伏ぷす）。

トラン：‥ダイス目……１、１、２……（笑）。

ＧＭ：‥お、おいしいなあ……。

ノエル：‥あー……あー……うぅー……（とつぶやきながらトランを見る）。

トラン：‥いや、その……。フェ、フェイトを使って判定を振り直すのがいいかと……。

ノエル：‥そう！（がばっと起きあがって）そうそうそうですよねっ!!　振り直します！

トラン：‥《ダンシングヒーロー》の効こう果かはまだ切れないので、ダイス３個こでいけますよ。

ノエル：‥じゃ、振ります♪（と、ダイスを振ろうとして……）

ＧＭ：‥（暗い声で）……ひひ。

ノエル：‥もうやめてくださぃっ……ほ───んとやめ……っ（バン、と机を叩いて）もおおうう……ちょっと……（笑）……ほんとにほんとほんと…っ……。

トラン：‥菊池さん……そんな不安をあおるような……（笑）。

ＧＭ：‥お、おもちろい。

ノエル：‥ほんといきますっ！（ダイスを振る）……やたっ！　20！　やった！　やった！

ＧＭ：‥ち（笑）。ではノエルは笑顔で駆け出し、落ちそうにはなったものの対岸に到とう着ちやくした。



    

  
    
      ＧＭ：‥……さて、次は？

エイプリル：‥ここまでくれば……トラン、先に行け。うしろは守ってやる。

トラン：‥お、落ちますってっ!!

ノエル：‥だいじょぶです！　さあいらっしゃいカモンですっ!!

一同：‥ノエルが調子に乗ってるっ!!（笑）



　───こののち。

　残ったトランとエイプリルはそれぞれフェイトを一点使用して判定に成功、難なんなく橋を渡わたりきったのであった（しかもトランはクリティカルで成功）。



ＧＭ：‥（寂さびしそうに）……誰もひっかかってくれにゃい。

ノエル：‥き、きくたけさんっ……「にゃい」って、かわいく言ってもダメですっ。

ＧＭ：‥なにがダメなんだかよくわからんが……（笑）。ところで、ダンジョンのはるか遠くの方で大爆音が聞こえております。「うわあー……っ」（一同爆笑）

トラン：‥あいつら、なんかトラップにひっかかったぞ。シーフいないからなあ。

ＧＭ：‥うむ。……では、この部屋のイベントもクリアしたので隣となりのエリアに移い動どうだ！



◆Middle 11◆カボチャとレバー




　───25メートル。

　この世界の冒ぼう険けん者にとって、それは「魔まの数字」であった。

　部屋を見回しただけで、クリスはこのエリアの仕し掛かけを見み抜ぬいていた。



ＧＭ：‥では、次のエリア～……これで単位時間７、と（ＭＡＰを描えがく）。



トラン：‥ん、出口が左右にひとつずつあるな……ドアは？

ＧＭ：‥両方ドアがあるね。で、ここは正方形の広い部屋なんだが、北側の壁かべ沿ぞいに二体の石せき像ぞうが置かれている。カボチャの石像です。

トラン：‥かぼちゃ!?

ＧＭ：‥正せい確かくには、カボチャ頭の怪かい物ぶつの石像だ。

ノエル：‥ジャック・オ・ランタン？　ハロウィンの？



ＧＭ：‥ですな。んで、石像の脇わきにはそれぞれレバーがある。

クリス：‥……。ふたつの石像の間の距きよ離りは？

ＧＭ：‥25メートル。

クリス：‥やっぱりか！

ノエル：‥え、え？

トラン：‥《プロテクション》が届とどかない……（笑）。

クリス：‥二本あるレバーを同時に倒たおすと、次のエリアに進むドアが開く。で、石像が動き出して戦せん闘とうになる。ぜったいそーにちがいない。

ＧＭ：‥……。



　そのとおりである。



　ここは、パーティがどーやってもふたつのエンゲージに分かれないと処しよ理りできず、それぞれエネミーをぶつけてクリスのいない側は《プロテクション》を受けられずに苦戦する……そんな仕組みだった。

　ただ、その考えはもろくも崩くずれ去った。



トラン：‥（しばらく考えて）……んー、するとわたしが石像の中間地点に立って、どっちにも《サモン・アラクネ》を飛ばせるようにするのがいいかな……。魔法だから、どっちにも攻こう撃げきできるし。



　ＧＭの作戦、終しゆう了りよう。



エイプリル：‥では、回かい避ひ能のう力りよくの高い俺おれがひとりで右のレバーを担たん当とうする。

クリス：‥では、左は私とノエルで。

ＧＭ：‥…………。な、なるほど、なるほどね………………。



　ノエルとエイプリルが、同時にレバーを引き倒した。

　西側にあったドアが鈍にぶい音と共に開かれた。

　二体の石像───ジャック・オー・ランタンが動き始め、パーティに襲おそい掛かった。



　支し援えん魔法をたっぷり受けたＰＣたちの前に……



　ジャック・オー・ランタンは各個撃破された。



　　　＊　　＊　　＊



ＧＭ：‥敵てきを分ぶん断だんするつもりが、こっちが個こ別べつに撃げき破はされてどーすんだよっ!?

クリス：‥知らんわっ!?

ＧＭ：‥さて……戦闘に２ラウンドかかったので、これで合計９単位時間だ。……はえー。

トラン：‥どこにゴールがあるのかさっぱり見えませんが！

エイプリル：‥ここまで描かれたＭＡＰからすると、正反対ってこともないと思うが……。

ＧＭ：‥（つーか、ゴールまで一直線だよっ）

エイプリル：‥さて。この部屋からの出口はふたつか。

クリス：‥東か、西か。

ＧＭ：‥わかるかな、ふふふ。

エイプリル：‥ふつうに考えたら、レバー倒して開いた方のドア（つまり西）だろう。



　おっしゃるとおりです。



トラン：‥では、西のドアを通るということで。

ＧＭ：‥……あ、ではそこで。東の方角から聞こえてくるこんな声。「うわー、すごいお宝たからだよ！　大儲もうけだねっ」

一同：‥…………。

クリス：‥あっちは、宝を発見したのか。

トラン：‥き、きっと幻げん影えいさ。

ＧＭ：‥取り逃にがしたブドウはスッぱいものだ。……では続けて、西の通路に向かおうとしたキミたちの背中の方からこんな声。「じゃあ、フタをあけるねっ」……“〝どか───ん！”〟。

トラン：‥トラップにひっかかってる！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：‥「おねえさんっ、やっぱりシーフは大事だよぉ───うっ」……（一同大爆笑）。

エイプリル：‥シーフ……大事だな……。

トラン：‥あ、次のエリアに行く前に回復を！

ＧＭ：‥了りよう解かい。じゃ、回復したらその段だん階かいでＨＰやＭＰ、残ったフェイトの数も教えてー。



　残るポーションをチェックしつつ、回復を行なう四人。



「おーい、だれかＭＰ足りない奴やついるかーポーションあまってるぞー」

「まあ、じゅうぶんかな」

「余あまってるんだったら、飲んでおけばいいのでは？」

「じゃあ、ＭＰ回復しておくか。（ダイスを振ふる）……11回復」



　……こんな会話からわかるとおり、一行が持ってきた回復剤ざいにはまだ余よ裕ゆうがあった。

　これは微び妙みように予想外である。

　シナリオ作成時の予想では、ＰＣたちはもっとダメージを受けるはずだったのだ。

　ＰＣたちが罠わなにろくすっぽひっかからなかったことに加え、トランが取得した《サモン・アラクネ》の存そん在ざいが大きかった。

　パーティの防御力が飛ひ躍やく的に上がったせいで、ＭＰこそ大量に使うものの、ここまで瀕ひん死しになるようなダメージは皆かい無むだったのだ。

　しかも、カラドボルグやアガートラームの特とく殊しゆ能のう力りよくや、《ボルテクスアタック》《マジックフォージ》など……回数制せい限げんのある技わざもすべて温存している。

　四人は、ほぼ最高のコンディションでＢＯＳＳ部屋へと突とつ入にゆうすることになったのだった。



ノエル　　：‥ＨＰ48　ＭＰ33　フェイト４

クリス　　：‥ＨＰ48　ＭＰ47　フェイト４

トラン　　：‥ＨＰ32　ＭＰ32＋48　フェイト２

エイプリル：‥ＨＰ48　ＭＰ31　フェイト３



    

  
    
      　　　　CLIMAX PHASE




◆Climax 01◆やっぱりゴーレム




　そこは、ドーム状の部屋だった。

　部屋の中央にひとり立つのは、水すい晶しようでできた人形。

　それは、ノエルたちが入ってきた部屋から差し込こむ光を受け……虹にじ色に輝かがやいた。



ＧＭ：‥……というわけで、キミたちは西側の通路を通り───その部屋のドアの前に立つ。そしてキミたちの目に飛び込むのは、ドアにデカデカと書かれている文字。

ノエル：‥文字？

ＧＭ：‥「ＧＯＡＬ」と。

一同：‥うわあぃ！（笑）

トラン：‥つ、着いた！（笑）次の部屋に入って10単位時間！　ってことは……。

ＧＭ：‥うむ、キミらの方が先に着いた！

一同：‥おお───っ！

ＧＭ：‥てゆーか、一直線にゴールまで来たよ！　一回くらい横道に逸それようよ！　もっと波は乱らんに満ちないとリプレイにならんじゃないかっ!?（笑）

エイプリル：‥不ふ条じよう理りな怒おこり方をするなっ!?

クリス：‥では、ギルドマスター・ノエル！　ドアを開けるんだ！

ノエル：‥はいです、クリスさんっ！

ＧＭ：‥「ＧＯＡＬ」と書かれた文字に手を突ついて、キミはゆっくり扉とびらを押おし開いていく。その先に広がっているのは、ドーム状の部屋。だだっ広い、なにもない空間の中央に立っているのは……。



クリス：‥ゴーレムだゴーレム。きっとゴーレム。

ＧＭ：‥なんでわかった。

一同：‥ホントにゴーレムかっ!?（笑）

ＧＭ：‥“〝……ギィンっ！”〟扉が開かれたのを合図としてか、ゴーレムの目に光が灯ともった！“〝ギ、ギギギ……”〟関節の軋きしむ音と共に、その水晶で造つくられた人形がゆっくり立ち上がった！　───さあ、戦せん闘とうに入る！　これを倒たおせば大会の勝者だ！



エイプリル：‥……１ラウンドで倒すぞ。ガーベラたちもそろそろ到とう着ちやくするはずだ。邪じや魔まが入る前に、一気にやる。

トラン：‥……１ラウンドで倒せればですが、ね。



　トランが、ゴーレムを見み据すえたまま……不ふ敵てきな笑えみを浮うかべてそうつぶやいた。



　　　＊　　＊　　＊



ＧＭ：‥キミたちから10メートル先に、水晶のゴーレムが仁に王おう立ち！　では第一ラウンドのセットアッププロセス！

トラン：‥いつもの《ウィークポイント》！　全員、次のダメージは＋７！

ノエル：‥《クイックステップ》＆《ウォーターステップ》……で、いいんですよね？

ＧＭ：‥ＯＫＯＫ、これで命中＋３だ。

クリス：‥……ここは《陣じん形けい》も使って一気に押し切ろう！

ノエル：‥は、承しよう認にんのハンですね！

トラン：‥そうですっ！

ノエル：‥ぺんっ。



　ハンを押した音らしい。



トラン：‥では……移い動どう！　みんな近ちか寄よってください！　わたしは近寄りませんが！

ＧＭ：‥ぬ。トラン以外、全員ゴーレムとエンゲージか。……だが！　ここで行動値ち15のゴーレムが行動！　彼はそのたくましい腕うでを振ふり上げ、なぎ払はらう！　近寄ってきた三人に《範はん囲い攻こう撃げき》！　命中は10＋３Ｄ！（盛せい大だいな勢いきおいでダイスを振る）



　勢いをつけて転がったダイスが、机つくえの上に並ならべたコマをなぎ倒す。



ＧＭ：‥……。

一同：‥……。

ＧＭ：‥ストラーイク。

ノエル：‥あ、ああああ……（笑）。

トラン：‥いや、ストライクじゃなくて……！（笑）（と、コマを並べ直す）

ＧＭ：‥それだけおそろしい攻撃ということだ。命中は19！

トラン：‥19か……！　これはよけるのきびしいか？

ノエル：‥き、きびしそうです！

ＧＭ：‥きびしいと巷ちまたで噂うわさです。

トラン：‥フェイトを一点くらい使っても回かい避ひは難むずかしそうなので、素すで振ろう！　なに、６ゾロさえ出せば……！



　だが、そうそう都合よくクリティカルするわけもなく、三人はことごとく回避に失敗する。

　ＢＯＳＳ部屋で待機しているエネミーだけあって、そのダメージは───40！



トラン：‥う、さすがに痛いたい……！《サモン・アラクネ》!!（ダイスを振る）……８点軽けい減げん！

ノエル：‥物理の防ぼう御ぎよが……10。40から８と10を引いてダメージは22！　残りＨＰ26～。

クリス：‥18ダメージ！

エイプリル：‥こっちは21ダメージか。

クリス：‥では、ノエルに《プロテクショ……！

トラン：‥いやっ、クリス！　《プロテクション》は自分に！

クリス：‥え？　……ああ、なるほど。そーゆー考えか！

トラン：‥そう、《カバーリング》する役のＨＰを確かく保ほすること最優ゆう先せんで！

クリス：‥では自分に！（ダイスを振る）……19点軽減でダメージ０！（残りＨＰ48）

ＧＭ：‥く、なんたるクレバー！

エイプリル：‥ここで俺おれ！《デスターゲット》使用で攻撃！（ダイスを振る）クリティカル!!



　エイプリルの放った弾だん丸がんが、ゴーレムの透すき通る身体からだにたたき込まれ、亀き裂れつ音と共に……50点のダメージをたたき出す。

　だが、このエネミー……クリスタルゴーレムの物理防御は20、ＨＰにいたっては１３６だ。

　この程てい度どのダメージでは、びくともしない。

　しかし───。



トラン：‥ここで、《フェイス：‥ゴヴァノン》を《マジックブラスト》で拡かく大だい、全員の武ぶ器きのダメージを魔ま法ほう扱あつかいに！

ＧＭ：‥げ。



　きくたけが愛するゴーレムたちは、そろいもそろって魔法防御は０なのである。



ＧＭ：‥……トランが魔法をかけ終えると、キミたちの武器が淡あわく輝かがやく。魔法ダメージか……がっかりだ！

ノエル：‥続けて攻撃ですっ！《バッシュ》で……13＋６Ｄ！（ダイスを振る）……31！

トラン：‥これに《ウィークポイント》の＋７が乗って……。

ＧＭ：‥合計38か！　魔法防御は０だからそのまま抜けて38ダメージ！　累るい計けい68ダメージ！（あ、あっとゆーまにＨＰ半分か……！）

クリス：‥ここで私だが……《バッシュ》使用！（ダイスを振る）……ダイス目ふつう。

ＧＭ：‥（ダイスを振る）でも回避失敗。きー！



　クリスの一撃がたたき出したダメージは───36点。

　これでダメージの累計は一気に１０４……残りのＨＰは32である。

　もはや全員の武器が魔法ダメージ扱いになった瞬しゆん間かん、勝負は決していた。



トラン：‥ふふふ、種類はちがえど今まで何度ゴーレムと戦ってきたと思ってるんです。弱点は知り尽つくしていますことよ？

ＧＭ：‥……クリスの一いち撃げきで、透とう明めいな水すい晶しようでできたゴーレムの内部に、氷の塊かたまりにアイスピックを突つき立てた時のような───まっ白なヒビが入った。いかん、ダメかも。

エイプリル：‥戦せん闘とうラウンド終しゆう了りようだな。

トラン：‥このクリンナップフェイズで、11単位時間終了！　12単位時間に突とつ入にゆう！

ＧＭ：‥と、次のラウンドに入ったその時───部屋の入り口に人の気配がした。



クリス：‥う。

ＧＭ：‥「あら、どうやら……ギリギリまにあったみたいですね」どこか呑のん気きな雰ふん囲い気きの女じよ性せいの声だ。

トラン：‥くぅ……ぎりぎり倒たおしきれなかった！

ＧＭ：‥「もうしわけありませんが、優勝の権けん利りはこちらがいただきますね」そう言いながら、ガーベラが笑え顔がおを絶たやさぬまま剣けんを構かまえた。

トラン：‥ストップ横取り！

ＧＭ：‥「やっちゃえー」「おねーちゃんいけーいちばん近い奴やつからやっちゃえー！」

トラン：‥ひ───っ！（←その一番近い奴。しかもひとり）

ＧＭ：‥とりあえず、セットアップ！

トラン：‥と、とりあえずゴーレム優先で！　そうＨＰは残ってないはず！《ウィークポイント》を三人に！

ＧＭ：‥では、こちらも！　ガーベラのわきに立つメイジちゃんが《タクティクス》を使用！　こっちの行動値ちが＋６に！　そしてアコちゃんが《ウィークポイント》使用で次の攻こう撃げき力＋６！

クリス：‥うあ、パーティ戦だ……。

ＧＭ：‥ふたりの子こ供どもたちから力を得たガーベラは、なにやら淡い光に包まれ───“〝……ヴンっ”〟、剣を振ふって身構える。「いきますね、いちばん近い御お方かた？　いえ、ゴーレムかしら」

トラン：‥……ちょ、ちょっと待った！　戦うのはガーベラひとり……他ほかは単なるサポート要員とみた！　メイジ／セージとアコライト／セージ……んー……（なにか考えている）。

ＧＭ：‥う？

トラン：‥《タクティクス》で行動＋６……先せん制せいを、もし取られるとやばいかも───しかたないか！　……エイプリル！

エイプリル：‥わかっている。……《インタラプト》！《タクティクス》を打ち消す！

ＧＭ：‥げ！　こっちの行動順番がドン亀がめに……!?　ガーベラは、くすりと笑んで……「なるほど、少しは頭の切れる人がいるみたいですね」

トラン：‥ありがとう。

ＧＭ：‥「うふふ、褒ほめてません」

トラン：‥……。

ＧＭ：‥……では、ここからあらためて順番どおり行動だ。まずはゴーレム！　例によって、《範はん囲い攻撃》でエンゲージを薙なぎ払はらう！（ダイスを振る）……命中21！

クリス：‥ぐ……《カバーリング》するか……？

トラン：‥いや、《サモン・アラクネ》で全員を生き残らせることはできる。それに、ガーベラってのがどう動いてくるかもわからないし……。

クリス：‥自分に《プロテクション》だけでいいか？

トラン：‥ええ、それで！　……と、ゴーレムの腕うでが直撃するその刹せつ那なにクリスとそんなことをアイコンタクトで会話！

ＧＭ：‥正せい義ぎと悪の心が通じ合ってるぞ。

クリス：‥悪と組むのはもっての他ほかだが、ここでどっちでもないトンビに油あぶら揚あげをさらわれるのはもっともっての他！

ＧＭ：‥では、ゴーレムのダメージロール！　32＋２Ｄ（ダイスを振る）……低いっ、35！

トラン：‥よし！

エイプリル：‥11点防ぼう御ぎよできるので、残りＨＰ３でかろうじて生き残る！

ノエル：‥こっちも……１点残ります！（笑）

トラン：‥いや、《サモン・アラクネ》使っておく！（ダイスを振って）……11点軽けい減げん！

エイプリル：‥残りＨＰ14！



    

  
    
      ノエル：‥残り12ですっ。

クリス：‥いや、《プロテクション》をノエルに飛ばしておく！（ダイスを振る）……16！　これでノエルのＨＰは28！　一撃じゃそうそう死なない。

トラン：‥なるほど、カラドボルグを持ってるノエルを安全圏けんに、か。正しい！

ノエル：‥みんなを犠ぎ牲せいにあたしだけ……っ。

エイプリル：‥とにかく、ゴーレムをやる！《ギフト》使用して命中の判はん定ていにダイス＋２コ、《デスターゲット》使用！（ダイスを振る）……23！

ＧＭ：‥確かく実じつに当ててきたか！　こっちはダイス１コしか振れないので回かい避ひできん！

エイプリル：‥ダメージは……もろもろ込こみ37！　魔ま法ほうダメージ！

ＧＭ：‥……ぐ！　ゴーレム、その銃じゆう弾だんで“〝パアン！”〟という破は砕さい音と共に砕くだけ散った！

一同：‥よおし、やった！

ＧＭ：‥砕け、はじけると同時に……“〝ぽんっ！”〟ゴーレムの中から“〝Congratulations!”〟と書かれた布ぬのと鳩はとと紙かみ吹雪ふぶきが……。

トラン：‥へんなところでお茶目な演えん出しゆつを！（笑）

ＧＭ：‥では、わけあってドロップ品を今この場で決めるよ。誰だれがダイスを振る？

トラン：‥う……まだ戦せん闘とうが続きそうなのであれだけど……ドロップ品の判定はフェイトをつぎ込みたい……こいつ、高いもの落としそう……。

トラン：‥ノエル、フェイトは？

ノエル：‥４あります！

トラン：‥ノエル、振ってください！

ノエル：‥え───っ……どっ、どっ、どっ……どーしようっ……きっと……あ、あの、前にも言いましたけどあたしプレッシャーに弱いんでぇ……！

トラン：‥だからそんなこと言わないで───っ!?（笑）

ノエル：‥フェ、フェイト……２コ使いますっ！（と、ダイスを握にぎりしめて……）

ＧＭ：‥（低い声で）……ひひ。

ノエル：‥や、やめて……っ。悪魔っ、あくま───！



　ひどい言われようである。



ノエル：‥いきます！（ダイスを振って、その出目を見て）……ああっ、どーしようっ!?　で、出目よくない……っ!?

トラン：‥いや、そこまで悪くは……！　14だ！

ＧＭ：‥ぐ（笑）。魔力水すい晶しよう……一二〇〇Ｇ！　いちばん高いドロップだ！

ノエル：‥よかった───よかった───っ！（笑）

ＧＭ：‥で、それを誰が持つ？　それが重要になる。

トラン：‥え？

ＧＭ：‥その説明はガーベラがするよ。「───おめでとうございます。でも、ドロップ品さえ持ち帰れば、まだあたしたちが賞品を手にすること、できそうですね。うふふ」

クリス：‥そ、そーなのか！

トラン：‥じゃ、じゃあドロップ品はノエルが持って！　ＨＰがいちばん高い！

ノエル：‥あ、あたしですか!?　わかりましたあ！

ＧＭ：‥では、キミがそれを手に入れたと同時に……ガーベラとふたりの子こ供どもたちがぐりんと首をキミの方に向け、キュピ───ン、と目が光る。

ノエル：‥（情なさけない声で）ト、トランさん～こっちにきそうです～。

トラン：‥せ、一二〇〇Ｇは渡わたさんぞっ!?

ノエル：‥ト、トランさん……っ、あっ、あたしの心配はっ!?

トラン：‥いや、その……なんだ。まかせていただきましょう。ここでわたしの番ですから！　この一いち撃げきだけでわたし、吹ふき飛ぶかもしれませんが───あとはお願いします！

ノエル：‥え、えー……吹き飛んだら、どうなっちゃいます？

ＧＭ：‥範はん囲いに対する防御、治ち癒ゆ、そして魔法攻こう撃げきの手しゆ段だんを失い大ピンチ。

ノエル：‥え、え───っ。

トラン：‥大だい丈じよう夫ぶ、ただではやられませんから！　……マイナーで《マジックブラスト》！　メジャーで《アースブレット》!!　同時にアガートラーム起動っ!!　さらにフェイトを命中に２コ!!　きっと《マジックフォージ》も使う！

ＧＭ：‥全力できやがった……！

トラン：‥ええ！　いきます！（ダイスを振ふる）……命中、28っ!!

ＧＭ：‥それは……よけられんっ！　白銀の光に包まれた、魔力の奔ほん流りゆうが三人のいるエンゲージで爆ばく散さんする！　ぬう、いちおークリティカル狙ねらいでダイスを振る！　メイジ……（ダイスを振る）……失敗！　アコも……失敗！　ガーベラも……失敗だ。

トラン：‥クリティカルをそうそう出されてたまるか！

ＧＭ：‥ぐ……マジアコを失うわけにもいかんが……ガーベラが《カバーリング》したらしたで……まずい。

トラン：‥アガートラームの火力を乗せた攻撃を二発分受けることになりますからね。

ＧＭ：‥あ、アガートラームのコスト払はらえ！（笑）

トラン：‥あ。（ダイスを振って）……16！　わたしのＨＰが16減へって、今の攻撃のダメージが＋16されるので……30＋10Ｄになる！

ＧＭ：‥ぐは！　アコかメイジを《カバーリング》したらそれが二発か！　だめだ、アコメイジはあきらめよう。

トラン：‥悲ひ惨さんなことを言っている！（笑）では、ダメージロールいきます！



　どげしゃらららあー！　と、ダイスがばらまかれる！



トラン：‥ダメージは───合計59っ!!

クリス：‥うは！

ＧＭ：‥直ちよく視しできないほどの輝かがやき！　銀の光に包まれた無数のつぶてが三人を襲おそう……！

トラン：‥倒たおせないまでも……っ、あのちびっこふたりとガーベラにも致ち命めい傷しように近いダメージが……！

ＧＭ：‥と、その時だった。「おねえちゃんっ、あぶない！」子こ供どもの叫さけぶ声！

一同：‥は!?

ＧＭ：‥メイジちゃんが、ガーベラを［かばう］っ!!

一同：‥なに───ぃっ!?

ＧＭ：‥銀のつぶての光がだんだん収おさまりゆく中……キミたちは見る。ガーベラにもたれかかるように抱だきついている、少女に。

トラン：‥［かばう］ってことは、ガ、ガーベラのダメージ……０？

ＧＭ：‥そう、今の攻撃二発分のダメージをメイジが受け、ガーベラを生き残らせた。子供を片かた腕うでで抱き留とめ、そこには悠ゆう然ぜんとガーベラが立っている。もちろんアコの方も、その場に倒れている。

ノエル：‥子供を盾たてに……！

ＧＭ：‥「ちがうよ……ボクが、おねえちゃんを守ったんだ……」と、子供はそれだけ言って意い識しきを失う。

トラン：‥いい話にしやがった！（笑）

クリス：‥し、しかもボクッ娘っ!!

ＧＭ：‥「───ベート、ギーメル。あなたたちの気持ち、受け取りました」と、剣けんを捧ささげ───ガーベラはキミたちをスッ、と見み据すえる。

ノエル：‥こ、ここであたしの番……移い動どうして……！

トラン：‥いえ、向こうは見たところ剣士のようです。突つっ込んでくるのを迎むかえ撃うちましょう。

クリス：‥でも、それじゃお前がまず斬きられないか……？

トラン：‥大だい丈じよう夫ぶ。その代わり……勝ってくださいよ？　と笑え顔がおで。

クリス：‥なんだその死にフラグ。

ノエル：‥トランさん～っ!?　と、［待機］です～。

ＧＭ：‥「───なるほど、あたしは接せつ近きんして斬る、そう思ったのですね。しかし……こんな芸も使えますの」と、マイナーアクションで《スマッシュ》！　メジャーで……《ソニックブーム》っ!!

トラン：‥うわっ、長ちよう距きよ離り攻撃持ってた！

ＧＭ：‥「遠当ては、あまり得意ではないんですけどね」“〝ヴンっ……”〟と彼女がその場で剣を振り切るとそれは真空を生み、刃やいばとなってトランを、刻きぎむ!!（ダイスを振る）……命中は５＋３Ｄで15！

トラン：‥（ダイスを振る）……回かい避ひ失敗！

ＧＭ：‥ダメージは29＋２Ｄで……（ダイスを振る）───34！

クリス：‥《プロテクション》!!（ダイスを振る）……23軽けい減げん！

トラン：‥《サモン・アラクネ》！（ダイスを振る）……８軽減！　で、防ぼう御ぎよ力あるので……。

ＧＭ：‥ぬ。“〝パアン！”〟二重に張はられた障しよう壁へきが、真空の刃をはじいた。「……ち」と、ガーベラは片手で剣を振り切った姿し勢せいのまま舌したを打つ。

ノエル：‥……なんかクリスさんとトランさん、今日はいいコンビですね（笑）。

クリス：‥なんてことを言うんですっ!?

トラン：‥滅めつ相そうもないっ!?

ノエル：‥え。え……あれ、あれ、あれ!?

ＧＭ：‥「なるほど、たしかに思っていた以上に強いですよ」

トラン：‥はっはっは、なめてもらっちゃあ困こまる。

ＧＭ：‥「では、こちらも本気を出さないといけないみたいですね」

トラン：‥はっはっは、それはご遠えん慮りよ願いたい。

クリス：‥では、私の行動！　エイプリルに《ヒール》！　フェイトひとつ使って（ダイスを振ふる）……５＋15で20点回かい復ふく！

エイプリル：‥これでだいぶマシになったぜ。34まで回復。

ノエル：‥こ、ここであたしの番ですけど……。

トラン：‥すいません、敵てきは近づいてきませんでした（笑）。とりあえず、みんなと一いつ緒しよにいてください。次に《ウィークポイント》をかけるので！



　続く第三ラウンド。

　セットアッププロセスにおいて、トランが再ふたたび《ウィークポイント》を使用したのちに、《陣じん形けい》を使用！　単たん独どくになったガーベラを迎え撃つ態勢を整える。

　メイジとアコが倒たおれたことでセットアップで行なう支し援えんはない、と思っていた一行だったが───。





ＧＭ：‥では、こちらもスキル使用！　《二回行動》！

トラン：‥げ。そんなもの持ってるのか……！

ノエル：‥それって……？

ＧＭ：‥セットアッププロセスで即そく座ざに一回、行動するスキルです！　まず、マイナーアクションで《エンハンスブレス：‥水》！　メジャーアクションで《ブランディッシュ》!!

トラン：‥《エンハンスブレス》!?　それ、ドラグーンのスキル……！　こいつ……ただの剣士じゃない！



ドラグーン

　サプリメント『リインフォース』に掲けい載さいされたクラス。

　古代竜りゆうに力を借りた魔ま法ほう戦士である。

《エンハンスブレス》はそのスキルのひとつで、竜の吐と息いきを武ぶ器きに付ふ与よし、魔法ダメージにする技わざである。



　……フェイトを込こめて、蒼あおい残光を曳ひいたガーベラの剣けんは５＋３Ｄで命中17！

　ノエルの回避は失敗、クリスが彼女を《カバーリング》しようと考えた時……！



ＧＭ：‥さらに……「壁かべを先に取り除のぞきます」───《ボルテクスアタック》っ!!

一同：‥うわ───っ!?

クリス：‥さ、殺意高っ!!

トラン：‥クリスっ、《カバーリング》は使わないでください！　二発分喰くらったら死ぬ！

ＧＭ：‥（ダイスを振って）……54点の魔法ダメージ！

ノエル：‥54っ!?

トラン：‥《サモン・アラクネ》……９点軽減！

ノエル：‥それでもこのままだと死んじゃいますっ!?

トラン：‥……ギルドスキル《蘇そ生せい》をっ!!

ノエル：‥ぺんっ！（←承しよう認にんのハンコらしい）

ＧＭ：‥ぬ。これでＨＰがＭＡＸになって……そこから今のダメージ引くので……。

ノエル：‥残りＨＰ７～！

クリス：‥いや、その前にノエルに《プロテクション》っ！

ノエル：‥え、いや、クリスさん、自分にかけた方が～。

トラン：‥いやっ、あなたは今、ゴーレムの魔力水すい晶しようを持ってるので死なれたら困る！

ノエル：‥あ、あ、そか！

クリス：‥（ダイスを振る）……17！　これでノエルのＨＰ、24！

ＧＭ：‥ここであらためて……行動トップのエイプリル！

エイプリル：‥やるじゃねえか、ガーベラとやら！　《デスターゲット》で射しや撃げき！　相手の回かい避ひがわからないので───命中にフェイト３つ使用！（ダイスを振る）……クリティカル！

ＧＭ：‥うわっ！

トラン：‥６が３つ出てるっ!!　命中にフェイト使った意味あった！

ＧＭ：‥６ゾロを出すのみ……！（ダイスを握にぎって……）

トラン：‥はっはっは、そうそう出せるもんじゃないですよ。お願いですからやめてください（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：‥では、気持ちを込めて……（ダイスを振る）……さすがに無理！

エイプリル：‥ではダメージロール……クリティカルの分、ダイスが３コ増ふえて……（ダイスを振る）。……52の魔法ダメージっ！

ＧＭ：‥ぐは……っ。

ノエル：‥すご───いっ!!　スゴイですよエイプリルさんっ。

トラン：‥ではここですかさず……《マジックブラスト》＋《ヒール》でクリスとノエルを……（ダイスを振る）22回かい復ふく！

ノエル：‥ＨＰ46まで回復ですっ。で、あたしの番ですっ！

トラン：‥命中重じゆう視しで……！

エイプリル：‥カラドボルグも使っちまえ！

ノエル：‥め、命中命中……あわあわわ!?（と、キャラシートのデータ欄を見る）

トラン：‥落ち着いて───っ!?　ここは……《インヴィジブルアタック》《ダンシングヒーロー》で……これでダイス５コ振れる！　そうは回避できないはず！

ノエル：‥で、《バッシュ》ですねっ!?　あと、からどぼるぐの能のう力りよく！

ＧＭ：‥ぐ、まずはその攻こう撃げきに耐える！「くる……っ」ガーベラは腰こしを落として剣と腕うでを十字に交差、防ぼう御ぎよ姿し勢せいを取る……！

ノエル：‥いきますっ、いきますよっ!?（シャカシャカシャカっ、とダイスを手の中で振りつつ……ぽろり、１コテーブルの上に落とす）



　出目は１だった。



ノエル：‥不ふ吉きつな───っ!?　見なかった見なかった見なかったよっ!?（一同爆笑）（ダイスを振る）……あ───っ、どーしようっ!?　出目よくない!?　……27!!

ＧＭ：‥……（ダイスを振る）……いや、でも無理！　よけられない！

ノエル：‥ではダメージは～……《バッシュ》と《ボルテクスアタック》と……（ダイスを振ろうとして）。

ＧＭ：‥ほんにゃら～ほんにゃら～！（呪のろい）

ノエル：‥ペ！　ペ！（呪いをはじいたらしい）（ダイスを振る）……13＋31の……＋７で───51っ！

クリス：‥しかもそれが素すで抜ぬける！

ＧＭ：‥「───く！」ガーベラの立つ場所に、轟ごう音おんと光が巻まき起こり、砂さ塵じんが噴ふき上がる！　……だが！　湧き立つ砂塵の中に……彼女はまだ立っている！

ノエル：‥た、倒たおれないですよっ!?

ＧＭ：‥「さ、さすがは伝説の武ぶ具ぐというだけは、ありますね」

トラン：‥う、カラドボルグを知っているのか。

ＧＭ：‥「次は、こちらの番です」───彼女は腰を落とし、剣けんを肩かたにかつぐような姿勢から……ふわり、身体からだが宙ちゆうに浮き……ノエルのもとにつっこんで剣をたたきつける！　マイナーで《エイルフォーム》、メジャーで《バッシュ》！

トラン：‥《エイルフォーム》!?　と、飛んだ！

ＧＭ：‥命中が上がるので！（笑）11＋３Ｄ（ダイスを振る）……20！

ノエル：‥（ダイスを振る）……あ、うぅうううう～！　よけられない～。

クリス：‥させるか！　ノエルを《カバーリング》！

ＧＭ：‥ダメージは……（ダイスを振る）……37っ！

トラン：‥……《サモン・アラクネ》！（ダイスを振る）……７点軽けい減げん！

クリス：‥《プロテクション》！……19点軽減！　１点抜けて、残りＨＰ33！

ＧＭ：‥ダ、ダメージ抜けねえっ！

トラン：‥しかしこっちもＭＰなし！　次はもう《祝福》使わないと……なにもできない！

クリス：‥とにかくたたみかける！　《バッシュ》で（ダイスを振る）……17！

ＧＭ：‥７＋２Ｄで……（ダイスを振る）……回避失敗！

クリス：‥《ウィークポイント》に《フェイス：‥ゴヴァノン》が入ってるので15＋６Ｄの魔ま法ほうダメ！　そこにフェイトふたつ使って……（ダイスを振る）───43の魔法ダメージ！

ＧＭ：‥魔法防御は５だから38ダメ！　ダメージ累るい計けい１３６！　クリスの一撃も……耐たえた！

トラン：‥や、やるなあ！　実は危き機き的状じよう況きよう抜けてない！　わたし、ＭＰはないし……切り札も切ってる！　それに向こう、まだなんか隠かくしてます、たぶん！



　続く第四ラウンドの開始時───ギルドスキル《祝福》により四人はＭＰを最大値ちまで回復する。

　セットアッププロセスにおいてトランが再ふたたび《ウィークポイント》をかけ……ガーベラは《二回行動》を宣せん言げん───攻撃対象は再びノエル。



ＧＭ：‥「クリスさん、でしたね？　ノエルちゃんをかばうんでしょう？　かばえるものなら……どうぞ」

クリス：‥《カバーリング》を誘さそってる！

ＧＭ：‥彼女は再び、剣を肩にかつぐようなポーズから力を溜ため───マイナーアクションで《レイジ》っ！

トラン＆クリス：‥ぐおあっ!?

トラン：‥それ、触れたら死ぬっ！



《レイジ》

　減へった分のＨＰと同じ数字をダメージに乗せるスキル。

　ガーベラはここまでに１３６のダメージを受けているため───攻こう撃げき力＋１３６である。



ＧＭ：‥さらにはメジャーで───ガーベラが囁ささやく。「……《グランドバスター》」

トラン：‥うわっ……。

エイプリル：‥なんだ、あのスキル？

ＧＭ：‥武器に宿した竜りゆうの吐と息いきの力を解かい放ほうして、ダメージに変える技わざだ。《エンハンスブレス》をかけたあとにしか使えないが……修しゆう正せいされるダメージは《バッシュ》以上！　命中は11＋３Ｄで……（ダイスを振ふる）───げ、低い！

一同：‥おおお！（笑）

ＧＭ：‥フェイト使用！　命中判はん定てい振り直す！

ノエル：‥ええぇええ！

ＧＭ：‥（ダイスを振る）……命中24!!

ノエル：‥よ、よければいいんですよねっ!?　フェイトも全部使って……あ───っ、だめかも……（ダイスを数えて）……16っ。足りない～

トラン：‥……クリスっ、止めろ───っ!!

クリス：‥ノ……ノエルを《カバーリング》───っ!!

ノエル：‥かたじけない～っ！



　薄うすい闇やみの中───蒼あおい光が閃ひらめいた。

　剣けんより、竜の力が解放され……それが風と竜の咆ほう哮こうにも似にた轟ごう音おんを呼ぶ。

　四人はただ、それを見ているしかできない。

　もはや《プロテクション》や《サモン・アラクネ》でカバーできるダメージ量のはるか上をいく一撃だった。

　光が収おさまった時───薄く開いたノエルの視し界かいに、

　倒たおれ伏ふしたクリスの姿すがたが、あった。



ノエル：‥あああああ～……！　く、クリスさん～っ！

ＧＭ：‥「このあたしに、全力の攻撃を出させるとは……たいしたものですよ」刃やいばについた血を切るように、剣をヒュッ、と振る。《グランドバスター》を使用したので、武ぶ器きにかかった《エンハンスブレス》の効こう果かも消えて……さきほどまで刃を包んでいた光も消えた。

トラン：‥ダメージ１７８……どーしよもない……。

エイプリル：‥……気を抜ぬくな。まだ終わってはいない！《デスターゲット》で攻撃！



　クリスが倒れると同時に、エイプリルは動いていた。

　が───ガーベラは即そく座ざにその攻撃に反はん応のう。

　フェイトを解放、腰こしをかがめて銃じゆう弾だんを回避し───すでにその視線は次のターゲット……ノエルに向けられていた。

　そして囁ささやく。



ＧＭ：‥（シリアスに諭さとすように）「ノエルちゃん───あなたに力が足りないから、仲間は倒れたの。それがわかりますか？」



    

  
    
      ノエル：‥は、返す言葉もございません（一同大だい爆ばく笑しよう）。

トラン：‥まどわされてはいけませんっ！　……えー……マイナーで移い動どうして……クリスに、《レイズ》!!　蘇生させる！　この黒い力でよみがえれ～っ！（一同大爆笑）

ＧＭ：‥黒いオーラがクリスの身体からだを取り巻まき───むくり、クリスは起きあがる。

クリス：‥（いきなりシリアスな声で）……ちがうぞノエル！　あなたの力が足りないなんてことはない！　なぜなら、私はここに立っている！（一同爆笑）

トラン：‥蘇よみがえったからってかっこいいてきとーなことぬかすなっ!?（笑）

クリス：‥───さあ、ノエル！　すべての力を込こめて……カラドボルグを!!

トラン：‥向こうはフェイトを残している！　フェイトも《ダンシングヒーロー》も使って……とにかく当てていきましょう！

ノエル：‥…はいっ！《バッシュ》も……！

クリス：‥頼たのむ……ここで倒さないと、《ブランディッシュ》でも喰くらえばトランも私も、へたするとノエルも倒れる……！

ノエル：‥責せき任にん重大っ、ぷれっしゃーが！　ぷれっしゃーが！

トラン：‥自信を持って───っ!?　お願いだから───っ!?

ノエル：‥は、はい！　命中は……（ダイスを振ふって）……25ですっ！

ＧＭ：‥ここで手を抜くのは失礼というもの───残るフェイト使って回かい避ひ！　７＋４Ｄ！（ダイスを振る）……っ！（ダイスを数えて）───18！　足りない！

一同：‥当たった───っ!!（笑）

ノエル：‥13＋７＋……６Ｄ！　ち、力入りますよっ……（ダイスを振る）…………ははぅああああああああああっ!?（一同大爆笑）ごめんなさいごめんなさいごめんなさいっ!?

一同：‥うわお……っ！

エイプリル：‥ろ、６Ｄ振って……。



　１が３コ、２が２コ、３が１コ。



トラン：‥すごい出目だっ!?（大爆笑）

クリス：‥６Ｄ振って……10……（笑）。

ノエル：‥合計30……っ……ごめんなさいごめんなさいごめんなさいっ!?

ＧＭ：‥銀の光に包まれたノエルの剣けんが、ガーベラを捉とらえた。だが、その光はなにやらいつもより弱い光だった───（一同爆笑）。

ノエル：‥はぁう……あぁあ…っ……ごめんなさいごめんなさいごめんなさいっ!?

ＧＭ：‥───しかし。

一同：‥お？

ＧＭ：‥……“〝どしゃ……っ”〟。ガーベラがその場に崩くずれ落ち、膝ひざをつく───。

一同：‥おおおおおおおっ!?（笑）

クリス：‥た、倒たおした───っ!?

ＧＭ：‥くそ、ＨＰ１５０だよっ。ガーベラは肩かたで大きく息をしながらつぶやく。「く───ここまでですね。あなたたちを、甘あまく見み過すぎていました……次の攻こう撃げきがまわってくれば《レイジ》＋《ブランディッシュ》を繰くり出そうと思って、いたのに」

一同：‥死ぬわっ!?

トラン：‥まだそんな技わざ、使えるのかよっ。

ＧＭ：‥「さあ……ね」彼女は、口元に強気な笑えみを浮うかべる。

クリス：‥とにかく立っているのも限げん界かいなんで、その場にへたり込む。

ノエル：‥お、同じくですっ。

ＧＭ：‥ＯＫ。そんなキミたちに向けてガーベラが最後に言葉をかけて……このクライマックスシーンを終えましょう！「まだ、いろいろ甘いところもありますが……」



「───おめでとう。あなたたちの……勝ちです」



　ガーベラが、笑顔でノエルたちにそう告げた。



    

  
    
      　　　　ENDING PHASE




◆Ending 01◆解かい放ほう




　山やま間あいに、夕日が沈しずもうとしていた。

　その夕日の光が、ダブラル周囲に広がる森をオレンジ色に染そめ上げる。

　大会は終わりの時を迎むかえようとしていた。

　四人は、表ひよう彰しよう台の上に……立っていた。



ＧＭ：‥……というわけで、エンディングです！　今、キミたちはダブラルの闘とう技ぎ場に設せつ営えいされた表彰台の上で、観客たちの拍はく手しゆ喝かつ釆さいを受けていた。「おめでとうございますっ！　勝者……“〝フォア・ローゼス”〟!!」

トラン：‥ギリギリだったけどな……（笑）。

ＧＭ：‥花束が贈ぞう呈ていされ、そして……第四の武ぶ具ぐ・カフヴァールを封ふうじた水すい晶しよう体たいがキミたちに贈おくられた。表彰台の近くから、ギルド“〝エレメンタラーズ”〟のじーさんたちも笑顔で拍手しているぞ（一同大だい爆ばく笑しよう）。

トラン：‥じ、じいさん……！（笑）

ノエル：‥おじいさん、治ったのですね～！

エイプリル：‥そういえば、“〝金色の草原”〟の面々は？

ＧＭ：‥ああ、あいつらヘタに抵てい抗こうしたもんだからひどい傷きずを負ってまだ入院中（一同爆笑）。

クリス：‥では、ノエル。カフヴァールの解放を。

ノエル：‥はいです！　小箱を取り出して……。

ＧＭ：‥その刹せつ那な───ローズ色の光が解放され、夕日のオレンジに混まざり合う。軽い破は砕さい音と共に……ノエルの眼がん前ぜんで、カフヴァールは封印を解とかれ、浮ふ遊ゆうする。頭部の防ぼう具ぐで、カタチは宝ほう石せきの埋め込まれたサークレットだね。

ノエル：‥じゃ、手に取りま……。

ＧＭ：‥開封と同時に。“〝ぴしぃいいいっ！”〟ノエルの薔ば薇らのアザに、神しん経けいを直ちよく接せつ針はりで突つき刺さしたような鋭するどい痛いたみが走った。

ノエル：‥あぇあああう……い、痛いっ、それは痛そうな……!?

クリス：‥ノ、ノエル？　どうした？

ノエル：‥い、いや、痛みが……。

ＧＭ：‥痛みは、すぐにおさまるがね。

ノエル：‥な、なんか新しい武具を解放されるたびに、痛みがひどくなってるような～。

ＧＭ：‥うひひ。

ノエル：‥……あ、そういえば、ガーベラさんたちは？

ＧＭ：‥ああ。彼女たちは、この閉へい会かい式しきには参加していない。キミらとの勝負が終わったあと、そのまま行方ゆくえはわかっていない。

ノエル：‥あら……。

トラン：‥あいつら、カフヴァールを手に入れてどーするつもりだったのでしょう？　どうせノエルにしか解放できないのに……。

エイプリル：‥まあ、しかるべき場所に売れば金になるしな。それに、あいつらも我われ々われのように依い頼らいを受けて武具を集めているのかもしれない。

クリス：‥は！　そーいえば、そーだった！　マティアス様の命令で武具を集めてるんだった。

ＧＭ：‥忘わすれるなよ！

エイプリル：‥きっと、ノエルと旅するうちに任にん務むよりも、彼女と冒ぼう険けんするほうが楽しい───そんな感覚にとらわれてるんだ。

トラン：‥いい話だ（笑）。

クリス：‥あと、もうひとつ忘れてた。ベネットはどーした（笑）。

トラン：‥ああっ！　素すで忘れてた！

ＧＭ：‥襲しゆう撃げきを受けたあと、大会主しゆ催さい者側により捕ほ縛ばくされたという話だけは聞いていることにしよう（笑）。

クリス：‥なにしに出てきたんだ、あいつは。

ＧＭ：‥まあ、そこはそれ伏ふく線せんです。

トラン：‥絶ぜつ対たいにウソだ。

ＧＭ：‥うひひ（笑）。まあ、そんなところで今回のシナリオは終わりを迎えるわけだが。最後に、“〝エレメンタラーズ”〟のじーさんが言葉をかける。

トラン：‥まだじーさんに出番あったのか！（笑）

ＧＭ：‥彼は解放されたカフヴァールを見て、言うのだ。「───なるほど、ノエルさん。あなたが武具の正当なる継けい承しよう者だったのじゃね」

ノエル：‥え、あ、はい。なにか知ってるのですか～。

ＧＭ：‥「……ああ。その薔薇の武具にまつわる書があると聞く」

トラン：‥武具のことが書かれた本？　そんなものが……。

ＧＭ：‥「書の名は、“〝マビノギオン”〟───四冊さつからなるこの本には、薔薇の武具に秘ひめられた真実が、使い方が、書かれていると言われる」

クリス：‥……使い方？

ＧＭ：‥「お主が、武ぶ具ぐを求める旅を続けるならば───本を探さがすがいいだろう。じじいからの、たむけの言葉じゃ」（なぜか一同爆笑）

ノエル：‥その本は、どこにあるんですか～。

ＧＭ：‥「四冊とも、行方は不明だが……ラインの書庫にそのうちの一冊があるとも、聞く」

クリス：‥ラインか……ディアスロンドとは方向ちがいだな。

ノエル：‥でもがんばって集めますよっ。

ＧＭ：‥「───そうか。がんばりなさい、少年少女たち」（やはり一同大爆笑）……と、そんなじいさんの言葉と共に、今回のエンディングは終しゆう了りようとなりますが……。

ノエル：‥じゃ、最後に……表ひよう彰しよう台から飛び降おりて、みんなに言います！　じゃ、みんな……行きましょーっ！　って。



　……そんな元気なノエルの姿すがたを見て、三人は微笑ほほえむ。



トラン：‥もう夕方ですが……今から街を出るのですか？

ノエル：‥あ、そっか。



　薔ば薇らの武具、小箱───その真実を知らしめる書・マビノギオン。

　そこに書かれている真実とは───。



エイプリル：‥ま、野宿でも問題はなかろう。一いつ刻こくもはやくディアスロンドに向かいたい気持ちはわかる。

クリス：‥せめて晩ばん飯めしくらい街で……。

エイプリル：‥なに、野宿したって世の中にはごちそうだらけさ。トカゲとか、カエルとか、蛇へびとか。

ノエル：‥今晩は街に泊とまります（断だん言げん）（一同爆ばく笑しよう）。



　この楽しいひとときが、いつまで続くか───それはわからない。

　ノエルの旅の果てにあるもの。



　それが白日の下にさらされる日は、刻一刻と近づいていた。





『アリアンロッド』リプレイ・ルージュ

みっしょん03「ダブラルの宴」

─ＦＩＮ─



    

  
    
      　　　　PREPLAY




◆Preplay 01◆キビキビいこう！




　二〇〇六年二月某ぼう日。

『アリアンロッド』リプレイ・ルージュ───第四回日のセッション日が到とう来らいした。

　F.E.A.R.社会議室に集まったプレイヤーたちを前に、ＧＭきくたけは宣せん言げんした。



きくたけ：‥というわけで、セッションを始めます！　では、まずは「今回予告」から！

一同：‥はやっ！

かわたな：‥い、いつもはもっとグタグタと無む駄だ話をしてからゲームに入るのに……（笑）。

クレバー矢野：‥しかも今日はやたら元気ですな。

きくたけ：‥ええ、昨日はなんと……ちゃんと寝ねられたので！（笑）

たの：‥セッション前日にちゃんと寝るとはめずらしい。

きくたけ：‥確かく信しんしたよ！　やっぱ人間、睡すい眠みんは大事だよ！　今日は元気いっぱいだよ！

力丸：‥あははは（笑）。

きくたけ：‥では、例によってレベルアップは今回予告とハンドアウトの読み上げのあとにいきましょうか。では……いきます！（声を作って……）



「……第三の武ぶ具ぐを求め、ディアスロンドへと急ぐ一行。

　その道どう程ていで立ち寄よった温おん泉せんの街ルネスで一行を待ち受けていたのは、じじいとばばあと、金にもならないトラブルだった───」



一同：‥待てぃっ!?（大だい爆ばく笑しよう）

力丸：‥ちょ、ちょっと待ってくださいちょっと……っ（笑）。

クレバー矢野：‥いきなりやる気が出てきた！（笑）



「アリアンロッド・リプレイ・ルージュ

　みっしょん04

『闇やみに咲さく薔ば薇ら　───Wygarウイガール』



　冒ぼう険けんの舞ぶ台たいが、キミを待つ！」



たの：‥な、なんだそのシナリオの内ない容ようとタイトルの差は……（笑）。

きくたけ：‥そこをツッコんでいただきたかった。

クレバー矢野：‥じじい……ばばあ……素す敵てきだっ!!

かわたな：‥そんなにじーさんとばーさんが好きか!?

力丸：‥前回もすごく喜んでいましたし……（笑）。

きくたけ：‥では、次にハンドアウト……まずはノエルからいきまーす！



ノエル用ハンドアウト（力りき丸まる乃のりこ）

コネクション：‥占いばーさん　　　　関係：‥腐れ縁

　ソーウェン公こう爵しやくを倒たおし、さらにはダブラルの冒険者大会で優ゆう勝しようしたキミが、その依い頼らいをされたのは別べつ段だん不思議なことではなかった。

　今年度版ばん『トラベルガイド』の表紙モデル。

　一銭せんにもならないが、それは冒険者として名めい誉よなことであった。

　そのモデル仕事が終わった時、新たな火種がキミの眼がん前ぜんに現あらわれた。



力丸：‥モデル！（笑）あぁ～、あの本の表紙の？（笑）

きくたけ：‥ですです。あの本の表紙が、どうして描えがかれたかという話ですな。

『アリアンロッドトラベルガイド』、富士見書しよ房ぼうから大だい好こう評ひよう発売中である。



力丸：‥表紙ですよ表紙！　な、なにげにかっこいいですよ。CanCamモデルくらいの勢いきおいがありますよっ。

クレバー矢野：‥それは勢いだけでは……。

力丸：‥ちなみに写真撮とるのでしょうか？　カメラあるんですかね。

きくたけ：‥今回はノエルをモデルに絵を描く……って話ですね。

たの：‥カナンあたりにいけばカメラくらいありそうだけどな。

クレバー矢野：‥なにせ列車が走ってますからねえ。

きくたけ：‥……では次。クリスのハンドアウト～。



クリス用ハンドアウト（かわたな）

コネクション：‥マティアス　　　　　関係：‥恩人

「五つの武具はまだそろわぬのか？　どんな手を使ってもかまわぬ。正せい義ぎのために、一いつ刻こくもはやく武具をわしのもとへ持ち帰るのだ」



かわたな：‥……は？

きくたけ：‥いや、マティアス様のセリフだが。

クレバー矢野：‥ハンドアウトにセリフが入ってる……というか“〝わしのもと”〟って言うな！

きくたけ：‥うひひ。続きー。



　ルネスの街についたその日、大空より舞まい降おりた伝でん書しよ鳩ばとの足にくくりつけられていたのは大だい恩おんあるマティアスからの催さい促そく状じようだった。



かわたな：‥やっぱり前と変わっとらんっ！（笑）

きくたけ：‥もうオープニングで演えん出しゆつするのもアレなので、ハンドアウトでやっちゃおうと。

クレバー矢野：‥ひ、ひどい！（笑）



トラン用ハンドアウト（クレバー矢や野の）

コネクション：‥大首領　　　関係：‥主人

「五つの武ぶ具ぐはまだそろわぬのか？　はやくノエル殿どのに我われ々われの苦しい立場をご理り解かいいただき、五つの武具を持ち帰ってほしい」



クレバー矢野：‥あはははははっ！　こ、こっちもオープニングだ！　がんばります大首領！

力丸：‥な、なんか優やさしいですよ大首領……っ（笑）。

きくたけ：‥（笑）。では、続き～。



　ノエルが表紙のモデルで拘こう束そくされている時、キミには尊そん敬けいする大首領から様子を窺うかがう連れん絡らくが入っていた。

「───追つい伸しん。風か邪ぜなどひかぬよう、自愛せよ」



クレバー矢野：‥なんだそれはっ!?（と、ハンドアウトを奪うばい取る）ぐわっ!?　ハンドアウト、ホントに追伸とか書いてるよっ!?　大首領、いい人だ！（笑）

きくたけ：‥トランはほめると伸のびる子なんだ。では、次はエイプリル～。



エイプリル用ハンドアウト（たのあきら）

コネクション：‥神聖皇帝ゼダン　　　関係：‥主人

「お前が我々の監かん視しから解かい放ほうされるための方法はひとつ。

　武具を余のもとに持ち帰ること。帝てい国こく領りよう内ないを出たからといって、安心しないことだ」

　ルネスの街の大通り、ふいにキミの胸むな元もとに差し込こまれたそのメモには、ヴァンスター皇こう帝ていからのメッセージが綴つづられていた。



たの：‥…………。

きくたけ：‥……以上、オープニング終わり。そんな感じ。

かわたな：‥たしかにオープニングだった（笑）。

きくたけ：‥うし、では……レベルアップといこうか！　えっと、ノエルは前回の成長点で５レベルになるな。他ほかの人は……６レベルか。

クレバー矢野：‥そうですね。

きくたけ：‥ふふふ、今回はかなり強い敵てきを用意した。四人が全力で戦っても、勝しよう率りつは五割わりを切ることをめざした。すべては矢野くんのせいです。

クレバー矢野：‥なんでですか！

きくたけ：‥サモナーに転てん職しよくして《サモン・アラクネ》なんて取るからだっ！　こっちの攻こう撃げき通らないじゃないかっ！（笑）



　……そんな不条理な発言の後に、レベルアップを始める一同。

「今回の敵は今まで以上に強い」……こんなＧＭの言葉に、ひとりひとりどう成長させるかをみんなで相談、候こう補ほとなるスキル名をあげて検けん討とうする。

　しまった、少し脅おどしすぎたか（笑）。



「クリスは……《バッシュ》を５にするか、モンクに転職するか……。【ＨＰ】も増ふえるし、今すぐモンクになって《インデュア》取るのもいいな……」

「ノエルはどうしよっか」

「そうですねえ……《バッシュ》は今、４なのでぇ……」

「《バッシュ》は５にしていいんじゃない？」

「おお、《バッシュ》上じよう限げんにいったか。これで一人前の戦士に（笑）」

「あとは、《ウォーターステップ》を１レベル上げて命中しやすくしますっ」

「俺はどうしたもんかな。いつもメジャーですることない（笑）」

「転職すべきでは？」

「レンジャーになるっていうのは？《ブルズアイ》で一撃必殺の攻撃力を持てる」

「……やっぱりそうくるか」



　なにやら、やたらと真しん剣けんな会話が続く。

　そして小一時間ほど経たった頃ころ。



　四人はレベルアップを無事に終しゆう了りようしたのだった。

　次ページ以い降こうのデータをミッション03時（21ページ～）と見み比くらべていただきたい！



    

  
    
      　　　　OPENING PHASE




◆Opening 01◆そこは湯の街ルネスの街




　第三の武ぶ具ぐを求め、ディアスロンドへと向かうその道すがら。

　四人が立ち寄よったルネスは温おん泉せんの街として、多くの人々が訪おとずれる観光地だった。

　やはりこの街にもある神しん殿でんの一室で今───。



　ノエルの笑え顔がおが凝ぎよう固こしていた。



ＧＭ：‥では、シナリオ本ほん編ぺんを始めよう！　予告したとおり、今回の物語はルネスの街から始まる。（トラベルガイドを開いて）ちなみに、ルネスの場所はここ（と、指さす）。

クリス：‥ダブラルがここだから……おお、けっこう移い動どうしたな。

ＧＭ：‥うん、ダブラルから南下して、“〝賢けん者じやの街”〟エルクレスト経けい由ゆで街かい道どう沿ぞいにルネスに向かったんだ。



    

  
    
      ノエル：‥もうディアスロンドまですぐですねっ。

クリス：‥温泉街ってことは、街の入り口には、ハッピを着た旅館の客引きがいるのか？（笑）で、駅前にはマイクロバスが停とまってて……。

ＧＭ：‥マイクロ馬車なら。

トラン：‥マイクロ馬車っ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ノエル：‥（笑いながら）な、なんですかそれっ……きっと小っちゃいんですね……っ（笑）。

トラン：‥マイクロ馬車……すごい言こと霊だまだ……（笑）。

ＧＭ：‥で、きっと造ぞう花かのアーチとかあって、「歓かん迎げい！　フォア・ローゼスご一行様」というタテ看かん板ばんがある（一同爆笑）。

トラン：‥イメージが日本の温泉街にしかなりません……（笑）。

ＧＭ：‥街をパレードが横行し、民宿ではなく観光ホテルなどの宿しゆく泊はく施し設せつが立ち並ならぶ街───にイメージ変へん換かんしてください！

トラン：‥じゃあそれで！

ＧＭ：‥ではあらためて。シーンはキミたちがルネスにたどり着いて、約七日が過すぎた頃。街にある神殿の一室から始まる───。で、このオープニングはノエルの登場からスタートするので、他ほかの三人はてきとーなとこで出てきてくださいませ。

ノエル：‥あたしからというと……あ、この本（トラベルガイド）の表紙絵ですねっ。

ＧＭ：‥です。神しん殿でんの一室で……キミは今、どこかの国の民族衣い装しようのようなドレスを着て、その腕うでにはカゴをさげ、笑え顔がおを浮うかべている。目の前には、キャンバスに向かう画家の先生が一心不ふ乱らんに筆を動かしてるね。

ノエル：‥モ、モデルと聞いたので水着を着なきゃと考えてたあたしは……（笑）。

クリス：‥なに水着っ!?（←登場）

トラン：‥ほう、水着（←登場）。

エイプリル：‥では、ついでに（←登場）。

クリス：‥ハ、ハレンチな絵を描かこうというのではあるまいなっ!?

ＧＭ：‥「それは芸げい術じゆつではありませぇん……」先生は真の芸術家なのでそんな低てい俗ぞくなものはお好みになりませんっ。トラベルガイドは冒険者必ひつ携けいの書、その表紙を担たん当とうするのも当然、神殿直ちよく属ぞくの由ゆい緒しよ正しい画家でして……あ、ピエール先生っていうんですけどね？　彼……。

一同：‥待てっ!!（大爆笑）

トラン：‥（ゲラゲラ笑いながら）ちょ……ま、待って……ピ、ピエール先生って誰だれ～っ!?

ノエル：‥あ、あやし～いぃ……ぃ（笑）。

ＧＭ：‥……なんだよっ!?

トラン：‥い、いやっ、もうピエールというだけで……まずい、なんかヘンなツボに入ってる……っ（笑いをこらえている）。

ノエル：‥（笑いをこらえながら）ピエール先生って言われると、なんか痩やせぎすのやらしい顔しか……（笑）。



　全世界のピエールさん、ごめんなさい。



エイプリル：‥……ベレー帽もかぶってるな。

ＧＭ：‥ヒゲもピンとたってます。

ノエル：‥そうそうそうっ、そのイメージですよっ！（笑）

ＧＭ：‥って、ピエール先生はどーだっていいんだよっ!?　話進めようよっ!!

トラン：‥す、すいません……（笑）。

エイプリル：‥なんでこのキャンペーンは、ＮＰＣのキャラが変に立つんだ。

ＧＭ：‥戻もどすぞっ、話を戻すぞっ!?　コホン……えー、ピエール先生は「ほう……」、笑みと共に満足げに息を吐つき───筆を置く。「完成です……どうです、私の自信作です」。

ノエル：‥は、は…い……（←笑いを抑おさえて声が震えている）。え、えっと……先生、腕うでがしびれました……。あたし、一週間ずっとこのポーズだったんですよね？

ＧＭ：‥ええ、ピエール先生はたいへんきびしい方で、１ミリでも動くと怒おこるんですね。

ノエル：‥ばしっとか筆が飛んでくるんですよっ。

クリス：‥お、鬼おにかっ。

ＧＭ：‥「……そうそう。数日で表紙の色刷り見本が出ますのでぇ……もう三日はどこの街に滞たい在ざいしてチェックしていただけると助かりますぅ」とピエール先生。

クリス：‥なるほど。それにしても三日か……それまでずっと海パン一丁ですごせと……。

ＧＭ：‥なんでだっ!?

クリス：‥ルネスって海うみ沿ぞいのリゾート地みたいに水着のまま出歩く決まりじゃなかった？

エイプリル：‥いや、そういう人も多いって話だろ。

ＧＭ：‥きっとクリスのパンツは虹にじ色に煌きらめいています。

ノエル：‥あたしが丹たん誠せい込こめていちばん素す敵てきなのを選びました。

クリス：‥ぐおおっ、やってくれるなノエルさんっ!?　売ってるのか、そんな悪あく趣しゆ味みなの!?

トラン：‥贈おくる方もアレだが、ホントに穿はく方も穿く方です。

ＧＭ：‥まあ、パンツの話はおいといて！「えー……とにかく三、四日で見本をお届とどけしますので、この街の温おん泉せんをお楽しみください」あ、ちなみにこの街での滞在中は、表紙モデルのこともあって、生活費はすべて神殿もちだ。街の中央に、温泉付きの大きな宿がありまして、そこに宿しゆく泊はくしてます。

トラン：‥では、せっかくなので、もう三、四日はそこで世話になるとしましょう。

ＧＭ：‥うい（笑）。てなとこで、一回シーンを切ります！



    

  
    
      　　　　MIDDLE PHASE




◆Middle 01◆ばばあのお告げ




「ん───……っ」



　神しん殿でんの門を出ると同時に、ノエルは凝こり固まった身体からだをほぐすようにノビをした。

　見上げた空はオレンジ色に染め上げられ、視し界かいいっぱいに広がっている。

　だが、すでに不運を告げる者は、



　彼女の背はい後ごに忍しのび寄よっていた。



ＧＭ：‥では、次のシーンで、全員登場ということで！　んと、ここは前のシーンからダイレクトにつながります。キミたちは用事を済すませて神殿の扉とびらを開けて外に出て……。

ノエル：‥じゃあ、ノビをしながら出てきます（笑）。

ＧＭ：‥……そして再さい会かいした。

トラン：‥再会？

ＧＭ：‥「ぐーぜんっ、ぐーぜんじゃのうっ」

一同：‥………………。

ＧＭ：‥「……今回は反はん応のうが薄うすいの」なんか占うらないばーさん、なにやら殻がまっ黒な温泉玉子を両手に抱かかえ、もぐもぐ食べながら話しかけてきますが。

クリス：‥ばーさん……。

ノエル：‥おばあさんっ……おばあさん……っ（笑）（←ひとりだけウケている）。

クリス：‥今回はなにしてんだ。

ＧＭ：‥「なにって……当然商売じゃ。いやなに、温泉に来て開放的な気分になった観光客相手ならちょっとくらいてきとーに占っても問題なかろう？　ボロい商売じゃ」

ノエル：‥おばあ…さんっ……おばあさん……ちょっ……っ（笑）（←まだウケている）。

ＧＭ：‥なにやら、ひとりで大受けしているノエルにばーさんの目がとまる。

ノエル：‥は、はぃはぃっ……───は？（笑）

ＧＭ：‥「…………」

ノエル：‥お、おばあさ……？（笑）

ＧＭ：‥「……あちゃあ…………」（一同大だい爆ばく笑しよう）

一同：‥あちゃあっ!?（大爆笑）

ノエル：‥あちゃあですかっ!?　あちゃあってなんですかおばあさんっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：‥「（ノドから振ふり絞しぼるような声で）ぃやあ……これまでもぐーぜん、何度か会うたびにいろいろ警けい告こくしてきたが───今回は……ひどいっ!!」

ノエル：‥ひ、ひどいってなにがひどいんですかあっ!?

ＧＭ：‥「世の中、“〝～難なん”〟という言葉があるのは、わかるな？“〝女難”〟とか“〝水難”〟とか」

ノエル：‥あ、ありますね。

クリス：‥今回はノエルにそういうものが降ふりかかると？

トラン：‥どんな“〝難”〟だ。

ＧＭ：‥「じじい難じゃ」

一同：‥じじい難っ!?

ＧＭ：‥「それも相当悪あく質しつな」

一同：‥悪質なじじい難っ!!

トラン：‥なんだそれはっ!?

ＧＭ：‥「……わからんのか？　水難なら水の難。女難なら女の難。じじい難と言ったらじじいの難に決まっておる」

クリス：‥そーじゃなくてっ!?（一同大爆笑）もうちょっとくわしいこと教えろよっ!?

エイプリル：‥占い師しがそんな明めい確かくなこと言うわけないだろう。

ＧＭ：‥「わかってきたようじゃの。細かい予言をするほど、外れる可か能のう性せいが大きくなるからの。どうとでもとれるようにしゃべるのがコツじゃ」

ノエル：‥お、おばあさん……（笑）。

エイプリル：‥で？　そのじじい難とやらはいつくるんだ？

ＧＭ：‥「占いによれば、お主らは今から宿に帰ろうとしているはずじゃ。その帰り道……距きよ離りからして七分二〇秒後、というところか」

クリス：‥めちゃくちゃ具体的じゃねーかっ!!（笑）

トラン：‥とにかく今回出会うじーさんがなんかしらの災さい厄やくをもたらす……と。

ＧＭ：‥「……そのとおりじゃ。近々お主はひとりのじじいと会うであろう……」

ノエル：‥ひ、ひとりのじじい……（笑）。

ＧＭ：‥「……よいか？　悪いことは言わん。その出会うであろうじじいに、決して近づいてはならん。近づけば、お前には身の破は滅めつが訪おとずれるであろう」

ノエル：‥みっ、身の破滅ですかっ！　あ、あの回かい避ひする手しゆ段だんは……。

ＧＭ：‥「ない」

ノエル：‥ない……ないんですかっ!?

クリス：‥七分二〇秒後、確実に訪れる未来を予言されてもどーしよもないだろうっ!?

ＧＭ：‥「しかしこれはあくまでじじいと関かかわったらのこと。会っても無む視しすればよい」

ノエル：‥む、無視と言われてもどうすれば……。

ＧＭ：‥「例えば、じじいが空から降ってきたとしよう」

クリス：‥それ、かなり無視しづらいな……。

ＧＭ：‥「見て見ぬふりして、立ち去るがよい」

ノエル：‥そ、それはかなり……難むずかしい……（笑）。

クリス：‥まあ、俺おれたちの心持ちしだいということか。

ＧＭ：‥「まさにそのとおりじゃ。……よ～い～か～決して忘わすれてはならぬぞ～でなければ、お主は身の破滅じゃ～努ゆめ々ゆめ忘れることなかれ～ひーひひひひー……」笑いながら占うらないばばあは、夕日の中に消えていく。

クリス：‥ひーひひひー、じゃねえだろ！（笑）

ＧＭ：‥そしてキミたちは呆ぼう然ぜんとばーさんのうしろ姿すがたを見送り───。

トラン：‥シーンが切れる、と。……それにしても、もう誰だれも「お前なんでこんなとこにいるんだ」って言わなくなりましたね。

クリス：‥出てきて当たり前というか……。

ノエル：‥出てこないと寂さびしいというか……（笑）。

ＧＭ：‥と、ばーさんがいかに愛されているかわかったところで、シーンを切りまーす（笑）。



◆Middle 02◆じじいの受じゆ難なん




　運命────それは変え難がたきもの。

　だが、それに抗あらがって生きていく道もある。

　それには強い意い志しが必要だった。



　トランは、それを思い知った。



ＧＭ：‥そしてここから新しいシーンです。えー……キミたちは、ばーさんの言ったとおり宿屋へと向かうその途と中ちゆう───。

ノエル：‥ふっ……く、ふくく……っ（なぜかいきなり笑い出し、こらえる）。

ＧＭ：‥い、いや、まだなんにも言ってません。

ノエル：‥す、すみません……はい（笑）。

ＧＭ：‥つ、続けます（笑）。ばーさんと別れてから七分十五秒が経けい過かし……十六、十七……。

ノエル：‥（笑いをこらえて震ふるえる声で……）十八、十九……。

クリス：‥……二十!!

ＧＭ：‥「（死ぬほど情なさけない声で）ヒッ、ひぃイ～ぃ!?」（一同大だい爆ばく笑しよう）

ノエル：‥あ、あああ～……っ（笑）（←なぜかぱんぱんぱんと拍はく手しゆ）。

ＧＭ：‥キミらが歩く道の先……路地に入る小道の方から聞こえてきたのは老人の悲鳴と、チンピラ風の怒ど鳴なり声。「おらおら、借りた金はチャキチャキ返さんかいっ!?」

トラン：‥うわっ、いきなり関わりたくない雰ふん囲い気きだ……っ。

ＧＭ：‥そして、泣き叫さけぶ子こ供どもの声。「やめてよっ、おじいちゃんをイジメないでよっ！」

クリス：‥ぐおおおっ、しかし絶ぜつ対たいに見み過すごせないシチュエーションでっ!?

ＧＭ：‥クリスが叫ぶと同時に、死ぬほどタイミングよく路地裏うらから転がりでてくる老人！「ひぃ、ひぃいぃいいいいいいい……っ───…………お？」

トラン：‥お？

ＧＭ：‥と、反はん応のうしたトランとじーさんの目が合う。

トラン：‥うわ、しまった……。

ノエル：‥関わったらダメ……なのでは……。

ＧＭ：‥じーさんは、つぶらな瞳ひとみでトランを見つめ……。

トラン：‥いかん！　視し線せんをはずせない……っ（笑）。

ＧＭ：‥「そ、そこの若わかいお方！　この哀あわれなじじいをお救いくだされいっ!?」

トラン：‥自分で哀れって言うな───っ!?

ノエル：‥ト、トランさんっ……た、助けを求めてますよおじいさんがっ。

トラン：‥う、うううう……っ。

ＧＭ：‥転がって助けを求めるじーさんに迫せまるチンピラ、じーさんにすがりつく子供たち！　子供たちは、みんなそろって特とく殊しゆな服を着ており……。

ノエル：‥どんな感じの服ですか？

ＧＭ：‥さあ……？

クリス：‥さあってなんだよっ！（笑）

ＧＭ：‥いや、この子供たちはとある学校の生徒なんだけどね、その服ふく装そう募ぼ集しゆうを記事でやるんで……どんな服になるかわからんのだっ!!



　ちなみにこの服装募集については、ゲーマーズ・フィールド誌し 10th Season vol.3において行なわれ……けっこうな数のお便りいただきました！

　投とう稿こうをくださったみなさま、ありがとうございました！（笑）

　佐さ久く間ま詔しよう子こさん、採さい用ようおめでとうございますっ!!



    

  
    
      

エイプリル：‥このじいさん、学校関係者かなにかってとこか？

ＧＭ：‥さて？（笑）とにかくそんな子供たちに囲まれ、じーさんは「ヒッ、ヒィいぃッ!?」と叫びつつ……ぢーっ……つぶらな瞳でトランを見つめ続けてますな。ぢー。

トラン：‥ち、ちくしようっ……耐たえきれない……（笑）。

ＧＭ：‥ここでチンピラもトランに気づく。「ああん？　なに見てんだあ、てめえ」

トラン：‥あー……（あきらめたように）……そこの借金取りのような御お方かたたち。じじいをいじめてはなりませぬ。

ＧＭ：‥「誰だ、てめえ」

トラン：‥通りすがりの者なのですが……。

ＧＭ：‥「関係ねえ奴やつはあっち行ってな」

トラン：‥できればそーしたいんですけどね……首をつっこんじゃったらもう、しょーがないというか……。

ＧＭ：‥“〝ぱああ……”〟じじいの表ひよう情じようが明るくなった。なんか眉毛まゆげが妙みようにぶっといじいさんなんですが……。

クリス：‥ぶっといのか。

ＧＭ：‥ええ、かなり。で……ふたり組みのチンピラなんだけど、片かた方ほうが言います。「金を借りたら返す！　これが人間の道ってもんだよ───なあ？」（と、ノエルを見る）

ノエル：‥な、なぜあたしにっ……なぜあたしに～っ、あ、え、ん……あ……ト、トランさんっ、なんとか……っ、なんとかっ、切り返してください！

トラン：‥わたしですかっ!?

エイプリル：‥……で？　結局、このじーさんに関かかわるのか？

ノエル：‥え、っと……。

ＧＭ：‥“〝ぐりんっ”〟。じーさんが首をまわしてノエルをすがるように見ます。

ノエル：‥あ、ああ……っ、ああ……（←目が合っちゃった）。か、関わります……あたしももう、その哀れみを誘さそう目にやられちゃいましたから……。

ＧＭ：‥じじいが、満面の笑え顔がおに変わります。そんなじいさんにイラついたチンピラが脅おどすように叫さけぶ。「おらおらっ、返へん済さい期き限げんまであと三日だぞっ、返せんのかよ、あー!?」

トラン：‥まあ、事情は飲み込こめた。では、チンピラを無む視しして……なあ、じいさん。取りあえずくわしいことを聞かせてください。

ＧＭ：‥「───ちょ、ちょっとわしはお金に困こまってましてね、この方々に三〇〇Ｇほどお借りしまして……っ」

クリス：‥たった三〇〇Ｇを返せないのかい。それくらいなら……。

ＧＭ：‥「返済は二〇〇〇〇Ｇでして」

一同：‥なんでだっ!?

ＧＭ：‥「知らなかったんですじゃあっ……まさか金利が十分ぷんで一割わりの複ふく利りだなんてっ!!」

ノエル：‥あ、あの……それって十分で一割の金利……？

ＧＭ：‥「もうわかったろ、てめえら？　俺らはこのじじいから金を取れればいいんだよっ。それともなにか？　そこのお嬢じようちゃんらが金以外のもので払はらってくれても、いいんだぜえ？」チンピラはいやらしい笑えみを浮うかべ、エイプリルとノエルをなめまわすように見る。

ノエル：‥目つきがやらしいですよっ!?

エイプリル：‥……よかろう。俺がこの身体で天国に行かせてやる。ついてこい。

ＧＭ：‥「おおっ、話がわかるじゃん……っ」と、エイプリルの背せ中なかを押おしてチンピラたちはるんるん♪　と、路地裏うらへと消え───。

エイプリル：‥“〝ごきっ、ドカっ、バキィ……っ”〟

ノエル：‥耳をふさいでます。

ＧＭ：‥……ややあって、パンパンと手をはたきながらエイプリルが路地から出てくる。

エイプリル：‥済すんだぞ。

トラン：‥ふっ、たわいもない。

ノエル：‥な、なんでトランさんが……言うかな。

ＧＭ：‥では、ややあってなぜかズタボロになったチンピラたちが路地から出てきて……叫さけぶ。「て、てめえ……じじいっ、こんなことしてタダですむと思ってんのか!?」

クリス：‥じじいに八つ当たり（笑）。

ＧＭ：‥じじいはやや強気になって、「お主らで、この冒ぼう険けん者の方たちにかなうと思うたか！」。

ノエル：‥お、おじいさん……っ（笑）。

ＧＭ：‥チンピラは、「……いいか、三日後だぞ、ばっきゃろー!?」と捨すてゼリフを残し、お互たがいに肩かたを貸しあいながらその場を去っていった。

エイプリル：‥……やれやれ。とりあえず、片づいたな。

ノエル：‥おじいさん、大だい丈じよう夫ぶですか～。

ＧＭ：‥「ううっ……わしゃあ、わしゃあ……こんないい人たちに助けてもらえるなんて……なんと幸せなことか……くううううううぅうっ」じーさん、男泣き。左ひだり腕うでで涙なみだをぬぐう。

ノエル：‥じゃあ、あたしたちもこれで～。おじいさん、気を付けて……。

ＧＭ：‥“〝はっし”〟（←なにかつかんだ音）。

一同：‥……。

ＧＭ：‥男泣きしながらじーさん、ノエルの服をつかんでますが。

一同：‥……。

ノエル：‥えーと、やっぱりこれは……。



　ノエルが困った笑顔を浮かべつつ、三人に視線を送る。

　クリスがあきらめた口調で、ノエルのセリフを継ついだ。



「……じーさん、とりあえず話を聞こうか」



◆Middle 03◆紫むらさきの薔ば薇らの───




　人にはそれぞれ、自分の立場や収しゆう入にゆうにみあったお金の使い方というものがある。

　分不ふ相そう応おうなお金を使えば、未来には必ずしっぺ返しがくる。



　老人は、それをまったく理り解かいしていなかった。



ＧＭ：‥「いやあ、人ひと心地ごこちつきましたあ───ずずず」じーさんは幸せそうにお茶をすすりながら、そう語った───。てなとこで、新しいシーンに入ります。

エイプリル：‥シーンの舞ぶ台たいは？

ＧＭ：‥んと、さっきの場所からそう離はなれていないお茶屋だ。なんというか、ちょっと高いけど、まともなお茶を飲ませるようなお店ですな。「ここは、わしがひいきにしてる店での」

クリス：‥借金あるんだから贅ぜい沢たくはやめようよっ!?

ＧＭ：‥と、そんな声はじーさんの耳には届とどくはずもなく。「……ほんとにわしは幸せものじゃあ……こんな立りつ派ぱな方々に助けていただけるなんてのう」

クリス：‥（威い厳げんのある口調で）まあ、これも人助け。こうやってノエルさんが正せい義ぎに目覚め、いつかは神しん殿でんのために立ち上がってくれれば───。

ＧＭ：‥「おお、あなたは神官様でしたか！」

クリス：‥（威厳のある口調で）いかにも！

ＧＭ：‥「そのわりにはさっきわしが襲おそわれてる時、なんもしてくれませんでしたな」

クリス：‥（威厳のある口調で）い、いや、ちょっと様子を見てた……っ。

エイプリル：‥くっ、くく………………（こらえきれずに吹ふき出し、大爆笑）。

ノエル：‥ああ───っ、そーいえばクリスさんなんにもしませんでしたよ!?（一同爆笑）

クリス：‥いや……ほら、じーさんの方が実は悪い奴やつだったかもしれんし……ノエルさんがどう判はん断だんを下すか見定めようと……っ、それとばばあの予言も気になってたし……こう……。

トラン：‥しかも言いい訳わけを始めた！

ＧＭ：‥「……まあ、いいとしましょう。ただし、お主に対するわしの好感度は下がったぞ」

クリス：‥じじいの好感度なんていらんわっ!?（笑）

エイプリル：‥とにかくじーさん、説明をしてくれ。

ＧＭ：‥「えー……わしの名前はガーゼイと申します。わけあって身分を明かすわけにもいかんのですが……」

クリス：‥お前の身分なんか興きよう味みなんかない。

エイプリル：‥その訳あって身分を明かせないじーさんが、なぜ借金を？

ＧＭ：‥「実は───お主らはこのルネスにあるムーンスター芸げい団だんというのを知っておるか？」

エイプリル：‥ああ、サーカス団かなにかだったな。トラベルガイドに載のってた。

ＧＭ：‥「おお、そのとおり。実はこの芸団は、ただ単にサーカスだけをやってるわけでなく、学校も経けい営えいしておってな」

エイプリル：‥学校？　宝塚が運営してる学校と同じようなものか？

ＧＭ：‥そんなもんです。「将しよう来らい、サーカスのみならず歌や芝しば居い、演えん劇げき……各方面で活かつ躍やくできる人材を育成する機関でな、エリンディルの大都芸げい能のうと呼よばれておる」

一同：‥ウソつけっ!?（笑）

クリス：‥『ガラスの仮か面めん』知らないとわからんわっ!?

エイプリル：‥……よくわからんな。その学校とじいさんにどんな関係が？

ＧＭ：‥「わしは、ふだんは生徒たちにとっては単なる気のいい老人だが、学校に匿とく名めいで出しゆつ資ししておりましての。あえて言うなら、紫の薔薇のじじいというところですか」（一同爆ばく笑しよう）

クリス：‥さりげなくいい方に回るなよっ!?

ノエル：‥ああ、あの子こ供どもたちはその学校の生徒さんなんですね～。

クリス：‥で!?　その影かげの出資者と借金がどう関係するんだ。

ＧＭ：‥「まだわからんのか。出資者じゃと言ったろう」

クリス：‥は？

トラン：‥まさか……。

ノエル：‥出資するために……お金を闇やみ金きんから借りちゃった……？

ＧＭ：‥「うむ」

一同：‥じいさ───んっ!?（笑）

トラン：‥しかもたった三〇〇Ｇか!?

ＧＭ：‥「あちこちから少しずつツマめば大金になる」

トラン：‥ツマむなよっ!?　てゆーか出資するなら自分の資産でやれ!?

ノエル：‥そうですよそうですよおじいさあ───んっ!?

ＧＭ：‥「ま、どうせ老い先短い身じゃ。多少借金したところで……」

クリス：‥踏ふみ倒たおす気かっ!?

エイプリル：‥……待て！　第三者から出資したいって申し出があって、それを受け取ったらえらい高利で返へん済さいを迫せまられたって話にしてくれ！　でないと、借金を踏み倒す気満々のじーさんに手を貸かす話になってしまうっ!!（一同大爆笑）

トラン：‥おじいさん、あんたはなんて悪いんだっ、どうです我わが組そ織しきに入りませんか!?（笑）

ノエル：‥お、おじいさん……おじいさん……っ、すごいひどい……なんかめちゃくちゃ……っ（←笑い転げている）。

ＧＭ：‥では、じいさんは引っかけられたということで。「わしも最初からそう言っておる」

エイプリル：‥ウソつけ。

クリス：‥よし、引っかけられたって話なら手助けしようという気にもなる。

ＧＭ：‥まあ、契けい約やく書をちゃんと確かく認にんしないでサインしたって事実は変わらんがな。「問題は、わしが知らずにサインしてしまった借金の借用書じゃ。あれこそ諸しよ悪あくの根源と言えよう。これを取り返せば……」

クリス：‥諸悪の根源はじーさんのような気が……。

ＧＭ：‥（無む視しして）「で、どこかに正せい義ぎのパーティはいないかのうと思っていたところに、あなた方の登場だ」（ちらーりとノエルを見る）

ノエル：‥は、はあ……はい……はぃ。

ＧＭ：‥「いやあ、もちろんお金はないから報ほう酬しゆうもないんですよ？　それでも引き受けてくれる正義にあふれたギルドを探さがしておりましてな。報酬は、子供たちの笑え顔がお！　これじゃ。この金を返さなければ子供たちにもどんな迷めい惑わくがかかるか……」

ノエル：‥ああ～痛いたいところを～……（笑）。

トラン：‥まあ、だいたいわかった。つまり……。

ＧＭ：‥そうそう、じーさんが困こまったって話だ。

クリス：‥困ったじーさんの話だろ。

エイプリル：‥しかし、チンピラの事じ務む所しよを強きよう襲しゆうすることになるのか？　町中での大おお騒さわぎは避さけたいところだが……。

ＧＭ：‥その点は問題ない。奴やつらは、ルネスの北にある山の洞どう窟くつにアジトをかまえておる」

一同：‥ただの山さん賊ぞくだろそれはっ!?

ノエル：‥ちょ……ちょっと……おじいさっ……ん（笑）。

ＧＭ：‥「で、ギルマスさんどうですかの！　引き受けてくれ……いや、聞くまでもないようじゃの！　あなたの目は正義に満ちている！　子供のために戦おうとしている気き概がいが見える！　感じる！　わしにはわかーるーぅー！」（一同大爆笑）

ノエル：‥ちょ……っ、お、おじいさ……っ……（笑）。



（じーさんに圧あつ倒とうされ、しばらく笑いが止まらなくなる一同）



クリス：‥ごめん、ちょっと……休きゆう憩けいっ、休憩っ！　休憩いれようっ!?

ノエル：‥……お、おかしくて……っ（笑）。きくたけさん、なんで今日はそんなハイテンションなんですか……っ（笑）。

トラン：‥とにかくちょっとクールダウンさせてください！



　こーして、セッションに五分ほどの休憩時間がはさまったのであった。



　　　＊　　＊　　＊



ＧＭ：‥……さて。気分が落ち着いたところで、セッションを再さい開かいしよう。

ノエル：‥は、はい……（←なぜかまだ笑いをこらえている）。

ＧＭ：‥「さて、ではあらためて返事を聞かせてもらおうかの」

ノエル：‥は……ぃ、まあそこまで聞かされたら……（笑）。

クリス：‥……。

トラン：‥む。クリスが、あちゃーという顔をしています。

ノエル：‥え！　依い頼らいを受けちゃいけないですかクリスさんっ、もしかしてっ。

ＧＭ：‥「なにっ!?　最近の神しん殿でんは冷たい！」

トラン：‥じーさん、いいことを言う！

ＧＭ：‥「わしの好感度も下がりっぱなしじゃ！」

トラン：‥じーさん、いいことを言う！

ＧＭ：‥「そう思うか、若わかいの！」

トラン：‥ええ、神殿はよくない組織ですっ！

ＧＭ：‥「ほう、神殿のどこがよくないと思うんじゃ！」

トラン：‥神殿は正義顔しつつ、弱者を助けてくれるわけじゃない！

ＧＭ：‥「……いや、神殿もあれでなかなかいいとこもあるんですよ？」

トラン：‥あ、あれっ!?

エイプリル：‥おい、またじーさんのペースに巻まき込こまれてるぞ。

ＧＭ：‥えー……なんでしたっけ。そうそう、まだ返事を聞いていなかった。「で、ギルドマスターさん……依頼は受けてくれますかの？」

ノエル：‥はい、え……。

ＧＭ：‥「“〝はい”〟？　受けてくださるのですね、ありがとうございます」

ノエル：‥あ、ちがうっ、そうじゃ……。

ＧＭ：‥「ちがうんですかっ!?」

ノエル：‥はい……いやそうじゃなくてっ、はい、いや、はい、いや、はいいいえいえ……ちがうんです、ちがうんですよっ、はい……っ、いえそうでなくてはぅはわわ……っ!?

ＧＭ：‥「どっちじゃ」

トラン：‥てゆーか落ち着いてくださいっ!?

エイプリル：‥……クリス、助けてやれ。

クリス：‥いろいろひっかかるが……砦とりでをかまえて街の人々に害をなす山賊……じゃない悪あく徳とく金きん融ゆうを倒たおすのは正義の役目。引き受けましょう。

ノエル：‥そうですよねっ、それが言いたかったんですっ。

クリス：‥そしてノエルさんが行く、と言うなら我われ々われはそれに従したがうのみ。かならずや、その無法な借用書を奪だつ還かんしてみせよう。

ＧＭ：‥「おお、さすがは神官様！　なにとぞ……なにとぞお願いいたします！」

エイプリル：‥……よし、ようやく話がまとまったな。ＧＭ、今の時じ刻こくは？

ＧＭ：‥夕方遅おそく、というところだな。今から山に向かえば深夜の襲しゆう撃げきということになる。

エイプリル：‥ふむ。では襲撃は明日だ。アジトが山にあるって情じよう報ほうが流れてるくらいだ。街で情報を集められるかもしれん。

クリス：‥なら、この街の神殿になにか情報あるかもしれないな。人数とか、武ぶ装そうとか、アジトのくわしい場所や構こう造ぞうとか。

エイプリル：‥よし、それだ。クリス、情報の収しゆう集しゆうを頼たのむ。我々はひと足先に宿に戻もどる。

クリス：‥わかった。今こそ神殿の情報収集能のう力りよくを見せてくれよう！

ＧＭ：‥「……では、吉きつ報ぽうを待っておりま───あ」

ノエル：‥あ？

ＧＭ：‥「無む報ほう酬しゆうで依頼をしておいてなんですが、ひとつ条じよう件けんというか、お願いが」

エイプリル：‥……。なんだ言ってみろ。

ＧＭ：‥「悪徳金融屋とはいえ、人の子です。決して命まではとらぬようお願いしますじゃ。殺すよりも生きたまま罪つみを償つぐなわせるのが人の道───そうではありませぬか、クリス殿どの」

クリス：‥む！　そのとおりだっ!!　それは神殿としては正しき道！　あいわかった！

エイプリル：‥……だが全力で戦って勝つより難むずかしそうだな、それは。

トラン：‥ルール的にはどう処しよ理りするので？

ＧＭ：‥ふつう、エネミーと戦う時は［とどめをさす］行動を省しよう略りやくしてるだけだからね。相手のＨＰを０にしても、トドメをささないということにして全力で戦えばいいよ。

トラン：‥理り解かいした。

ＧＭ：‥「では、よろしくお願いいたします───」じーさんはそう告げると店を出て、子こ供どもたちと手をつなぎ、夕ゆう闇やみの中に消えていく。「ねえねえ、さっきの人たち、冒ぼう険けん者さんー？」「そうじゃ……正せい義ぎにあふれる素す晴ばらしい人たちでの。彼らがお前たちの未来を守ってくれるんじゃ」「へえ、僕ぼくも大きくなったら困こまってる人を助ける冒険者になるんだ」

ノエル：‥ああ、ほほえましい光景が……（笑）。



　四人は、どこかほのぼのした気分で、夕日に消えていく老人たちの背せ中なかを見送っていた。

　優やさしげな目で彼らを見送りながら……クリスはポツリつぶやいた。



「じーさん……絶ぜつ対たいあやしいよな……」



◆Middle 04◆ルネスの夜は更ふけて




　ガーゼイじいさんの依い頼らいを受けてのち、クリスはひとり神しん殿でんへと向かった。

　神殿には、かの悪徳金かね貸かしの情報が嫌いやというほど記録されていた。



「なんでお前ら、これを放置しておくんだっ!?」



　そんなことを叫さけびつつ、彼が宿へと戻ってきたのは三時間後のことだった。



ＧＭ：‥……というわけで、新しいシーンへといこう。舞ぶ台たいは宿屋───クリスが帰ってきたところからです。

クリス：‥ただいまー。

ＧＭ：‥「おかえりなさいませぇ……お疲つかれになったでしょぅ……？」

クリス：‥うむ、疲れた！　ところであんた誰だれ！

ＧＭ：‥宿の仲なか居いさんです。「……ぜひとも温おん泉せんにゆっくり浸つかって疲れを癒いやしてください」

クリス：‥うむ。とにかくみんなの部屋へ行って……もらった情報を話そう。がらり。

ノエル：‥おかえりなさいですよ、クリスさん。

トラン：‥あなたの分の夕食は食べてしまいましたよガツガツガツ……っ。

ノエル：‥そうそう、とてもおいしかったですよっ。

クリス：‥ふざけんなっ!?　人が働いてきたというのに……っ。

エイプリル：‥気にするな。すでに俺おれは浴衣ゆかたに着き替がえて宴えん会かいムードだ。

クリス：‥浴衣があるのかっ！　この世界に！

トラン：‥まあ、東方世界やらサムライがいるくらいだからなあ……あってもおかしくない。

ＧＭ：‥トラベルガイドのルネスの特産品にも、“〝特とく殊しゆな衣服”〟ってあるしな。

クリス：‥それ、浴衣のことなのか。

ＧＭ：‥浴衣以外にもいろいろありそうだがね。

エイプリル：‥よし、俺が着付けをしてやろう。

ノエル：‥おー、お願いします～（笑）。

エイプリル：‥と、着付けをしつつ。クリス、入手した情じよう報ほうを見せろ。

クリス：‥うむ、これだ───。



クリスの情報メモ

・悪あく徳とく金きん融ゆう屋のアジトは、ルネスの北へ半日ほど歩いた山の中にある。

・アジトにしている洞どう窟くつは背せに切り立った崖がけ、出入り口の前に広場はあるが柵さくで囲まれ、その外は森の木々が生えている。

・監かん視し塔とうがふたつあり、交代制せいで常つねに見み張はりが立っている。これに見つからないように柵を越こえて洞窟に入るには【敏びん捷しよう】で難なん易い度14の判はん定ていに成功する必要がある。

　ただし、ギルドスキル《陣じん形けい》を使えば判定は必要ない。

・洞窟は一本道で、奥おくに大きな部屋がある。そこの金庫に借用書をしまい込んでいる。

・ボスはアコライトだが、メイジスキルも持つ魔ま術じゆつ師し。

・構こう成せい員いんは全部で二十名ほど（モブが２グループ）。ただし、昼のうちは集金に出かけているので１グループしかいないことが多い。

・ルネスの街だけで百人近くが被ひ害がいに遭あっている。



クリス：‥……と、こんなところだ。

エイプリル：‥ずいぶんくわしく判明しているな。なぜ神殿が討とう伐ばつせんのだ。

クリス：‥私が聞きたい。ほれこのとおり、アジトの見取り図もある。……実は神殿とつながってるんじゃねえの、くらいの感じだ。

トラン：‥やはり神殿は悪い組そ織しきということですよ、ノエル。

ノエル：‥そ、そうですねっ。

クリス：‥おいっ!!

トラン：‥しかし、山の洞窟に基き地ちを作って見張り台もたてて立てこもっている金融屋ってのも、なかなかのテロリストっぷりですね。

エイプリル：‥お前の組織も見習ったらどうだ。

トラン：‥いやいやいや、うちの組織は草の根活動中心と申しますか、人の繋つながりを大事にする───そんな地ち域いき密みつ着ちやく型の悪の組織でして。



　どんな悪の組織だ。



エイプリル：‥……。まあ、いずれにしても出発は早朝だな。それまでゆっくりするとしよう。

ノエル：‥では温おん泉せんですねっ!!

クリス：‥ちなみにこの宿の温泉シヤグジーは混こん浴よくです。

ＧＭ：‥うむ。パーティが別行動になってＧＭが困こまらないように混浴になっとります。

トラン：‥またてきとーなコトを言う……（笑）。

クリス：‥混浴だが水着着用だから問題はなかろう！

ノエル：‥そうそうそうですよっ!!　クリスさんの虹にじ色パンツが役立つ時ですっ。

クリス：‥って、ほんとに虹色なのか！　すごい趣しゆ味みが悪……。

ノエル：‥いやいやっ、とってもお似合いですからっ。保ほ証しようしますよっ。

クリス：‥保証されてもこま……っ。

エイプリル：‥とにかくみんなで温泉に行って、“〝ガラガラガラ……”〟（戸を開けた音）。

ノエル：‥わあ、ひろー…………。

ＧＭ：‥「おう、ぐーせんじゃのう」そこには、湯に浸つかっている占うらないばばあが。

一同：‥……。

クリス：‥へなへなとへたりこみます。

ＧＭ：‥ばーさんは湯にお盆ぼんを浮うかべて、その上には酒がのっている。

ノエル：‥お、おばあさん……っ、おばあさん……っ（←なぜか大ウケ）。

ＧＭ：‥「笑っている場合ではないんだがのう、お嬢じようちゃん。あれほど……あれほどじーさんに関かかわってはいけない言うたのに。もうダメじゃな」

ノエル：‥もうダメっ!?

ＧＭ：‥「あのじじいに関わった以上、未来にお主を待つのは悲ひ劇げきのみじゃ───」

ノエル：‥お、おばあさんっ、せめて悲劇の回かい避ひ方法を……っ！（笑）

ＧＭ：‥「ない！　唯ゆい一いつ、関わらぬこと───これだけだと申したであろうっ！」

ノエル：‥あああ、そうでしたよおばあさんっ……ほ、ほんとにおばあさんの予言、役に立たない……（←笑いをこらえている）。

クリス：‥よし、弁べん護ごするぞ。（シリアスな声で）だが、あの老人を見捨てることができようはずもない。……そう、あれは避さけては通れぬ試練だったのだ。

ＧＭ：‥「なんじゃお主、その趣味の悪いパンツは」

クリス：‥こ、これも避けては通れぬ試練なのだっ！（一同大だい爆ばく笑しよう）

ノエル：‥（←“〝ぱんぱんぱん”〟と、机つくえを叩たたきながら大笑いしている）……もう、もう……っ……○×▲□◆……っ。

クリス：‥とにかく、今回の災さい厄やくは避けて通れぬ道だった。そういうことだ。ノエルが、ここで困ったじいさんを見み捨すてるような人なら我われ々われもとっくに見捨てているさ。

ＧＭ：‥「（シリアスに）……。これも運命、か───」

ノエル：‥え。

エイプリル：‥なんだ、その意味ありげなひと言は。

ＧＭ：‥「では、わしは帰るとしよう。お主らも今日のところはゆっくり温泉に浸かって、英えい気きを養いなされ」

一同：‥待て。

ノエル：‥ちょ……っ、おばあさん……そ、それだけ……それだけですか……っ（笑）。

クリス：‥ばあさん、なにしに出てきたんだ……。

トラン：‥もはやそのセリフを言ったら負けです。

ＧＭ：‥「うむ。もはやこのババアにどんな情じよう報ほうを出せと言うんじゃ」

クリス：‥なにしに出てきたんだよホントにっ!?（笑）

ＧＭ：‥「では、さらばじゃ……」“〝とぷんっ……ぶくぶくぶくっ”〟湯に沈しずんでいく占いばあさん。そして気配は消えた。

クリス：‥え……えええぇええっ（笑）。

トラン：‥……い、いない。

ノエル：‥（笑いをこらえてノドから振ふり絞しぼるような声で）ぉ、おばぁ…さ～ん……っ（←テーブルに突つっ伏ぷす）。

トラン：‥（シリアスな声で）───ゆ、湯に溶とけたか……。

ノエル：‥（突っ伏してふるふる震えている）

ＧＭ：‥……と。ばーさんの消えたあと、キミたちは温泉を堪たん能のうし───明日に備そなえて早々に眠ねむりにつくのであった。……で、いいよね？　みんな、やることないね？

トラン：‥ないですっ！

ＧＭ：‥では、ここで一いつ旦たんシーンを切りまーす（笑）。



　そして、温泉から出て早々に四人は床につき───。

　ルネスの夜は、更ふけていく。



◆Middle 05◆強きよう襲しゆうか、潜せん入にゆうか




「う……っ」

　男は、その突とつ然ぜんの衝しよう撃げきにうめき声を上げ───意い識しきを失った。

　監かん視し塔とうに立つ見み張はりは、侵しん入にゆう者の存そん在ざいに気づくことは……なかった。



ＧＭ：‥……というわけで。キミたちは翌よく日じつの昼過すぎ。神殿から得た情報どおりの位置にあった、悪あく徳とく金きん融ゆう業者のアジトの前にやってきた、シーンはここからスタートだ。今は、柵さくの外に拡ひろがる森の中から様子をうかがってる状じよう況きようだね。



クリス：‥状況は？　監視塔の上に、やっぱり見張りはいる？

ＧＭ：‥いる。まさに神殿で得た情報どおりだ。柵までは見つからずに近づけるかもしれないけど、そこから先には遮しや蔽へい物がない。気づかれる可か能のう性せいが高いね。柵から洞どう窟くつ入り口までの距きよ離りは約20メートル。これまた、神殿でもらった情報どおりだ。

エイプリル：‥なんて正せい確かくな情報だ。

ＧＭ：‥洞窟の前にもひとり、番兵が立ってるね。

トラン：‥見つからずにすり抜ぬけるには、【敏びん捷しよう】で難なん易い度14の判はん定てい。んー……（←考え込こむ）。

エイプリル：‥俺が先に行って、奥おくを調べてくるか？

トラン：‥いや、ここは───最初から《陣じん形けい》を使いましょう。



　トランの判はん断だんは正しかった。

　１シナリオに三度しか使えない《陣形》を二度使用し、四人は素す早ばやく洞窟の方へ駆かけ寄よる。

　洞窟の入り口に立っていた門番を一いつ瞬しゆんで倒し、洞窟へと侵しん入にゆうした。

　奥の部屋へと続く通路にはトラップ（警けい報ほう装そう置ち）が仕し掛かけられていたものの───。



エイプリル：‥（ダイスを振る）……クリティカル。

ＧＭ：‥ぐは!?



　……これにより。

　一行は難なんなく最後の部屋の扉とびらの前へとたどりついたのだった。



　　　＊　　＊　　＊



エイプリル：‥では、扉をそっと開けて中をのぞく。

ＧＭ：‥うい。すると、ドアから約５メートルほどのところにひとつテーブルがあり、それを囲むように十人ほどの人ひと影かげが、立っている。



トラン：‥十人……モブか？

ＧＭ：‥さて（笑）。ただ気づくのは十人のうち、ひとりだけ……やや豪ごう華かな服を着ている。おそらくそれがボスだな。

クリス：‥たしか、神官で魔ま術じゆつ師しだったな。

ＧＭ：‥では、ここでもうひとつ状況説明を。キミらはここまで一いつ切さい、見張りに気づかれずに侵入した。トラップにひっかからなかったし。

エイプリル：‥うむ。

ＧＭ：‥よって、この最後の部屋で攻こう撃げきを仕掛けるのであれば……［不意打ち］が可能となる。

ノエル：‥［不意打ち］というと……？

トラン：‥敵てきがなにもできないまま、こっちはフリーで攻撃できるんです。

ノエル：‥な、なるほどぉ！　不意打ちですよ、クリスさん！

クリス：‥うぬ、正せい義ぎたる神しん殿でんに仕える者であるこの私が不意打ちなぞ……ぜひやろう。

トラン：‥おい神殿。ツッコみたいとこだが、その意見には賛さん成せいだ。まずは一番レベルが高そうで、しかもやっかいと予想されるボスを集中攻撃するってことで！

ノエル：‥じゃあ、せーの……で行きますよっ！　せぇーの……。



　ノエルの合図の声にあわせて、全員がおのおのの武ぶ器きを握にぎりしめる。

「……せっ!!」

　ノエルが声を発すると同時に、扉が蹴けり開けられ……四人が部屋になだれ込む。

「な、なんだ貴き様さまら……っ」

　少し豪華な装そう備びをしているボスとおぼしき男が驚おどろきの声をあげた。

　その声が暗い洞窟内に響ひびき終える間もなく……

　四人の攻撃が、同時に繰くり出された。



　ボスは、その場に倒たおれ伏ふした。



　　　＊　　＊　　＊



ＧＭ：‥いきなり死んだっ!!（一同大だい爆ばく笑しよう）

トラン：‥［トドメをさした］わけじゃないので、あくまで戦せん闘とう不ふ能のう状じよう態たいなんですが。

ＧＭ：‥というか、［不意打ち］で集中攻撃をすれば、たいていの奴やつは死ぬわ！

トラン：‥ですが、これでいきなり楽になりましたね。残った奴は……モブでしょうから。

ＧＭ：‥さて、それはどうかな。そこにいた部下らしき男たちは、突とつ然ぜんの乱らん入にゆう者に対し、一いつ斉せいに剣けんを抜ぬき、叫さけぶ！「おのれ、よくも我われらが頭とう領りようを！」「不意打ちとは、実に卑ひ怯きよう千せん万ばん！　この剣に懸かけて───お前たち、倒す！」「いくぞ、我らが誇ほこり見せる時だ！」

クリス：‥ま、待て！（笑）なんでこいつらこんなに士気が高いんだ！

トラン：‥どこが山さん賊ぞく……というか、悪あく徳とく金きん融ゆうだ！

ＧＭ：‥世の中、いろんなタイプがいるということだ。では、あらためて……戦闘開始だ！



　戦いが、始まった。

　残りはザコ───はじめこそそう考え、甘あまく見ていた四人だったが……。

　剣を斬きり結んだ時、トランは気づいた。



トラン：‥こ、こいつら意外に……強い!?　このチンピラたちのデータ、もしかして……“〝騎き士し”〟のデータを流用してませんか、ＧＭ!!

ＧＭ：‥うお、よくわかったな。



　───騎士。

　11レベルのエネミー……モブである。

　モブとはいえあなどることなかれ、彼らの戦闘力は非ひ常じように高く、こと物理攻撃力においては決してなめることのできない相手である。



トラン：‥わかりますよっ!?　今まで戦ったことあるし……そもそも、どこの世界に４レベルの《バッシュ》を使ってくる悪徳金融屋がいるかっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：‥わははは！（笑）さあ、この強大な戦闘力をもった悪徳金融戦士に、勝てるか!?

トラン：‥……。ＧＭ、ひとつ忘わすれてることがあります。我々は、もっとレベルの低い時に彼らと戦い勝利してきたのですよ？

クリス：‥つまり……我々が負けるわけは───ない！



　クリスがそう宣せん言げんして剣を振ふるった。

　戦いは───クリスが宣言したとおりの結果となった。



　悪徳金融のアジトは壊かい滅めつした。



◆Middle 06◆月明かりの決意




　山に巣くった山賊───もとい、悪徳金融の面々を、ガーゼイ老人の願いどおり神しん殿でんに引き渡わたしてのち、四人は宿へと帰き還かんした。

　そこで待っていたのは、四人をねぎらう宴うたげの席だった。



ＧＭ：‥さて、では新しいシーンに入りまーす。えー……見事チンピラ共のアジトを壊滅させ、帰還したシーンです！　じーさんも超ちようハイテンションで、「いや、ほんとにありがとうございましたっ！　ういーひっく！」

トラン：‥じーさんなんか酔よっぱらってるっ!!

ノエル：‥お、おじいさん！（笑）

ＧＭ：‥……あ、いや。舞ぶ台たいは、宿にある酒場。じーさんが帰ってきたキミたちを歓かん待たいしている、というシチュエーションです。子こ供どもたちも含ふくめて、大だい宴えん会かいと化してますな。

クリス：‥そんな金があるなら出しゆつ資ししろっ!?

ノエル：‥と、とにかく奪うばってきた借用書をおじいさんに返します～。

ＧＭ：‥じーさん、借用書をはっしと受け取り、「お、おお！　これで学園は安あん泰たいですのうっ」テーブルの上の灰はい皿ざらの上でそれを燃やしながら、感かん涙るいしている。

ノエル：‥おじいさん、もうハンコを押しちゃだめですよ。

ＧＭ：‥さて、宴会もたけなわとなった頃ころ───部屋の入り口で、じいさんがノエルに向かっておいでおいでと、手をひらひらさせている。

ノエル：‥？　あたしですかっ？　えっと、のこのこ行きます。

ＧＭ：‥ほんとに人を疑うたがうことを知らん人だ（笑）。キミはじーさんに連れられ、宿の庭へと出る。もはやとっくに陽ひは落ち、周囲は夜の闇やみに満たされている。宿の窓まどからこぼれる暖あたたかな光をじーさんはどこか優やさしげに眺ながめ───ノエルに語る。「いやあ……本当に助かりました。あなたはすごい御お方かただ。こんなクセのあるメンバーをよくまとめておられる……」

クリス：‥聞き捨ずてならないことを言っているっ。

ノエル：‥まとめているというか、引きずられているというか……みんなのおかげですよ。

ＧＭ：‥「……ふむ。だがあなた若い故に見えていない。あなたのギルドを見ていて気になることがある」

ノエル：‥き、気になること……？

ＧＭ：‥「うむ。あんたの仲間……あの三人は実にあやしいっ」

ノエル：‥ど、どこがあやしいんですか！

ＧＭ：‥「哀あわれなじじいが助けを求めているのに、手を貸かさない神官」

クリス：‥う！

ＧＭ：‥「悪の組そ織しきを名乗りながら、人を助けてしまう謎なぞのエージェント」

トラン：‥おおっ。

ＧＭ：‥「刑けい期き二〇〇〇年のくせに悪びれた様子もない、あやしい女」

エイプリル：‥……。

ＧＭ：‥「みな、瞳ひとみの奥おくにあやしい欲よく望ぼうが見え隠かくれするのじゃ。そう……あなたを利用をしようとしている！」

ノエル：‥り、利用ですかっ！

ＧＭ：‥「うむ。あなたにも……なにか心当たりがあるのではないですか？」

ノエル：‥うーん……命けずって守ってもらったりしてますし……。

ＧＭ：‥「わしには、彼らがあなたを利用しようとしているとしか、思えない。なにかありませんか？　あなたがいないと、目的を果たせないなにか───四人の中であなたしか、持っていない力があるのではないですか！」

ノエル：‥……ええっ!?　あたしにそんな力が！　そんな、ないですよっ!?



　ノエル、なにか大事なことを忘わすれてるんでないかい。



ＧＭ：‥「そ、そうか。ないか。えー……（考えている）……そう、例えば！　封ふう印いんされた伝説の武ぶ具ぐを解かい放ほうする力とかありませんかな!?」

トラン：‥死ぬほど具体的だ！（笑）

ノエル：‥あああ、それがありましたよっ。それですよっ！

ＧＭ：‥「あの三人は、キミのその力を利用しようとしている。わしには、そう思える」

ノエル：‥で、でも、あたしの自分捜さがしの旅につきあってくれてますよ、みんな。

ＧＭ：‥「利用したいからでは」

ノエル：‥な、なるほど……。

クリス：‥ええいっ、そこに姿すがたを現あらわそう！　じーさん、ノエルは人の言うことをすぐ信じ込むんだ。よけいなことを吹ふき込まないでいただこう。

ノエル：‥ク、クリスさん……あの、あたしを利用してるって本当ですか。

クリス：‥……。（ちょっと考えて）……かねがね私はノエルさんに、神殿のために力を使ってほしいと言ってますが───そういう意味では利用しようとしています。

ノエル：‥ノエル、が───んっ。

ＧＭ：‥（シリアスな口調で）……ふいに夜の風が吹いて、木々がざわめく。それはノエルの心を象しよう徴ちようするかのような───。

トラン：‥ＧＭのシリアス演えん出しゆつが入った！

クリス：‥（優やさしい口調で）……しかし感じるんです。最近、自分が少々変わってきたなって。

トラン：‥例えば、金に汚きたなくなった（ぽそ）。

ノエル：‥そ、それは……トランさんの影えい響きようですかっ。

トラン：‥なんでですかっ!?

クリス：‥はは、たしかに彼の影響かもしれない。

トラン：‥おい、否ひ定ていしろよ。

クリス：‥でもトランも最近、いい奴やつになってきたと思いませんか？

ノエル：‥はあ、そういえば……。

クリス：‥……それは、きっと私の影響でしょう。

トラン：‥おい。ちょっと待て。

ＧＭ：‥まあまあ、クリスがどう切り返すか見学しようじゃないか。



　いきなり傍ぼう観かん者になるＧＭ。



クリス：‥───前に、私は“〝死神”〟と呼よばれていると話しましたよね。

ノエル：‥ええ、周りの人がどんどん死んでしまうんですよね。

クリス：‥友達を失ったあの時以来、もう仲間を死なせないと誓ちかいました。仲間が死ぬようなことがあれば、自ら盾たてになって守ればいいと───自分が命を差し出せばすむという勘かん違ちがいをしていたんです。

ノエル：‥勘違い？

クリス：‥そう……私がほんとに望むものは、仲間を殺さないことじゃない。そのために自分の命を差し出すことでもない。そう……どんな痛いたみも共に分かち合い、乗り越こえていくこと。みんなとこの楽しい冒ぼう険けんを続けていきたいと───そういうことです。

ＧＭ：‥うまく切り返したな……（笑）。

クリス：‥……お前もそうじゃないのか？　トラン。

トラン：‥こっちに振ふられた！　……では、実は木陰こかげに隠かくれていたので、スッ、と出てきます。

ノエル：‥トランさん……っ、そんなとこにっ。

トラン：‥みんなと楽しい冒険をすることが目的───ですか。さすが神殿の御お方かたは甘あまい。わたしは、ちがいますよ。と、ノエルから目をそむけながら言う。

ノエル：‥ト、トランさん!?　なんでおじいさんと視し線せんを合わせられて、あたしとは合わせられないんですかっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：‥そこかいっ!?（笑）

トラン：‥わたしは、栄はえある悪の組そ織しき・ダイナストカバルの幹かん部ぶです。大だい首しゆ領りようの言葉はすべてに優ゆう先せんします。受けた任にん務むは───「“〝薔ば薇らの武ぶ具ぐ”〟を集めよ───」です。

ノエル：‥うう……。

トラン：‥携けい帯たい大首領で連れん絡らくしてることを隠すつもりも毛頭ない。わたしは……。

ノエル：‥あ、あれはお話してたんですか！　たまにお人形と見つめあってブツブツ言ってたので……そういう趣しゆ味みがある人だと……てっきり触ふれちゃいけないものと……。

トラン：‥すみっこでさめざめと泣きます。

ＧＭ：‥トランがかわいそうな人に……（笑）。

トラン：‥気を取り直して！　……いずれはクリスやエイプリルとは決着をつけなくてはならない日がきます。それは、覚かく悟ごの上ですよ。もちろん、ノエルや“〝薔薇の武具”〟を賭かけて。

ノエル：‥ト、トランさん……。

クリス：‥……よくよく考えたら、ひどいキャンペーン設せつ定ていだなあ（笑）。

ＧＭ：‥夜の闇やみの中───ふいに訪おとずれる沈ちん黙もく。宿から聞こえる子こ供どもたちの笑い声もどこか遠い。

クリス：‥……それだけか？

トラン：‥それだけですよ。

クリス：‥……仕方のない奴だ。じゃあ、私がお前の気持ちを補ほ足そくしてやろう。

トラン：‥補足？　わたしの気持ち？

クリス：‥ノエルに言います。……我われ々われはいずれ、たしかに決着をつけることになります。けどその決着の付け方は、ノエルと旅しているうちに他の方法が見つかるかもしれない。我々は、心のどこかでそんな希望を抱いだいている、期待しているんです。

トラン：‥……。

クリス：‥我々は、それを見つけたいと考えている───そうだろう、トラン？

トラン：‥まあ……今すぐどうこうするつもりは、わたしにもありません。薔薇の武具をすべて集めること───それまでは、我々は一いつ緒しよですよ。

クリス：‥……最後までツッぱる奴だな。まったく、照れおって。

トラン：‥むかつく神殿の犬め……（笑）。

ＧＭ：‥……セリフ合戦はクリスの勝ち（笑）。えっと、そのやりとりを聞いていたじいさんは、あらためてノエルに問う。「……彼らがなんと言おうと、わしの言ったとおりだろう？　三人はキミを利用しよ……」

ノエル：‥……あたしはっ！（声のトーンを落として）あたしは、えと……自分の出生を知りたい。そこからこの旅は始まりました。

ＧＭ：‥「ああ」

ノエル：‥それにみんなが付き合ってくれる。あたしを利用しているとしても、それは仕方ないです。あたしたちは、そうやって出会ったんですから。そうでなければ、出会えなかった四人ですから───。

ＧＭ：‥「……」

ノエル：‥そして、みんなが決着をつける方法を……みんながお互たがいが傷きずつけあわないで解かい決けつする方法を望むなら、あたしがきっと見つけます。だから───。



　ノエルは、一拍ぱくの間をおいてガーゼイに告げた。



「あたしは、みんなと旅することを───望みます」



　……その言葉は、決意と共に。



　クリスとトラン。

　ふたりと笑え顔がおに支ささえられ、ノエルは窓まどからこぼれる暖あたたかな光の中へと帰っていく。

　三人を窓越ごしに見ていたエイプリルは、その口元に───どこか優やさしげな笑えみを浮うかべた。

　気がつけば、空には雲の切れ目から顔を出した満月が、



　闇の中で淡あわい光をたたえていた。



　……明くる朝、四人はディアスロンドへと旅立った。

　第三の武ぶ具ぐをその手に収おさめる、ために───。



◆Middle 07◆聖せいなる都にて




　───ルネスを離はなれてから数日後。

　四人は、このエリンディルでも最大の規き模ぼを誇ほこる白はく亜あの神しん殿でんを見上げていた。

　そこはディアスロンド。

　神殿の総そう本ほん山ざんたる、聖なる都だった。



ＧＭ：‥……というわけで、新しいシーンを始めよう。このシーンはキミたちがディアスロンドに到とう着ちやくし、その大聖堂の一室から始まります。静せい謐ひつに満ち、足音をたてて歩くことすら躊躇ためらわれるような雰ふん囲い気きの中……。

クリス：‥パイプオルガンが鳴り響き……。



　響いてません。



トラン：‥身体からだがガクガク震ふるえます。

ＧＭ：‥執しつ務む室に通されたキミらに、目の前に座すわる金きん髪ぱつの少女からこんなセリフがかけられる。

一同：‥うむ。

ＧＭ：‥「───お断ことわりします」

一同：‥断わられたっ!?

ノエル：‥え。え。転送装置を使っちゃダメということですかっ。

ＧＭ：‥そのようですな。「お貸かししたいのはやまやまですが現げん在ざい、教きよう皇こう様がご不在で───許きよ可かを出すことはできません」

クリス：‥そーゆーこの方は誰だれです。

ＧＭ：‥ファル・ミリティアス。ゆくゆくは教皇になると目される十四歳、金髪の少女だ。教皇不在のため、代理をしている。

クリス：‥しかし、はいそうですかと引き下がるわけにもいきません。コホン……ファル殿どのは、マティアス様をご存ぞんじか？　我われ々われは、あの御お方かたの命を受けて動いております。

ＧＭ：‥「マティアス様───ヴァンスターの……」と、ポツリ。

クリス：‥その口くち利ききということでなんとかしてはくれませぬか。たのみますよひとつ。よっ、未来の美少女教皇さまっ。

ＧＭ：‥「なぜ、わたしにこびる」

クリス：‥ぐわっ！　しまった、マジメな人だった!?

ノエル：‥ク、クリスさん……。

エイプリル：‥ディアスロンドの大聖堂でこの阿あ呆ほうなふるまい……。

クリス：‥───これは失礼しました。あなたのご慧けい眼がんをもってすれば、我々の任にん務むがいかに重要なものか───おわかりになるかと思います。

ＧＭ：‥「私は、貴き殿でんらの目的をまだ聞いてはおりません。どこへの転送をお望みか」

クリス：‥我々は……薔ば薇ら……ば、ば、ば……って待てよ。“〝薔薇の武具”〟のことを言っても平気なのか？

エイプリル：‥たしかに───しゃべったところで転送装置を使わせてくれるわけでもなし。こちらの情じよう報ほうは伏ふせておいた方が安全かもしれんな。

クリス：‥……では！（シリアスに堂々とした口調で）ファル殿！　我々はマティアス様の特命を受けて行動していると申したはず。くわしくは話せませんが、世界の命運が懸かかっているとだけ言っておきましょう!!

ＧＭ：‥「そうおっしゃる方はよくいます。ダメです」

トラン：‥ああっ、あっさり却きやつ下かっ!?

クリス：‥ええい、こうなればやむをえん！　薔薇の武ぶ具ぐの話を持ち出すしかあるまい！　実はファル殿……っ、我々は───！

ＧＭ：‥と、そこで全員、【感知】の判はん定ていをして。

クリス：‥……は？

トラン：‥（ダイスを振ふる）……出目が７で【感知】と足して12！

エイプリル：‥（ダイスを振る）８で……14。

クリス：‥（ダイスを振る）……ぬ、合計10。

ノエル：‥えっと……（ダイスを振る）……５ですっ。

ＧＭ：‥５？　ああ、出目を【感知】に足した値あたいを言ってください（笑）。

ノエル：‥足して５ですっ。

一同：‥…………。

ノエル：‥え、あれえ!?　あああ～ごめんなさい～っ!?

ＧＭ：‥いや、さすがです（笑）。では、エイプリルとトランだけが気づく。その部屋の中、壁かべ際ぎわには神官騎き士したちが、ファルの少しうしろにはひとりの神官が立っているんだが……その神官、どこかで会ったような気がする。

トラン＆エイプリル：‥……は？　どこで？

ＧＭ：‥ルネス北の山の中にあった悪あく徳とく金きん融ゆうのアジト。

一同：‥…………。

ＧＭ：‥さらに洞どう窟くつの奥おくでキミたちが倒たおしたボスに、なにやらよく似にている。顔はともかく、体つきや雰ふん囲い気きが、ね。

ノエル：‥え、え……え？

トラン：‥どういうことだ？

エイプリル：‥状じよう況きようはよくわからないが、クリスの足をばしっ、と叩たたいて言葉を止める。

クリス：‥いてっ。なにするんだ、エイプリ……っ。

エイプリル：‥と、その言葉も制せいしてファルに言う。では、我々は今日のところは出直して参ります。（囁ささやくように）……クリスっ、事情はあとで話す。今は帰るぞ。

ＧＭ：‥「なにか言いかけたようですが───わかりました。では、お話はここまでで」

クリス：‥くそうっ。くやしいので最後に言うぞ。（微び妙みように皮肉げな口調で）……ファル様、いずれ我われ々われのことをわかってくださる日がくると信じております。

ＧＭ：‥「そうですね。人はわかりあえるものです。あなたにその日が来ることを心より願っております───」

エイプリル：‥おい、素すで返されてるぞ。

クリス：‥（小声で）こ、子こ供どものクセにっ。神の愛が足らないにちがいないっ。

ノエル：‥（小声で）クリスさんっ、本音が出てますよっ……！（笑）

ＧＭ：‥では、にこやかに微笑ほほえむファルのセリフと共に、このシーンを閉とじよう。



「───神の愛に大人も子供もありません。

　あなたは、神官としてまだ修しゆ行ぎようが足りないようですね。

　……では、ご機き嫌げんよう」



◆Middle 08◆真相




　───夜。

　転送装そう置ちの使用を断ことわられ、体ていよく追い返された一行は聖せい堂どうからすこし離はなれた場所に宿をとっていた。

　そして───その真実を知ることとなる。



ＧＭ：‥……というわけで、宿です。相談するために全員同じ部屋にいるというシチュエーションで始めよう。

エイプリル：‥で───。

クリス：‥どういうことだ……？　なぜ神しん殿でんにあの山さん賊ぞく共が……。

エイプリル：‥神殿側に“〝敵てき”〟が混まざってるとすれば、装置は使えそうもないな。まあ、しばらく様子を見るさ。

トラン：‥ここまできて、気が抜ぬけませんか。……この街には、長くいたくないんですが。

ノエル：‥なんでですか？

トラン：‥神殿の本ほん拠きよ地ちだから！（笑）

クリス：‥はっはっは、この清らかな空気が気持ちよかろう。

トラン：‥なにを言う！　さっきの神官がホントに山賊一味だったらお前だって人のことを悪呼よばわりできる立場じゃないだろうっ!?

クリス：‥神殿の一部に悪い奴やつが入りこんでるだけに決まっとるっ!!

エイプリル：‥証しよう拠こもないし、うだうだ言っても始まるまい。それよりこのあと───。

ＧＭ：‥と、そんな時だ。“〝───コンコン”〟部屋のドアをノックする音が響ひびいた。

エイプリル：‥銃じゆうを抜いて身み構がまえる。───誰だ？

ＧＭ：‥「こちらにギルド“〝フォア・ローゼス”〟の方々がおられると聞いておりますが、まちがいはありませんか？」とドア越ごし、どこか勇ましく品のいい声が。

エイプリル：‥とてつもなくあやしく聞こえるが、これはＧＭの声のせいにちがいない。

ＧＭ：‥「───我々は、神殿の方から参りました。このドアを開けていただきたい」

トラン：‥神殿……どーする？

エイプリル：‥どうせ逃にげ場もないし、向こうも名乗ったんだ。開けてやろう。

ノエル：‥では、そっとドアを開けて……。

ＧＭ：‥“〝スッ……”〟まず、少し開いたドアに足が差し込こまれ───。続けて勢いきおいよく甲かつ冑ちゆうをまとった騎き士したちが部屋になだれ込んでくる。

ノエル：‥わ、わあっ!?

ＧＭ：‥騎士たちがキミらを挟はさんで部屋の左右の壁かべに整列すると───やや遅おくれて、悟さとったような笑えみを浮うかべる神官がひとり、ゆっくり入ってきて……。

トラン：‥……もしかして、山のアジトで見た……？

ＧＭ：‥そのとおり！　あのボスだ!!

トラン：‥うわっ、ダイレクトに来たっ！

ＧＭ：‥よくよく見れば、壁際に立ちならぶ騎士たちも……どこか見覚えがある。

ノエル：‥え：‥……えええええっ、それはまさか……あのアジトで……!?

ＧＭ：‥そのとおり！

ノエル：‥はああぁあああああぁっ!?

ＧＭ：‥「おや、私の顔をおぼえておいででしたか。顔は、隠かくしていたつもりでしたが───」神官が、笑みを浮かべたままいけしゃあしゃあと言う。

クリス：‥おのれ！　これはいったいどういうことか！　神殿の総そう本ほん山ざんたるディアスロンドにお前のような奴が入り込んでいるなど……！

トラン：‥ルネスの神殿に引き渡わたしたはずですが……なるほど、ディアスロンドと繋つながっていたので釈しやく放ほうされたというわけですか。まあ、もう一度倒たおせばいいだけのことですけどね。

ＧＭ：‥「ふっふっふ……あの戦いの時、あなた方の手しゆ腕わんはたいしたものでした。私は、なにもせずに……なにもできずに───（一同爆ばく笑しよう）……しかしこのギルドの戦せん闘とう力は把は握あくさせていただきましたよ。実に正せい義ぎ感にあふれる、よいチームだ」

ノエル：‥お、おだててもなにも出ませんよっ!?

クリス：‥この悪人め。ぶちのめす前に、どういうことか……解かい説せつしてもらおう。

ＧＭ：‥「解説？　それは私がすることではありませんな。こちらの方が……」

一同：‥は？

ＧＭ：‥「お邪じや魔まいたします───」凛りんとした少女の声が。

一同：‥は？　は？

ＧＭ：‥「先ほどは失礼いたしました、みなさん」そこには、法ほう衣えをまとった十四歳さい、金きん髪ぱつの少女───ファル・ミリティアスが落ち着いた笑顔を浮かべて立っていた。

一同：‥お前が黒くろ幕まくか──────っ!?

トラン：‥これだから神しん殿でんはっ!!　これだから神殿はっ!?

クリス：‥い、いやっ……それはあるまい！　ファル殿どのは次期教きよう皇こうと目される御お方かた！　悪あく徳とく金きん融ゆうと繋がっているなど……ありえん！　ファル・ミリティアス殿───あなたの前に立っているその男なのですが！　ルネスで悪徳金融を営いとなむ男でして……っ！

ＧＭ：‥その言葉を聞き流し、ファルは……。



　ファルは、微笑ほほえみと共に落ち着いた声で言った。



「───転送装そう置ちの使用許きよ可かがおりました」



　　　＊　　＊　　＊



一同：‥………………は？

ＧＭ：‥「あれ、聞こえませんでしたか？　……転送装置の使用をあなた方に認みとめると……そう言ったのです。───そういうことで、いいのですよね？」ファルは、さらに彼女の背はい後ごに現あらわれた人ひと影かげに向かってそう尋たずねた。

トラン：‥背後？　まだ誰だれかいるのか。

ＧＭ：‥うん。そこに立っていたのは豪ごう華かな法衣をまとった男。全身から威い圧あつ感……圧あつ倒とう的な存そん在ざい感を感じる。

クリス：‥だ、誰。

ＧＭ：‥「……やはり、行くのかね？　ノエル」と、その眉毛の太いじじいは言った。

ノエル：‥えええぇえ───っ、お、おじいさん───っ!?

クリス：‥じじいっ、なんでこんなところに───っ!?

ＧＭ：‥「じ……じじいとはなんですかっ!!」じいさんの傍かたわらに立つファルはさっきまでの冷静はどこへやら、顔を真まっ赤かにして怒ど鳴なりつける。「この御方をどなただと思われるのかっ」

クリス：‥知らんわっ!?

ＧＭ：‥「この御方は、ヴェラシオ・ハーヴェイ様───神殿を束ねるディアスロンドの現げん教皇様であらせられますっ」

一同：‥なにぃいいいいいいいいいいいいいいいっ!?（大爆笑）

ＧＭ：‥具体的に言うと、この人（と、トラベルガイドの１９４ページを開く）。

トラン：‥（げらげら笑いながら）……ほ、ほんとだっ、眉毛まゆげぶっとい!!（笑）だから眉毛のぶっとい老人って演えん出しゆつしてたのかっ!!（笑）なんで神官のクリスが気づかないんだ！

クリス：‥い、いやっ……教皇様を見たことなんてほとんどないしっ……それに法衣を着てないとわからなかったんだっ!!

ノエル：‥た、たしかに法衣を着てないと、眉毛の太いただの胡う散さん臭くさい老人ですよっ。



　超ちよう失礼である。



エイプリル：‥───とにかく、話を聞かせてもらおうか？

ＧＭ：‥ハーヴェイ教皇は、こくりとうなずき……言った。



「……うむ。しかし、ここは人の目もある。神殿の方へ参られよ」



◆Middle 09◆届とどかなかった言葉




　───淡あわい光が立ちのぼる。



　神殿の一室……その大理石の壁かべに囲まれた部屋の中央に、明めい滅めつを繰くり返す六本の水すい晶しよう柱が円を描えがくように立っていた。

　床ゆかに描かれていた円を象かたどる文様───それは、魔ま術じゆつ師しであるトランですら見たことのない複ふく雑ざつな呪じゆ的文様だった。



ＧＭ：‥では、シーンはディアスロンドの神殿内の一室───転送装置の間へと移うつる。今、キミたちの目の前で、転送装置とおぼしき水晶体が、青みがかった淡い光を放っている。眉毛のじじい……いや、教皇は人ひと払ばらいをし、部屋にはキミらと教皇のみだ。

エイプリル：‥……で、じいさん。話を聞かせてもらおうか？

クリス：‥エイプリルっ、教皇様に向かってなんという口の利きき方をっ！

ＧＭ：‥「……クリス殿。今さらじゃな。お主もたいそうな口の利きようであったぞ。ふざけんなじじいだの、じじいの正体はどーでもいいわだの……あまつさえ、困こまってる哀あわれな老人を助けないまでくると───」（一同爆ばく笑しよう）

クリス：‥いや、その───……きょ、教きよう皇こう様もお人が悪い。トラベルガイドには、大変保ほ守しゆ的な御お方かたと書かれていたのに……あんな一面を持っておられるとは……（笑）。

ＧＭ：‥「（威い厳げんのある口調で）うむ。すべては芝しば居いであった。芝居とは、実に難むずかしいものよ」

ノエル：‥ノ、ノリノリでしたよ……っ（ぽそ）。

エイプリル：‥状じよう況きようから察するに……あのチンピラも悪あく徳とく金きん融ゆうも、アジトの中にいた奴やつらも、みんなあんたの手の者だったようだな。

ＧＭ：‥「そうじゃ───あの子こ供どもたちとチンピラも、ムーンスター芸げい団だんで訓練中の役者よ」

クリス：‥み、みんなグルかよ……（笑）。

ノエル：‥あ、あのう……なんでそんな手の込んだことを……。

ＧＭ：‥すると教皇はじろり、ノエルを見て───「お前の資し質しつを、見み極きわめるためじゃ」。

ノエル：‥あ、あたしですか？

ＧＭ：‥「うむ。肩かたに薔ば薇らの刻こく印いんを持つ少女が旅をしている───その報ほう告こくを受け取ったのは、少し前のことだ。お前たちが、このディアスロンドを目指している。それを聞いた時、お前という人間を見極めたい、と考えた。だからわしは、お前たちを試すことにしたのだ」

ノエル：‥……試す？

ＧＭ：‥「……そう。だから、薔薇の刻印を持つ少女が本物かどうか───わしは、近く行なわれようとしていたダブラルの冒ぼう険けん者大会を利用したのじゃ」

トラン：‥……ああっ！　だからダブラルの大会に薔薇の武ぶ具ぐが賞品になってたのか！（笑）ディアスロンドが賞品を供きよう出しゆつしたっていうから、なんかおかしいと思ったんだ。

ＧＭ：‥「───うむ。我わが国が、第四の武具“〝カフヴァール”〟を供出した事実は伝えるな、と念を押おしたのだがな。告知されたのは失しつ態たいだった」

エイプリル：‥たしかにな。

ＧＭ：‥「結果として、少女の資質は本物だった。“〝カフヴァール”〟は封ふうを解とかれ───蘇よみがえった。だから、わしはお前という人間そのものを確たしかめないわけにはいかなくなった。だから、次にルネスにおいて試したのだ」

クリス：‥わざわざ哀れなじじいに化けて……（笑）。

トラン：‥誰か他ほかの奴にやらせてもよかったんじゃ……（笑）。

ＧＭ：‥「（威厳のある口調で）いや、他の者にまかせるわけにはいかん。自分の目で直ちよく接せつ見極める必要があったのだ」

ノエル：‥だ、だからってあんなノリノリで……（笑）。

クリス：‥で、結果は……？

ＧＭ：‥「合ごう格かくじゃ。弱き者を危き険けんを顧かえりみず助けようとする正せい義ぎ感。無む報ほう酬しゆうだというのに、危き険けんな任にん務むに赴おもむくその気き概がい。洞どう窟くつの戦いにおいては、その高い戦せん闘とう力も見せてもらった」

トラン：‥ああ、そうか。だからアジトで戦った奴らは、ボスが神官で、部下は騎き士しのデータを持ってたのか（笑）。今つながった（笑）。

ＧＭ：‥「そしてお前を認めた最大の理由は……ノエル、わしはお前に意地の悪い質問をした。お前の仲間は信じるに値あたいするものではないと。……だが、お前は仲間を信じ、共に旅をすることを望んだ。仲間を信じることができず、なにを信じることができよう。お前なら、必ずや薔薇の武具を正しきことに使えよう」

ノエル：‥よ、よかった……（笑）。

クリス：‥教皇様にお聞きしたい。その口ぶりだと、“〝薔薇の武具”〟がなんなのか知っておられるようですが……。

ＧＭ：‥「───すまぬが、それをまだお前に教えるわけにはいかぬのだ。いや、正直に言えばわしもまだ迷まようておる。武具の封を解き、この世に出していいものかどうか。ただ、迷っている時間がなくなった───武具の存そん在ざいを知る輩やからがそれを求め、動き出しておる。少なくとも、それらに武具を渡わたすわけにはいかないのだ」

トラン：‥それって、マティアスやダイナストカバル、皇こう帝てい以外に……ってことですよね。

ＧＭ：‥そうだね。「……今できる話はここまでじゃ。準じゆん備びはよいか？　封印を解こう」

クリス：‥封印？

ＧＭ：‥ああ。第三の武具……“〝ウィガール”〟が在ある場所は、誰も侵しん入にゆうできないように封印が施ほどこされているんだ。その封印を解かないと、転送ができない───そういうこと。

トラン：‥なるほど。

ＧＭ：‥ふいに、部屋の中央にある水すい晶しよう体が、より強い光を噴ふき上げる。どうやら転送の準備ができたようだ。「行きなされ。お前たちが運命に見込まれた者であれば、必ずや“〝ウィガール”〟を手にできよう」

ノエル：‥はいっ。行きましょうっ、みなさんっ。

トラン：‥では魔ま法ほう陣じんに乗ろうとして……ふと振ふり返る。すみません、ひとつ聞きたいことが。

ＧＭ：‥「なにか？」

トラン：‥我われ々われのことをいろいろ試ためしたって言っておられましたが……語ご尾びに「～やんす」としゃべる三下犬いぬ娘むすめも、あなたはご存じで？

ＧＭ：‥「や、やんす？」

トラン：‥たまに「～ゴザる」に変わります（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：‥「……知っておる」

一同：‥ベネットもあんたの差し金かいっ!?（笑）

ＧＭ：‥「なんのことじゃ。やんす口調で三下犬娘といえば───パリス同どう盟めいでは有名人じゃろう？　クラン＝ベルの四英えい雄ゆうのひとり、ベネットであろう」

クリス：‥有名人……（笑）。

ノエル：‥英雄……あれが……（笑）。

トラン：‥いや教きよう皇こう、そういうことが聞きたいんではなく……。

ＧＭ：‥「……？」なにかを隠かくしている様子はない。教皇は一いつ般ぱん的な知ち識しきとしてしか、ベネットを知らないみたいだね。

トラン：‥……なるほど。ということは、ベネットは教皇の陣じん営えいではない、か。

エイプリル：‥ああ、なるほど。それを確かめたかったのか。

ＧＭ：‥「では、そのサークルの上に並ならびなされ。転送を───開始する」その声と共に、キミたちの足元から、さらに強い……しかし柔やわらかい光が噴き上がる。光は風を呼よび、キミたちの服をはためかせ───すべての視し界かいは白に染そまっていく。身体からだが、光と共にまるで分ぶん解かいするように消え始め……。

ノエル：‥では……行ってきますっ、おじいさん！

ＧＭ：‥教皇は、ノエルの声に応こたえるように笑え顔がおを浮うかべて───刹せつ那な、なにかつぶやいた。その言葉はノエルには届とどかず、動かした口からなにかつぶやいたことがわかったのみだ。

ノエル：‥あああっ、おじいさん……言いたいことは転送の前に！（笑）

ＧＭ：‥キミに届かなかったつぶやき。それは───。



「ノエル、意い志しの強い子よ。

　さすがはあの御お方かたの……娘だ───」



◆Middle 10◆旧ふるき神しん殿でんと禁きんじられた言葉




　ふいに、視界が開けた。

　そこは地下空くう洞どうを思わせる薄うすい闇やみの中だった。

　天にあるべき空は見えず……太陽もない。

　ここが真の闇に囚とらわれない理由はすぐにわかった。

　眼がん前ぜんにそびえる旧き神殿が、淡あわい輝かがやきを放っていたからだ───。



ＧＭ：‥というわけで、直前まで神殿の一室にいたはずのキミたちは、ふと気づけば……どこか巨きよ大だいな地下空洞の中に立っていた。正面……キミたちが転送されてきた場所の少し先には───淡い光を放つ神殿がそびえている。

ノエル：‥あの……なんかおじいさん、最後に気になることを言ってませんでしたか。

クリス：‥いや、なにも聞こえなかったが……（笑）。

トラン：‥戻もどったら聞き直せばいいですよ。……それよりどこですか、ここは。

エイプリル：‥地理的にここがどこなのかは、このさいどうでもいい。どうやら、あの神殿に“〝ウィガール”〟が封ふうじられているようだな。

クリス：‥それ、神殿なのか？

ＧＭ：‥おそらくは、ね。ただその柱や壁かべ……建けん築ちく様式は今の時代のものとはあきらかにちがう。人の気配もまるで感じられず、かっては白はく亜あであったろうその建物もよく見ればどこか古ぼけている。

トラン：‥旧きゆう時代の神殿、というところですか。

ＧＭ：‥だね。建物の周囲には深い堀ほりがあって水が張はられている。───が、眼前には、まるでキミたちを誘さそうかのように、堀に架かけられた橋が神殿に向かってまっすぐ伸のびている。

ノエル：‥じゃ、行きましょうかっ。



ＧＭ：‥では、キミたちは橋を軋きしませながら……遺い跡せきを目指して歩む。どうにか橋を渡わたりきった───そんな時だ。

一同：‥お？

ＧＭ：‥ふいに、眼前の空間に鋭するどい光……魔力の球体が現あらわれ、輝いた。光が収おさまると同時に聞こえてくるのはこんな声だ。「───みなさま、お待ちしておりました」

ノエル：‥誰だれですかっ。

ＧＭ：‥光の収まった場所には、まるで空中に立つように……身長四十センチくらいの妖よう精せいがキミたちを出で迎むかえるように頭を下げている。なんか時代を感じさせる神官服のようなものを着ているね。「───ここにお客さまが来られるのは、何なん時どきぶりでしょうか」



ノエル：‥あ、あなたは？

ＧＭ：‥「わたくしはこの神殿の案内人───そして来らい訪ほうした者が神殿に足を踏ふみ入れるに値あたいする人物かどうかを見み極きわめる者にございます」

クリス：‥待て。ここに入るのに資し格かくがいるのか。

ＧＭ：‥「もちろんでございます。この神聖なる場所に足を踏み入れることができるのは、英知、運、機転、戦う力、人格───すべてを兼かね備そなえた者だけでございますので」

クリス：‥（シリアスな口調で）……知力体力、時の運。そういうことかっ。

ＧＭ：‥「よいことをおっしゃられる───」パチパチパチ……拍はく手しゆする妖精。

トラン：‥なんか馬ば鹿かにされてるような……（笑）。

エイプリル：‥まあ、いい。……で？　どうやって我われ々われを見極めるのだ？

ＧＭ：‥「わたくしは、主に英知と機転を試ためす者。となれば、賢けん明めいなるあなた方にはおのずと見えてくることと思いますれば───」

クリス：‥単刀直入に言え。単刀直入に。

ＧＭ：‥「クイズに答えてください」

ノエル：‥ものすごく単刀直入ですよっ（笑）。

ＧＭ：‥「……クイズというのもちがいますね。ここに簡かん単たんな設せつ問もんを六つ、ご用意しました。これに見事答えられれば、先にお通ししましょう」

クリス：‥先に聞いておくが……まちがえたら、電でん撃げきが走るとかそういうオチはないよな。

ＧＭ：‥「……」

クリス：‥……。

ＧＭ：‥「（いきなり低い声で）はっはっはっはあ……」

ノエル：‥あ、あやしい笑い声がっ!?

トラン：‥……菊きく池ちさん、楽しそうだなあ……（笑）。

エイプリル：‥まあ、回答をまちがえたらダメージ。よくある話だな。

ＧＭ：‥「ああ、ちなみにそのダメージは一問まちがうごとに３Ｄ６と、致ち命めい傷しようにはならないものですが……スキルや装そう備びで軽けい減げんすることはできませんのでご注意を」

トラン：‥うわ。

ＧＭ：‥「ついでに、このエリアでは魔ま法ほうもポーションも……一いつ切さいの回かい復ふく効こう果かはその力を発はつ揮きいたしません」

一同：‥なにいっ!?

エイプリル：‥で、何問正せい解かいすれば先に進める？

ＧＭ：‥「三問にございます。しかし、正解した数が多いほど、あとの展てん開かいが楽になる……そうお考えくださいませ」

クリス：‥そ、そうなのか……（笑）。

ＧＭ：‥「───ちなみに！　今まで何組ものチャレンジャーが挑いどみましたが、一組たりともここを突とつ破ぱした者はおりません」

ノエル：‥え───っ!?

ＧＭ：‥「悲しきかな。ここに今まで訪おとずれたのは邪じや念ねんに満ち、素す直なおな心を持たぬ者ばかり。子こ供どものごとき、柔やわらかな頭と英知───その両方を備えた者にしか、我わが設問を解とき明かすことはできないのでございます」

クリス：‥い、いったいどんな設問が……。

ＧＭ：‥「では、始めるといたしましょう───最初の回答者、前へ」

トラン：‥ひとりひとり答えるのかっ……。

ノエル：‥だ、誰が行きましょうか……っ。

クリス：‥そうだな……ダメージもくるんだよな。

ノエル：‥ギルドマスター命令でトランさんっ、行ってくださいっ！（一同大だい爆ばく笑しよう）

トラン：‥初めてギルマスらしい命令を出したと思ったらそれかっ!?

ＧＭ：‥ほう……最初は魔ま術じゆつ師しのあなたですか。では、一問目───参ります」



　妖精の瞳ひとみが、キラリと光った。



　　　＊　　＊　　＊



設問────回答者：‥トラン＝セプター



ＧＭ：‥「最初はサービス問題でございます。いえ、問題というよりは───今からいくつか単語を口にしますので、それを私に続いて繰くり返し発音してください」

トラン：‥お前の言った言葉を繰り返せばいいと？

ＧＭ：‥「すばらしい。実に理解がお早い。そのとおりでございます」

トラン：‥理解が早いって……いや、子供でもわかるだろ、それ……。

ＧＭ：‥「ただし、ひとつルールがございます。“〝きいろ”〟と言ってはいけません。言ったら、その時点で失しつ格かくでございます」

トラン：‥きいろ、ですね？　わかりました……きなさいっ。

ＧＭ：‥「ではいきます───“〝赤”〟」

トラン：‥“〝赤”〟。

ＧＭ：‥「“〝緑”〟」

トラン：‥“〝緑”〟。

ＧＭ：‥「“〝黄色”〟」

トラン：‥………………。

ＧＭ：‥妖精はにやりと笑えみ、「すばらしい。それで結けつ構こうでございます。……では続けますよ？　───“〝桃もも色”〟」

トラン：‥「“〝桃色”〟」

ＧＭ：‥「紫むらさき色」

トラン：‥むら…さ………………。

ＧＭ：‥「…………」

トラン：‥…………。



（───二秒、沈ちん黙もく）



ＧＭ：‥「すばらしいっ！　そのっとおり！　すばらしい英知でございます！」（一同大爆笑）

トラン：‥馬ば鹿かにしてるのかこの野や郎ろうっ!?

ＧＭ：‥「いえいえとんでもございませんっ、たいていの人はここで、むらさ“〝きいろ”〟と答えて痛いたい目に遭あうのでございます」（一同大爆笑）

ノエル：‥……あ───っ、あーあーあー！（←気づいた）なるほどっ、トランさんすごいですっ!!　拍はく手しゆしますっ。

ＧＭ：‥「まったくでございます！　あなたの英知と機転はまさに人類の希望！　世界の宝たからと言っても過か言ごんではないでしょうっ！」

トラン：‥い、いや……やっぱ微び妙みように馬鹿にされてるような……。

ＧＭ：‥「では、ふたつ目の設せつ問もんへと参りましょう。次は、どなたが？」

ノエル：‥え、えーと……っ、つ、次は……。

エイプリル：‥よし、ノエル。行け。

ノエル：‥あたしですかあっ!?　こ、この手の問題はあたしひっかかりますよぅっ、ほんとにひっかかりますよっ……ほ、ほんとにまずいんですほんとほんと……っ!!

エイプリル：‥どうせチャレンジすることになるんだ。行ってこい。



　　　＊　　＊　　＊



設問────回答者：‥ノエル＝グリーンフィールド



ノエル：‥ううー……じゃあ、先に正せい解かいしてザブトンに座すわってるトランさんを見つつ……ノエルっ、行きますよー。

ＧＭ：‥「───ようこそいらっしゃいました。では、今から四つの設問をお出ししますのでそれにお答えください。……ただし！　一度口にした回答を二回言ってはいけません」

ノエル：‥わかりましたっ。

クリス：‥なんかこっちの方が難むずかしいんじゃ？　ノエル、一問目に行った方がよかったんでは。

ノエル：‥いやいやいやっ、問題の傾けい向こうと対たい策さくを知るのは大事ですっ。

ＧＭ：‥「さすがは薔ば薇らの刻こく印いんを持つ継けい承しよう者。賢けん明めいな判はん断だんでございます」

クリス：‥は？　薔薇の刻印のこと、知ってるのか？

ＧＭ：‥「───もちろんでございます。この神しん殿でんになにが封ふうじられているのか───それを知っているがゆえに、厳きびしい審しん査さをしているわけで……」

トラン：‥ちょっと待て。さっき、ここをひとりも通したことないって……。

クリス：‥歴代の“〝薔薇の継承者”〟をすべてはじいているのかっ!?（笑）

エイプリル：‥薔薇の継承者って……みんなノエルみたいな奴やつばっかりなんじゃ……（笑）。

ＧＭ：‥「それは内ない緒しよでございます。では───そろそろいきますよ？」

ノエル：‥は、はいっ。

ＧＭ：‥「えー……（トランを指さして）───彼の名前は？」

ノエル：‥ト、トランさん。

ＧＭ：‥「すばらしいっ、そのとおり。では、（エイプリルを指さして）彼女の名前は？」

ノエル：‥エイプリルさん。

ＧＭ：‥「（クリスを指さして）彼の名前は？」

ノエル：‥クリスさん。

ＧＭ：‥「───では、あなたの名前は？」

ノエル：‥ノエル。

ＧＭ：‥「……はい？」

ノエル：‥ノ…………（ばしっと口に手をあてる）。

ＧＭ：‥「……」

ノエル：‥……。



（───二秒、沈黙）



ＧＭ：‥「───すぅばらしいっ！　すばらしい英知だっ!?」（一同大だい爆ばく笑しよう）

一同：‥なにがだ──────っ!?（大爆笑）

ノエル：‥“〝ごんっ”〟（と、テーブルに突つっ伏ぷし）……▼×■○……っ!?（←お腹なかを抱かかえて笑い転げている）

トラン：‥い、いや……っ、今のは危あぶなかった!!　やったらひっかかってたかもっ!?（笑）

ＧＭ：‥「いやあ……二問続けて正解させるとは、あなたたちの英知は相当なものですっ！」

エイプリル：‥そ、そうか？　そうなのか？

ＧＭ：‥「コホン……では、お次の方……どうぞ前へ」

エイプリル：‥クリス、行け。

クリス：‥私かっ!?　ひ、ひっかかりそうだな……。

エイプリル：‥ここでノエルにいいところを見せておけ。いいのか？　トランに負けても。

ノエル：‥正解者のトランさんは、一段だん高いところで金ぴかのザブトンに神こう々ごうしく座ってます。

トラン：‥はっはっは。

クリス：‥む！　神殿の名めい誉よに懸かけて……よかろう、受けて立つっ!!



　　　＊　　＊　　＊



設せつ問もん────回答者：‥クリス＝ファーディナント



ＧＭ：‥「んー……ではここでちょっと設問の傾向を変えてみましょう。今までのパターンは、通用しないようですので」

クリス：‥うむっ、なんでもこい。

ＧＭ：‥「では、行きます───あなたは、鹿しかを知っていますね？」

クリス：‥シカ？　シカって……動物の鹿か？

ＧＭ：‥「そのとおりです。まずは、『鹿』と十回言ってください」

クリス：‥し……「鹿」「鹿」「鹿」「鹿」「鹿」「鹿」「鹿」「鹿」「鹿」「鹿」。

ＧＭ：‥「では、サンタクロースが乗ってくるのは？」

クリス：‥トナカイ。

ＧＭ：‥「ソリです」

ノエル：‥あぁぅあ──────えぇ───っっ!?（一同大爆笑）あ、あたし今、心の中でトナカイって言ってた……っ!!（笑）

クリス：‥こ、これはものすごいくやしいっ!?

ＧＭ：‥では、どこからともなく落ちてきた雷らい光こうが、クリスの身体からだを脳のう天てんから撃うち抜ぬいた！　約束どおり３Ｄ６ダメージ……っと（ダイスを振ふる）───あら、たった６点！

クリス：‥ぐぼはああっ!?

ＧＭ：‥……はあ。わたくし、やっと胸むねがスカっといたしました！　傷きずついたプライドが少しだけ回かい復ふくしたようです！」

クリス：‥うごががががが……。

トラン：‥クリス……（ものすごく優やさしい目）。

ノエル：‥クリスさん……（哀あわれんだ目）。

クリス：‥ショックで体育座ずわりしてふさぎ込こみます……。



　　　＊　　＊　　＊



設問────回答者：‥エイプリル＝スプリングス



ＧＭ：‥「では、お次の方───」（ちらりと、エイプリルを見る）

エイプリル：‥（シリアスな口調で）……一いち応おう、聞いておこう。

ＧＭ：‥？　なんです？

エイプリル：‥俺おれも───やらなきゃだめか？

一同：‥おいっ!!（笑）

ＧＭ：‥「ええ、ひとり一回は必ずチャレンジしていただきます」

ノエル：‥がんばりましょうっ、エイプリルさんっ！

エイプリル：‥…………。わかった。こい。

ＧＭ：‥「では、次は東方の童話からの出題です」

トラン：‥東方の童話……？

ＧＭ：‥「はい、実に有名なあれです。えー……『桃太郎』───……」

トラン：‥い、いるんだ！　いるんだ桃太郎!?（笑）

ＧＭ：‥「まあ、空想上のお話ですので、そこはお気になさらずに。───では、まずは『桃太郎』と十回、言ってください」

エイプリル：‥『桃太郎』『桃太郎』『桃太郎』『桃太郎』『桃太郎』『桃太郎』『桃太郎』『桃太郎』『桃太郎』『桃太郎』。

ＧＭ：‥「亀をいぢめたのは誰だれ？」

エイプリル：‥子こ供ども。

ＧＭ：‥「……」

エイプリル：‥……。



（二秒、沈ちん黙もく）



ＧＭ：‥すばらしいっ！　すばらしい英知を持っていらっしゃる！　いやわたくし、感服いたしましたっ!?」（一同大だい爆ばく笑しよう）

トラン：‥いちいち「すばらしいっ」て言うのが、むかつくんですがっ!?（笑）

ノエル：‥（←テーブルに突つっ伏ぷしたまま、ふるふる震ふるえている）ちょっ……ちょっと待って……ちょっ……（笑）。

エイプリル：‥この程てい度どの問題にひっかかる奴やつ、いるのか……？

クリス：‥…………。

トラン：‥クリスが落ち込んでますが。

ＧＭ：‥「……では、次の設問です。ここからはどなたが答えてくださってもかまいませんが───希望者は？」

ノエル：‥（意気揚よう々ようと）……クリスさんっ！　リベンジしておきますかっ。

クリス：‥（弱々しい声で）いいけどさ……またまちがえそうだなあ……。

ノエル：‥弱気になっちゃダメですよっ！　クリスさんならいけますっ！

ＧＭ：‥ノエルが調子に乗っている（笑）。では、次の設せつ問もん……いきます。クリス、前へ！



　　　＊　　＊　　＊



設問────回答者：‥クリス＝ファーディナント



ＧＭ：‥「───では、次の設問です。これは、東方のめずらしいお菓か子しを元にした出題です」

トラン：‥お菓子？

ＧＭ：‥「えー……『ポッキー』───」

トラン：‥あるのかっ！　ポッキー！（笑）

ＧＭ：‥「んー……あくまで伝聞ですので、わたくしも見たことはありませぇん。とにかく、まずは『ポッキー』と十回おっしゃってください」

クリス：‥……『ポッキー』『ポッキー』『ポッキー』『ポッキー』『ポッキー』『ポッキー』『ポッキー』『ポッキー』『ポッキー』『ポッキー』……。

ＧＭ：‥「では問題です。“〝幸せ”〟という言葉は英語でなんという？」

クリス：‥え、え……？　なんのひっかけだ……？　え、えーと……“〝ハッピー”〟だろ？」

ＧＭ：‥「……」

クリス：‥……。



（───二秒、沈黙）



ＧＭ：‥「すぅうばらしいっ!!　やはりあなたもたいした人ですっ！」（一同大爆笑）

クリス：‥い、いや……今のはなんのひっかけになってたんだ？

ＧＭ：‥「わかりませんか？『ポッキー』と十回唱えたあと、その質しつ問もんをされるとたいていの人は『ラッキー』と答えますっ！」

エイプリル：‥えー。

クリス：‥そうか……？

ＧＭ：‥「えー……では、、いよいよ最後の設問にまいります！　最後のチャレンジャーは……」

ノエル：‥では、最後は誰にするかを決めま……って。……な、なんですかみなさん。なぜこっちを見てるんですかっ。

エイプリル：‥ギルドマスターらしいところを、最後に見せていただこう。

ノエル：‥え、いや……ま、まずいです！　あたし、ぜったいこう……と、トランさん！

トラン：‥期待しています。

ノエル：‥トランさんっ!?

一同：‥……。

ノエル：‥わ、わかりました……いきます～……（笑）。



　　　＊　　＊　　＊



設問────回答者：‥ノエル＝グリーンフィールド



ＧＭ：‥「───では、最後の問題です。これより、四つの質問をいたします。難むずかしく考えず、心に浮うかんだ言葉を、素す直なおに口にしてください」

ノエル：‥はいっ。

ＧＭ：‥「……ただし！　問題は一回しか言いません。出題者であるわたくしに対し、『なぜ』とか『どうして』とか……質問をしてはいけません」

ノエル：‥わ、わかりました。

ＧＭ：‥「───あるところに、ひとりの女の子がおりました。ひさしぶりの休日、彼女はお買い物に出かけました。最初に立ち寄よったのは、洋服屋さんでした」

ノエル：‥はい、はいっ……（←真しん剣けんに聞いている）。

ＧＭ：‥「では、設せつ問もんです。素直な心でお答えください。女の子は、そのお店でなにを買ったでしょうか？」

ノエル：‥……ワ、ワンピース。

ＧＭ：‥「すばらしい。次に女の子は、靴くつ屋さんに行きました。そこではなにを買いました？」

ノエル：‥え、えと……ふつうの……布の靴です。

ＧＭ：‥「すばらしい。次に女の子はお腹なかがすいたので……ハンバーガーショップに入りました。いったい、なにを注文したでしょう」

ノエル：‥ふ、ふつうのハンバーガーセット？

ＧＭ：‥「んー……すばらしい。そして女の子は、家へと帰ったのです。帰ってきて、女の子は最初になんと言ったでしょう？」

ノエル：‥ただいまー。

ＧＭ：‥「あなたの負けです」

ノエル：‥えぇ───っ!?　なんでです…か……っ、ぇあぁああ────────────っ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）“〝ぱたん”〟（と、テーブルに突つっ伏ぷしてか細い声で）……ゃあだ……もう……ぅ……（←笑いを必死にこらえている）。



　というか、全員笑い転げている。



ＧＭ：‥くっ……くくっ、では雷らい光こうがノエルを貫つらぬき……。

ノエル：‥…っえ、ちょい、ちょ…………っ（←笑いをこらえていてしゃべれない）。

ＧＭ：‥（ダイスを振ふる）……おおっ、14ダメージっ！

ノエル：‥（笑いを必死にこらえて）ちょ……っ、お、おっきい……ですね……ダメージ…………（笑）（←突っ伏したままシートにメモっている）。



　　　＊　　＊　　＊



ＧＭ：‥「えー……以上で設問は終しゆう了りようです。結果は、六問中四問に正せい解かい───見事、合ごう格かくでございます。わたくしがここに赴ふ任にんしておよそ八百年───初めてのことです」

ノエル：‥初めて……（笑）。

エイプリル：‥エリンディルの人間の知ち性せいに疑ぎ問もんを感じる……。

トラン：‥いえ、これまでの“〝薔ば薇らの継けい承しよう者”〟の知ち能のうと言うべきでは……。

クリス：‥知能なのか……これ……？

ＧＭ：‥「とにかくあなた方はすばらしいっ!!　神しん殿でんの門、お開きいたしましょう！」

クリス：‥ふう、やっと地じ獄ごくを抜ぬけた───。

ＧＭ：‥「……ただし！」

一同：‥まだなんかあんのかっ!?

ＧＭ：‥「最初に言ったはずです。一問でも多く答えれば、この先が楽になると」

エイプリル：‥言ってたな。

ＧＭ：‥「あなた方は、四問正解しましたが……逆ぎやくに言えば二問、不正解だったわけです。本来はたったひとつだった“〝禁きん句く”〟をよぶんにふたつ───設定させていただきます」

クリス：‥禁句ってなんだ。

ＧＭ：‥……この先、“〝ウィガール”〟の元へと行くまでに三つの部屋が存そん在ざいします。その間、これより設定される禁句を口にしたら───１Ｄ６のダメージを与あたえます」

一同：‥……。

トラン：‥これまたやっかいな……（笑）。

ＧＭ：‥「そのダメージもまた、軽けい減げんできませんのでご注意を───」

クリス：‥まあ、回かい復ふくできるならなんとかなる！　さあ、その禁句を言ってみろ！

ＧＭ：‥「───すばらしい。大変、勇ゆう敢かんです。ではこれより禁句を発表しましょう！」



禁句その───『はい』



一同：‥……。

ＧＭ：‥「これはあくまで、了りよう解かいした、とか、なにかを聞き返した場合の『はい』という言葉に引っかかるものです。“〝ハイ”〟ポーション、のように同じ発音の単語などはセーフで」

トラン：‥いきなりなんかやばい……でも、了解した（←メモっている）。

ＧＭ：‥「では、ふたつめは───……」



禁句その───『わかった』



一同：‥………………。

ＧＭ：‥「当然、『わかりました』など、丁てい寧ねいな言葉に言い変えた場合も引っかかります」

クリス：‥お、おう……（笑）（←自信なさげ）。

ＧＭ：‥「最後の禁句は───」



禁句その───『すみません』



ノエル：‥（首がうなだれて）ふっ……っ（←声を押おし殺して吹ふいた）。

ＧＭ：‥「もちろん、す“〝い”〟ませんと、言い方を変えてもダメです」

トラン：‥ク、クリティカルなとこきますねえ……。

ＧＭ：‥まあ、だいたいこんなとこだ。えっと、ノエルはルールわかった？（さりげなく）

ノエル：‥はい……っ───あ、やあっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

クリス：‥ルールは理解したが……理解しただけのようだ。

ＧＭ：‥まあ、今のはおまけしておきましょう（笑）。

ノエル：‥も、もう……っ、もうっ、ひっかかりませんよっ!!（笑）

トラン：‥これ、プレイヤー発言もひっかかるんですね？

ＧＭ：‥そうです。ＯＫ？

トラン：‥（硬かたい口調で）───了解しました。

ＧＭ：‥……。理解したのね？

トラン：‥（硬い口調で）───了解しました。……って、ことですよね？（笑）

ＧＭ：‥「すばらしい！　よくわかっていらっしゃる。……───ではわたくしは三つ目の部屋にてお待ちしております。その時、“〝禁句の呪い”〟は解といて差し上げましょう───」……って、呪い？　呪いなのか？（笑）

ノエル：‥の、呪いですよっ。

エイプリル：‥まあ、注意していれば平気だろ。……行こう。

ＧＭ：‥了解！　では、お辞じ儀ぎをしたまま妖精は光となってその場から消え……正面にそびえる巨きよ大だいな鉄の扉とびらが軋きしんだ音と共にゆっくりと開き───。



　そして、道は開かれた。

　これが地じ獄ごくの始まりであることに……



　この時の四人はまだ、気づいてはいなかった。



◆Middle 11◆白はく霧むに待ち受けるもの




　そこは、上も下も左右も───ない。

　一面が白い闇やみに閉とざされた部屋だった。

　……いや、そこが部屋かどうかも定さだかではない。

　まるでミルクのように白く、濃こい霧きりだけがその空間に満たされていた。



ＧＭ：‥……では、キミたちは“〝禁きん句くの呪い”〟をかけられたまま、開き始めた巨大な扉の前に立った───。では、禁句の呪いはここからスタート！（パン、と手を叩たたく）

クリス：‥……。

トラン：‥……。

エイプリル：‥……。

ノエル：‥……。



　いきなり無口になるプレイヤーたち。



ＧＭ：‥あの……しゃべっちゃいけないわけじゃないんだが。

クリス：‥……。

トラン：‥……。

エイプリル：‥……。

ノエル：‥……ふっ……（←笑いそうになった）。



　なぜか全員、必死に笑いをこらえてあやしい表ひよう情じようになっている。



トラン：‥やばい……なにも起こってないのに、なんで笑いがこみあげてくるんだ……（笑）。

クリス：‥（抑よく揚ようのない口調で）───あ。部屋に。入る前に。傷きずを。治して。おきましょう。



　いちいち単語を確かく認にんしながらしゃべるクリス。



ＧＭ：‥ふつうにしゃべろうよっ!?

一同：‥しゃべれるかっ!?

トラン：‥と、とにかく！　ダメージだけは回かい復ふくしておきましょう！　さっきのクイズ（？）でノエルとクリスだけダメージもらってるはずです。

ＧＭ：‥ノエル、今のＨＰなんぼ？

ノエル：‥あたしは……今、39ですね。

ＧＭ：‥さっき受けたダメージって……。

ノエル：‥14でしたよね、さっきの。

ＧＭ：‥ですね。じゃ、それで。

ノエル：‥はい。

ＧＭ：‥……。

一同：‥……。

ノエル：‥……（カタン、とシャープペンを落とす音。つづいてトサっ、と机つくえに突つっ伏ぷす音）。

ＧＭ：‥（ダイスを振ふって）……はい、ノエルに３ダメージ。

ノエル：‥（ふるふる震ふるえている）………………（←なにかを考えている）。

ＧＭ：‥？　どした？

ノエル：‥しょ……“〝承しよう知ち”〟っ!!“〝承知”〟でっ!!（一同大だい爆ばく笑しよう）

クリス：‥とにかく回復！　回復だ!!　ノエルに《ヒール》！（ダイスを振る）……21回復!!

トラン：‥全ぜん快かいですね。

ノエル：‥ああ、は……ぃ……はっ!?（ばしっと手で口を押さえる）

ＧＭ：‥（笑いを抑おさえながら）惜おしい……今の惜しい……っ。

ノエル：‥しょ……承知っ!!　承知っ!?（一同大爆笑）

クリス：‥とにかく自分も回復っと（ダイスを振る）。

トラン：‥わたくしＨＰ36しかなくて、口数も多いのに……マジ死ぬ……がんばろっ（笑）。

ＧＭ：‥（ざーとらしく）……はーいみなさん、回復は終わりましたねえ？

一同：‥………………。

ノエル：‥（抑揚なく）───終わりました。

クリス：‥Yes,Yes,Yes!!

トラン：‥うい！

ＧＭ：‥では、先に進めましょう。

一同：‥………………。

ノエル：‥（口をふさいでいる）

エイプリル：‥な、なんだこの緊きん張ちよう感は……（笑）。

ＧＭ：‥はたして、記事になるんでしょうか。

トラン：‥そんな無む責せき任にんな……（笑）。

ノエル：‥こ、これ、精せい神しん的にきますね……。

ＧＭ：‥そんなにくる？

ノエル：‥……っ…しょ、承知!!　承知!!（一同大爆笑）



　会話が成立していません。



トラン：‥（ひとしきり笑ったあと）───ま、先に進みましょう（笑）。

ＧＭ：‥ＯＫ！　じゃ、いきましょうか!!

一同：‥…………………………。



（一同、二秒沈ちん黙もくして一いつ斉せいに吹ふき出す）



ＧＭ：‥なんだよっ!?　今のは素すだよ！　ひっかけようとしたわけじゃないよっ！　とにかく、部屋の演えん出しゆつにいきます！

ノエル：‥き……きっつい……（笑）。

ＧＭ：‥……では続き。扉とびらは、完全に開かれた。それと同時に、開いた扉の向こうから流れてきたのは───白い霧きり。ドライアイスの煙けむりのようなものが、キミたちの足元に流れ出す。

一同：‥…………。

ＧＭ：‥…………。……聞いてる？

クリス：‥Yes,Yes,Yes!!

エイプリル：‥こ、肯こう定ていの言葉が返せないってコミュニケーションとして……つらい……（笑）。

ノエル：‥（絶ぜつ対たい無む敵てき可か憐れんなうめき声で）せ、精神に……くるっ……きます……う（笑）。

ＧＭ：‥では、続き。開いた扉の向こう───そこは、白い霧に満たされている。わずか１メートル先も見通すことはできない。

トラン：‥お？　これって、前のダンジョンでも似にたような部屋がありましたね。

ＧＭ：‥うん。しかし、あれよりもよりいやらしい構こう造ぞうになっている。

一同：‥いやらしいのか！

ＧＭ：‥ええ、ここは───。



　　　＊　　＊　　＊



　ではここで、読者の皆みなさんには部屋の構造を先に公開しておきましょう！



　まずは、ＭＡＰを見ながら、以下のシナリオから抜ばつ粋すいした文章を読んでください。

　最初の部屋はこのような構造になっています。





シナリオ４／ダンジョン２・エリア２（シナリオより抜粋）

　部屋は白い“〝迷まよいの霧”〟に満たされている。実は部屋自体、広くはないのだが空間が魔ま法ほう的に断だん裂れつしており、出口に向かってまっすぐ歩くことはできない。

　部屋に入ったＰＣは全員、【感知】判はん定ていを行なう。

　その達成値ちの結果に準じゆんじ、部屋の指定されたエンゲージに移い動どうしてしまう。



達成値１～10：‥エンゲージＡ（エネミー：‥食人花×１）

達成値11～14：‥エンゲージＢ（エネミー：‥ウェポンイーター×１）

達成値15～　：‥エンゲージＣ（出口＆霧の発生装そう置ち）



・他のエンゲージに移動するためには、メジャーアクションを使用して【感知】判定をやり直し、その結果に準じなければならない。

・なお、たとえロープなどで身体からだを結んでも断裂した空間を介かいして繋つながるだけで、それを辿たどって他エンゲージに存そん在ざいする他ＰＣのもとに狙って移動することはできない。

・視し界かいがふさがれているので、スキルを同じエンゲージ以外の対象にかけることはできない。

・声はかけあってもいいが、お互たがいがどの程てい度どの距きよ離りにいるかは、わからない。

・霧きりの発生装置のＨＰは50、防ぼう御ぎよは物理／魔法共に10。これを破は壊かいすれば、霧は消える。

　……おおざっぱに説明すると、ダイスの結果でパーティを分断して個こ々こにエネミーと戦わせようという構造です（笑）。

　配置したエネミーもちょっぴりいやらしいので、ご注目を（笑）。



　　　＊　　＊　　＊



トラン：‥……なるほど、だいたいわかりました。【感知】の達成値しだいで移動先が決まってしまうってことですね。

クリス：‥エネミーもいそうだな……。



　移動した先になにがあるのか、もちろんプレイヤーには知らせていない。



ＧＭ：‥では、判定のダイスを振ふってください！

トラン：‥うい！（と、ダイスを握にぎる）

ノエル：‥……。

ＧＭ：‥……？　ノエル？

ノエル：‥こ、言葉を……発するのが……今、大変困こん難なんで……（一同大だい爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：‥（ものすごーくわざとらしい口調で）あの大変申し訳わけないんですが、リプレイにするのでしゃべっていただきたいなあ!!（一同大爆笑）

ノエル：‥………ど、どうしよう……こわくてしゃべれない……（笑）。

ＧＭ：‥声せい優ゆう声優。言葉のプロプロ。

ノエル：‥しょ、承しよう知ち承知。

ＧＭ：‥ではみんな振ってちょーだい！



　一いつ斉せいにダイスを振るプレイヤーたち。



ＧＭ：‥（シナリオを見ながら）……では、達成値が10以下のひとー。

クリス：‥はーい。

トラン：‥（無言で手をあげる）。

ＧＭ：‥（シナリオを見ながら）えっと、10以下の人はそれでひとつのエンゲージになります。

クリス：‥……（ぱたん）。

トラン：‥ＧＭ……クリスが……（笑）。

ＧＭ：‥は？

クリス：‥……言った……たしかに今、言ったよな……（笑）。

ＧＭ：‥え……あ！　うわ、ぜんぜん気づかなかった！（一同大爆笑）

トラン：‥素すかよ！　すごい言葉のトラップ仕し掛かけると思ったら！（笑）



　クリス───１ダメージ。



クリス：‥ＧＭはしゃべってもいいんだもんなあ（笑）。

ＧＭ：‥当たり前だろうっ!?　ＧＭに禁きん句くがあったらゲームにならん！

トラン：‥むかつく……（笑）。

ＧＭ：‥では、11～14のひとー……は、ノエルだけか。

ノエル：‥しょ、承知承知です、はい。……ああ──────っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：‥（ダイスを振って）……ダメージ２点……（笑）……承知って言ったあとに……い、意味ねー……（笑）。

ノエル：‥い、意味ない……あたしもバカだなと……ってほんとにもうっ……（笑）。

トラン：‥これ面おも白しろい……。

エイプリル：‥お、面白いけど……ゲームが進まない……（笑）……で、はい、俺おれの達成値ちは16───あ。



　エイプリル───２ダメージ。



ノエル：‥エイプリルさん……（笑）。

ＧＭ：‥で、達成値16のエイプリルも、他三人とは別のエンゲージにいる。

トラン：‥ぬ、３つに分散したか。

エイプリル：‥よりによって治ち癒ゆ・防ぼう御ぎよを持ってるクリスとトランがひとつの組みになったか。

ＧＭ：‥では、それぞれ演えん出しゆつしよう！　ここからは、戦せん闘とうと同じラウンド進行でいきます！　まず……トラン・クリス組！　ぬめるような白い霧の中───のばした手の先すら見えなくなるようなその場所で、キミらはかろうじてお互たがいを認にん識しきしあう。

トラン：‥よ、よりにもよってキミとか。

クリス：‥なんだこの狙ねらったような組み合わせは!!

ＧＭ：‥知らんわい。───で、キミたちが認識しあったその時───気づく。ふたりのすぐわきになにか……巨きよ大だいな食虫植物が蔓つるをうねらせ、蠢うごめいている！

トラン：‥なんだこいつは……って、植物？　いやな予感が……属ぞく性せい〈地〉じゃないだろうな。

ＧＭ：‥そして一方、ノエル！　ひとり白い闇やみの中に取り残されたキミの眼がん前ぜんにも、やはり巨大ななにかが立ちふさがり───近づいてくる！

ノエル：‥り、了りよう解かいですっ。どんなのですかっ。

ＧＭ：‥それは一見すると、体長40センチくらいのダンゴムシ……の群れだ。

ノエル：‥ダンゴムシ！　ひゃあ……り、了解ですっ。

ＧＭ：‥うん、それが立ち上がったような感じ？　正直に言えば、戦闘力自体はたいしたことはない。が、非ひ常じようにやっかいな能のう力りよくを持っているとだけ、言っておきましょう！

ノエル：‥や、やっかいな能力ですかっ……はい、了解ですっ、はいっ……ああ────っ!?（一同大爆笑）（ぱたん、と倒たおれる音）



　ノエル───３ダメージ＋４ダメージ。



ノエル：‥も、もうやだぁ……くやしい……（笑）。

ＧＭ：‥そしてエイプリル！　キミはさすがシーフというだけある。そのすぐれた知覚は、白い闇の中で方向を見失うことなく───ふと気づけば、白い濃のう霧むはキミの背はい後ごにあった。

エイプリル：‥霧きりのエリアを抜ぬけ出た？

ＧＭ：‥そのとおり。そして眼前には北に伸びる一本道と、一体の石せき像ぞうだ。

エイプリル：‥石像……？

ＧＭ：‥その石像の口の部分からは白い霧が垂たれ流され……部屋へと流れこんでいる。

エイプリル：‥霧の発生装そう置ち、か。これを破は壊かいすれば───。

ＧＭ：‥そういうことだね。では、ここからは戦闘と同じラウンド進行でいきます！

クリス：‥Yes,Yes!!

ノエル：‥承しよう知ちっ。もう承知しか言いませんっ！（笑）

クリス：‥では、ゆくぞ！





　そして、ようやく戦いは始まった。

　第一ラウンド───セットアッププロセス。

　このパーティが分散した状じよう況きようで、クリスがギルドスキル《陣じん形けい》の使用を申し出るが、その意見は却きやつ下か！　移い動どうするにせよ、目標となる場所が見えないゆえ、使用不ふ可かという判はん断だんだ。

　ではそれならばと、トランは続けて《ウィークポイント》を自分たちのエンゲージに対して使用した。これで、クリスとトランの次の攻こう撃げきのダメージが＋７である。



　最初の行動は、エイプリルからだった。

エイプリル：‥……まずは───この石像を破壊する！（ダイスを振ふる）あ、すいません、《デスターゲット》の宣せん言げんを忘わすれた───あ。

ＧＭ：‥すいません、ね？（笑）（ダイスを振って）……２ダメージ。

エイプリル：‥はいはい（と、ダメージをメモって）、ではあらためて───あ。また二回言った……ダメージをくれ。

ＧＭ：‥（ダイスを振って）……２ダメージと４ダメージ……っ（笑）。

エイプリル：‥はい、では今度こそ───あ（一同大だい爆ばく笑しよう）。

ノエル：‥エ、エイプリルさん……っ（←吹ふきだした）。

ＧＭ：‥（ダイスを振って）さらに４ダメージ。

エイプリル：‥（シリアスな口調で）…………ハマった。

ＧＭ：‥ご、合計12点喰くらってる……！

エイプリル：‥12点ね、はい───あ（一同大爆笑）。



　追加１ダメージ───もはやドツボである。



ノエル：‥エ、エイプリルさんエイプリルさん……っ……（笑い転げている）。

クリス：‥や、やばい……っ、予想以上にやばい……っ!!

トラン：‥《プロテクション》はともかく、回かい復ふくに行けないのがやばい！　お、おのれ……っ！　なんとしても早くこのエリアを突とつ破ぱする！　も、燃もえてきた！

ノエル：‥（ハンカチで涙なみだをぬぐいつつ）……っ、ちょ、ちょっと待って……も、もうおかしくっておかしくって……（笑）。

トラン：‥わ、笑ってる場合じゃないっ！（笑）

ＧＭ：‥では、戦せん闘とう再さい開かい！　エネミーの行動だ！



　トランとクリスにエンゲージしていた食虫植物・レベル７のエネミーである食人花は、《魅み惑わくの息》を吐はきかけふたりの回かい避ひ判定にマイナス８のペナルティを与あたえた。



　……もっとも、クリスとトランはもともと回避能のう力りよくが低いので、さしたる問題はない。

　そして、次に動くはノエルの前に蠢くダンゴムシの群れ───

　正式名めい称しよう・ウェポンイーターの黒い影かげだった。





ＧＭ：‥では、ダンゴムシたちは口を大きく開いて、跳ねるように次々とノエルに飛びかかる!!

ノエル：‥お、おそろしいですよっ!?

ＧＭ：‥命中は９＋２Ｄ６！（ダイスを振る）16だ！

ノエル：‥え、えっと回避は２Ｄで10以上……？

トラン：‥そうですね。10以上ですか───フェイトを使えば……！

ノエル：‥使いましょうっ。では振ります、はいっ……（ダイスを振る）……………………ふっ……（ダイスを振ってそのまま机つくえに突っ伏ぷす）。

ＧＭ：‥ダイス目は９……回避失敗なわけですが……（ダイスを振る）はい、その前に雷らい光こうが落ちて６ダメージ（笑）。

ノエル：‥う、ううー……さ、さらにダンゴムシのダメージがきますかっ。

ＧＭ：‥いや、こいつの特とく殊しゆ能力で───実はダメージは入らない。かわりに……ダンゴムシは、ノエルの装そう備びしているバックラーに群がる！

ノエル：‥え……？

ＧＭ：‥その口からは、唾だ液えきが垂たれ流されて盾たてをつたい───“〝ぷしゅうううううう！”〟白はく煙えんがあがった。

ノエル：‥え、ええ……!?

ＧＭ：‥ややあって、バックラーは“〝ゴトン……”〟と、床ゆかに落ちた。なにやら、溶とかされて使い物にならなくなってる。

ノエル：‥え───っ!?　バックラーなくなっちゃった!?

ＧＭ：‥装備破は壊かい……これがこのエネミーの特殊能力だ！　早く倒たおさないと、どんどん装備を破壊していきます。

ノエル：‥えぇ───っ!?　……って、カラドボルグも……？

ＧＭ：‥いや、対象にするアイテムはＧＭが選ぶので、カラドボルグは最後に！　まあ、キャンペーンのイベントアイテムなんで、シナリオ終しゆう了りよう時まで使用不能になりこそすれ、完全な破壊はしないよん（笑）。

ノエル：‥なるほど……はぃっ、わかりま……あああ───っ!?（一同大爆笑）



　ノエル───６ダメージ。



ノエル：‥ろ、６……。

トラン：‥わ、我われ々われはよけいな会話をしている場合ではな───いっ!?

ノエル：‥た、倒しましょう！　全力全開でサクサクとっ！　……からどぼるぐっ！



　剣けんを握にぎりしめ、そう宣せん言げんしたノエル───その刃やいばから光が噴ふき上がる！

《スマッシュ》《バッシュ》、そしてカラドボルグの敵てきの防ぼう御ぎよ力を０にしてダメージ判はん定ていという───ノエルはおのれの最強技わざを繰くり出した！



トラン：‥うお、本気だ！

ノエル：‥本気ですよおっ！（いきなり泣きそうな声になって）は、はやく……はやく終わらせないと～……（笑）。たあっ……！（と、ダイスを振ふる）



　ダイス目───１、１、２。



ノエル：‥（ぱたん、と倒れる）。

ＧＭ：‥……す、すごい。もはやここまでくるとツッこむことすらできん。

トラン：‥フェ、フェイト！　フェイトを！

ノエル：‥（がばっと起きて）そ、そうそうそれですよ！　フェイトを使って振り直します！（ダイスを振る）……あ、けっこういいかも!?

ＧＭ：‥う。クリティカル出さないと回かい避ひできん（ダイスを振る）……あ、ほんとに出た。クリティカル。

ノエル：‥まぁた───あっ!?

トラン：‥こ、これはひどい……すごい！（笑）

ノエル：‥きくたけさんっ、あたしの時だけよく出してませんか……!!

ＧＭ：‥ダイス目に言ってくださいっ！

トラン：‥三回しか使えないカラドボルグの特殊攻こう撃げきを空打ち……ＭＰを12も消費して……でも防ふせぎようないですから。

ノエル：‥はぃ、もうこれはどうしよも……あ───っ!?



　ノエル───５ダメージ。



ノエル：‥ト、トランさん───っ!?　もうっ、もうっ……ほんとにもう……っ!?

トラン：‥わ、わたしのせい……？

ＧＭ：‥あ、あの……ノエル、死ぬぞ。

ノエル：‥（絶ぜつ対たい無敵可か憐れんなうめき声で）……し、死ぬぅっ。こ、言葉に殺されます……ぅ。

トラン：‥いかん、クリス！　一いつ刻こくも早くこの食虫植物を倒して応おう援えんに……！　エイプリルも霧きりの発生装そう置ちを!!　で、でないと……。

ノエル：‥（絶対無敵可憐なうめき声で）死ぬぅ……死ぬ……ぅっ（一同大だい爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：‥ダンゴムシは１点もダメージ与あたえてないんだがな……不思議だ。

トラン：‥ではわたしの番！　魔ま法ほう……撃うちます！



　ここでトランは《アースブレット》を撃ち放って……愕がく然ぜんとする。

　食虫植物───食人花の属ぞく性せいは〈土〉で《アースブレット》が効ききにくい上に、この魔法の追加効こう果かである［転てん倒とう］に対して耐たい性せいがあったのだ。



ＧＭ：‥……それでも16ダメージきたな。

トラン：‥はい、では次のクリスに望みをたくし……。

一同：‥あ。

トラン：‥……うわっ!?　とうとう言っちゃった!!　ここまで我が慢まんしてきたのにっ!!　か、かなりくやしい……っ!!



　そんなトランの無念を晴らすように、全力を込こめたクリスの剣が一いつ閃せん───！

《ボルテクスアタック》を重ねた一撃は、37ダメージたたきだし……食人花は昇しよう天てんした。

　そして戦いは第二ラウンドに突とつ入にゆう。

　ラウンド開始早々に火を噴いたエイプリルのキャリバーが、石せき像ぞうを粉々に打ち砕くだいた。



ＧＭ：‥ぬ！　……石像が砕けると同時に、部屋を、満たしていた霧が晴れていく！

一同：‥おお!!

トラン：‥これでノエルに《ヒール》を飛ばせる！　ノエルを探さがします！

ＧＭ：‥探すまでもない。エンゲージこそ別だけど、すぐ横にいる。

一同：‥……は？

ＧＭ：‥実はこの部屋、空間がねじまがっていたせいで広く見えたが、５メートル四方くらいしかないのだ（笑）。移い動どうしたつもりで、キミらはほぼ足あし踏ぶみしてた。そんな感じ。

トラン：‥そ、そうだったのか！　む、むかつく……（笑）。

ＧＭ：‥そしてトランとクリスは見る。まさに自分たちのすぐ脇わきで、“〝ふしゅるるるうう”〟とよだれを垂たれ流す……巨きよ大だいなダンゴムシがノエルに襲おそい掛かかるシーンを！　では、攻撃！（ダイスを振ふる）……命中は17！

ノエル：‥う！　それはきびしいです……っ。

トラン：‥装そう備び……壊こわされたくないですか？

ノエル：‥（絶対無む敵てき可憐なうめき声で）ないです……ぅ。

トラン：‥フェイト、使って回避しましょうか！

ノエル：‥フェイト使います、はぃっ!!

ＧＭ：‥…………。

一同：‥…………。

ノエル：‥（手で口を押おさえて）い、今……言いましたよね……あたし……。

ＧＭ：‥言いましたね……（笑）。



　ノエル───５ダメージ。



ノエル：‥ま、また５ぉっ!?　さっきから６と５ばかりじゃないですかあっ!?

ＧＭ：‥そ、そう言われても……けっこーダメージ来てる？（さりげなく）

ノエル：‥は………………ぃ、言いませんよっ!?　言ってませんよっ!?

ＧＭ：‥ち、惜おしい。

トラン：‥（ノエルのシートをのぞき込んで）……って!!　なんでノエル、ＨＰが27しかないんですかっ!?（一同爆笑）エネミーからダメージもらってないでしょうっ!?

ノエル：‥こ、言葉に……ぃ。（手をぶんぶん振り回して）……や、やめましょう！　よけいなこと言うのやめましょうっ！　はやく倒たおしましょうっ!!（笑）

トラン：‥お、おうっ!!



　みんなの心がひとつになった。

　装備を破は壊かいする能のう力りよくを持つ、やらしいエネミーウェポンイーターであったが……その戦せん闘とう能力はレベルのわりには低い。

　霧が消えた今、四人の集中攻こう撃げきを受けるのは必至なわけで───。



トラン：‥……《アースブレット》!!

ＧＭ：‥ぐは……27ダメ喰くらって……し、死ぬっ!!

トラン：‥ついでに［転倒］ですっ！

ＧＭ：‥ぬ。ダンゴムシはコロン、と防ぼう御ぎよ姿し勢せいを（一同爆ばく笑しよう）。

トラン：‥丸くなったっ!!（笑）

クリス：‥ふっ、その程てい度どで我わが剣けんを耐たえきれるものか！《バッシュ》使用！　このどこか納なつ得とくできない怒いかりを力に変えて───！



　クリスの剣が、一閃した。

　ダンゴムシ……ウェポンイーターは丸まったまま───



　木こっ端ぱ微み塵じんとなった。



◆Middle 12◆闘とう技ぎ場とドラム缶かん（主しゆ砲ほう付き）




　回かい復ふくを終えたのち───。



　白はく霧むの部屋を抜ぬけて、四人は北に伸びる通路を進んでいく。

　それはやがて上り坂となって……少し先にあったのは、縄なわばしご。

　これを登って出た先にあったのは、直径が20メートルほどの……どこか闘技場を思わせる円形の広場だった。





ＧＭ：‥……というわけで、このエリアに侵入すると同時に、キミたちがのぼってきた穴あなは、パタンと閉とじて後あと戻もどりできなくなった。

クリス：‥縄ばしごを登ってきたということは……？

ＧＭ：‥うん、図を描かこう。このエリアは、巨きよ大だいな縦たて坑あなのまんなかに直径20メートルほどの円えん筒とう形の柱が突つき立った形けい状じようになっている。キミたちはこの柱の上にいる、と思えばわかりやすいか。

トラン：‥ということは……逃にげ道なし！

ＧＭ：‥さらに───そうだな、トラン。特にキミだ。キミは、やたら強いプレッシャーを感じる。このエリアの空気が、妙みように張はりつめているというか───。

トラン：‥わたしだけ……？　まさか……魔ま法ほう封ふうじの結界……。



　トランの推すい測そくは正しかった。

　このエリア全体には、あらゆる魔ま術じゆつの使用が禁きんじられるトラップ───［封印指定］が仕し掛かけられていた。

　さらには、トランは気づかなかったが、［マインドロスト］……すなわち、クリンナップフェイズがくるたびにＭＰを失わせるトラップも仕掛けられていたのだ。



エイプリル：‥で、他ほかには？　周囲を見回すと？

ＧＭ：‥たしかに、キミたちが固まっている場所から前方10メートルほどの場所に……なにかが、いる！　それは一見すると───。

クリス：‥ゴーレムだきっとゴーレム。

トラン：‥今回、まだ登場してませんからね。

ＧＭ：‥……。それは、一見するとドラム缶のような……。

エイプリル：‥ドラム缶ゴーレムっていうんじゃあるまいな。

ＧＭ：‥……。まあ、たしかにそのドラム缶には、ボディににょっきりと主砲のようなものがついており、キミらを見つけるとゆっくり動き始……。

クリス：‥ほんとにドラム缶ゴーレムかよっ!?（一同大爆笑）



　ドラム缶ゴーレム───正式名めい称しようマジックキャノン。

　サプリメント『ドレッドダンジョン』に掲けい載さいされたレベル８のエネミーで、22という高い物理防御能のう力りよくを備そなえている。

　その主砲から発はつ射しやされる高速砲ほう弾だんは、攻こう撃げき力が20＋４Ｄと決して侮あなどることはできない。





トラン：‥よ、読めた。このエリア、魔法を封じておいて高い物理防御力を持つエネミーを配置するって仕組みですね……。

ＧＭ：‥う。

クリス：‥ってことは、ポーションはともかく───事実上、回復もダメージ軽けい減げんもできないってことか。あ、武ぶ器きダメージを魔法化することもできない。

エイプリル：‥なるほど、ゴーレムを最さい大だい限げんに活いかすためのエリアってわけか。

トラン：‥ですが、それがわかっていれば……我われ々われのとる方法はひとつです！

ノエル：‥ど、どーするんですか！

トラン：‥全力の攻撃で、奴やつの防御力を超こえるダメージをたたき込むのです！

ノエル：‥わかりやすいですっ！（笑）

トラン：‥行きましょうっ、ノエル！　防ばう御ぎよ力を無む視しするカラドボルグが鍵かぎです！

ノエル：‥はぃっ、オッケーですっ!!

エイプリル：‥あ。

クリス：‥あ。



　ノエル───６ダメージ。



ノエル：‥う、うう～……（←机つくえに突つっ伏ぷしている）……トーラーンーさーんー……。

トラン：‥い、いや……引っかけるつもりはその……なかったんですが……。

ノエル：‥そ、それにまた６ダメージっ！　なぜになぜにっ……さっきから６ばかり……っ。

ＧＭ：‥今日のわたくし、絶ぜつ対たい無む敵てき。

ノエル：‥あたしに対してだけ絶対無敵ですよっ!?

ＧＭ：‥うひひ。よし、ではあらためて……戦いを始めよう！

トラン：‥では、セットアッププロセスに《ウィークポイント》!!

エイプリル：‥続く俺おれの順番で───《デスターゲット》＆《ダブルショット》!!

ＧＭ：‥ふはは！　無む駄だよ無駄無駄あ！　ここは、ゴーレムが有利に戦えるよう創つくり出した空間！　ちょっとやそっとの物理攻撃では……！



　ちょっとやそっとではなかった。



　鈍にぶい金きん属ぞく音が、鳴った。

　エイプリルが同時に放った二発の弾丸は、《デスターゲット》《ウィークポイント》というふたつのダメージ増ぞう強きようスキルを受けて……いともたやすくマジックキャノンの分ぶ厚あつい装そう甲こう板を撃うち抜ぬいた。



ＧＭ：‥…………は？

エイプリル：‥（自分のシートをチェックして）……消費ＭＰ15。連射はできんな。



　続いて、カラドボルグの能力を解かい放ほうしたノエルが、マジックキャノンのもとへと走り込こみ……その剣けんを、振ふり切った。

《バッシュ》を乗せた、重い一撃だった。



ＧＭ：‥の、残りＨＰ32!?　カラドボルグの攻撃を受けたら……!?

ノエル：‥い、行きますよお……っ！　とりゃー（ダイスを振る）。



　ダイス目───１、１、３。



一同：‥………………。

ノエル：‥ん、んむぅぅぅうううぅうう……（ぱたん）。

トラン：‥そこでへこまないで───っ!?（笑）

ＧＭ：‥命中11か！　それならよける可か能のう性せいも……！（と、ダイスを握にぎる）

ノエル：‥ふぇ、フェイトっ、フェイト使って振り直しますよおぉっ！（ダイスを振る）



　ダイス目───１、１、５。



一同：‥………………。

ノエル：‥さ、さっきよりはいいですよっ!?

ＧＭ：‥命中13か……実はけっこうきびしい！　こいつの回かい避ひは２だから２Ｄして11以上で回避成功だ！（と、ダイスを握りしめる）

ノエル：‥い、１ぃ！　１出ろ１ぃいいっ！

ＧＭ：‥11以上……出ろっ!!（ダイスを振る）───……９ぅ!!

ノエル：‥あ、当たった───っ!!　当たりましたよっ!!　……では、ダメージいきますっ！　ダイスは７つ……っ！（ダイスを振る）───うあっ!?　なんかすごい出目が!?

一同：‥うおあっ!?

ＧＭ：‥ダイス目……４、５、６、６、６、６、３これに基本の攻撃力と、《ウィークポイント》も乗って……（計算して）……ご、57？

クリス：‥しかも、防御力無視っ!!　どうだっ!?

ＧＭ：‥：‥…っ……!!



　光をともなったカラドボルグの一いち撃げきが、マジックキャノンの直上からたたきつけられた。

　このエリアでは無む敵てきと思われたマジックキャノンは───



　木こっ端ぱ微み塵じんとなった。



◆Middle 13◆“〝無敵”〟という名の力




　マジックキャノンを打ち倒たおすと同時に、北側の岸きしへ渡わたる橋が架かけられた。

　四人は回かい復ふくをすませたのちに、橋を渡って次のエリアへと歩を進める。

　その部屋に入った時、一行は見た。

　入り口の対面……北側の壁かべにはめられた巨きよ大だいな石の扉とびらを。



　その扉に刻きざまれた───複ふく雑ざつな薔ば薇らの文様を。



ノエル：‥あ、あそこが最後の部屋ですかね……。

エイプリル：‥おそらくな。たしか妖よう精せいは、“〝ウィガール”〟の封ふうじられた場所まで三つ、部屋があると言っていた。この部屋で三つ目だ。

トラン：‥（地じ獄ごくの底から響ひびくような声で）こ、ここで……ここで終わりじゃあ……っ……。

ノエル：‥や、矢野さんが……矢野さんが……っ、あ、ちがう、トランさんが性せい格かく変わってますよ……！（笑）



　これまで、注意に注意をはらって禁きん句くを一回しか言わなかったトラン。

　実は前の部屋で回復したさい、気がゆるんだのか……二回続けて禁句を言い放ち、思いっきりダメージを受けていた。

　しかも一いつ旦たん、完全にＨＰを回復したあとにである。



ＧＭ：‥───では、キミたちがこのエリアに入って周囲を見回した時。ふいに、部屋の中央にスポットライトの光があたった。

一同：‥お？

ＧＭ：‥その光の中に立つ人ひと影かげは、身長四〇センチほどの妖精。ピエロが挨あい拶さつするようなポーズで深々と頭を下げ───。

トラン：‥で、出やがった……出やがった……！　待ってろ……今、俺の怒いかりの拳こぶしで……っ。

ノエル：‥ト、トランさん……っ、性格も口調も変わってますよっ（笑）。

ＧＭ：‥妖精はキミたちを見回して満足げに笑えむと……「───すばらしい！　ようこそおいでなさいました、みなさま！　なんという英知！　なんという戦せん闘とう力！　わたくし、素す直なおにあなた方を褒ほめ称たたえましょう……!!」ぱちぱちぱち。

トラン：‥もう馬ば鹿かにされてるようにしか聞こえない……（笑）。

ＧＭ：‥「さあここが、“〝ウィガール”〟を守りし最後の関門でございます。最後は、このあたくしがじきじきにお相手をいたしましょう」

トラン：‥ギリ、ギリ、ギリ……。

ＧＭ：‥「……おやあ？　なぜにそのような憎にくしみの視し線せんをわたくしめに向けるのです？　ああ、さきほどまであんな穏おだやかだったあなた方の心、今はずいぶんとささくれだっているようで───途と中ちゆう、なにか嫌いやなことでもございましたかあ？」

ノエル：‥よ、妖精さん……（笑）。

クリス：‥む、むかつく……（笑）。

トラン：‥さ……殺意で人が殺せたら……。

ＧＭ：‥「では、最後の試練始めましょう！」“〝パチン!!”〟妖精が指を鳴らすと、彼とキミたちの間の床ゆかから……なにかがせり上がってくる！

ノエル：‥な、なにが……。

ＧＭ：‥それは一見すると、巨大な鎧よろいのようにも見える。

一同：‥…………。

クリス：‥ゴ、ゴーレム……（笑）。

ＧＭ：‥「そのとおり！　これぞ第三の薔薇の武ぶ具ぐを守りし最強の番人でございます！　愛称は……“〝無敵ゴーレム”〟!!」

ノエル：‥む、むてき……。

トラン：‥でも、ゴーレムなんだよな……。

クリス：‥きっと魔ま法ほう防ぼう御ぎよは０だよな……。

ＧＭ：‥「ふふふ、無敵というからには理由がございます。はたしてみなさまに……これが倒せますかな？　───行きなさい、ゴーレムさん！」“〝ギィイン！”〟妖精の声に呼こ応おうし、ゴーレムの目に光が灯ともった！

クリス：‥くるぞ！

トラン：‥……しかし相手がゴーレムとわかっていれば戦法はひとつ！　みなさん、［待機］を！　わたしがまずみなさんに《フェイス：‥ゴヴァノン》をかけて、武器を魔法ダメージに変えます！

ノエル：‥は……ぃじゃない、承しよう知ちっ、承知っ!!（笑）



　戦闘は始まった。





　セットアッププロセスでいつものようにトランが《ウィークポイント》をかけた直後───もっとも早く動いたのは、無む敵てきゴーレムだった。

　力を溜ためて───“〝ぎゅんっ”〟。

　瞬しゆん間かん、ゴーレムの姿すがたはかき消え、気づいた時にはノエルたちとエンゲージしていた。



クリス：‥は、速いっ！

ＧＭ：‥速いだけじゃないぞ！　キミらとエンゲージすると同時に、口を覆おおっていたカバーが“〝ジャコ……っ”〟とオープンし……！

トラン：‥お？

ＧＭ：‥口にあたる部分にはめ込まれていたのは、七つの宝ほう石せき！　そこから、一いつ斉せいに光が撃うち放たれる!!　このエンゲージ全体に攻こう撃げきだ！



    

  
    
      トラン：‥うわっ……いきなりビームが来た……！

ＧＭ：‥解とき放たれた無数の光は、空中で軌き道どうを変えて……キミたちの前後左右、そして上空から同時に襲おそい掛かかる！（ダイスを振ふる）……21!!



　この攻撃に、四人は全員回かい避ひに失敗する。

　無数の光はその場に次々と着ちやく弾だん、高熱をともなった爆ばく風ふうを巻まき起こす。

　しかし───。



ＧＭ：‥くらえいっ……！　ダメージは───15Ｄっ!!（ダイスを振る）

一同：‥15───っ!?

トラン：‥……《サモン・アラクネ》！

クリス：‥……《プロテクション》をトランにっ！



　光のダメージは47。

　しかし爆風が収おさまった時……

　傷きずを受けながらもそこに四人は立っていた。

　しかも二重の防御魔法を受けたトランは、無傷である。



ＧＭ：‥「おお、すばらしい……！　今の一撃で生き残る！」

ノエル：‥で、でもずいぶん減へりまじだあ……（笑）。

ＧＭ：‥「もぉちろんですとも。必殺技わざを放ったのです。これで全員無傷では、わたくしの沽こ券けんにかかわります───。（スッとふつうの口調にして）ああ、ところで……ノエルさん？」

ノエル：‥はい？



　ノエル───６ダメージ。



ノエル：‥く、く、くぅ…………（笑）。もう……っきくたけさんっ……もう、もうもぅ！　どうしてどうしてっ……あたしは……もお───うっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：‥今のはあっさりひっかかったな。

エイプリル：‥ひ、ひでえ……（笑）。

トラン：‥さ、殺意が……！　一いつ刻こくも早く倒たおしましょう！

ノエル：‥倒しますよっ!!

クリス：‥ノエルに《ヒール》！　（ダイスを振って）……16回かい復ふく！

ノエル：‥これで39まで回復ですっ。

トラン：‥では、《フェイス：‥ゴヴァノン》使用!!　全員の武器を魔法ダメージに！



　ノエル、クリス、エイプリル───三人の武器が、淡あわい魔法の光に包まれる。

　魔法の加か護ごを受け、ノエルが剣けんを構かまえ直して眼がん前ぜんにそびえ立つゴーレムをにらみつける。



ノエル：‥いきますよっ!!　もう全力で……《スマッシュ》《バッシュ》!!



　ノエルが、淡く光るカラドボルグに全ぜん霊れいの力を込こめて───ゴーレムにたたきつけた。

　その振りの速さについていけず、剣はゴーレムの胸むねを捉とらえる。



ノエル：‥ダメージは……（ダイスを振って）……50ですっ!!

一同：‥おお───っ！

トラン：‥しかも魔ま法ほうダメージっ！

エイプリル：‥ノエル……強くなった……っ。

ＧＭ：‥その光景を見て、妖よう精せいも感かん嘆たんの声をあげた！「……すばらしい！　なんという力！　なんという輝かがやき！　その一撃はまさに天を割わり、大地を裂さくほどのものでしょう！　……しかああしっ!!」

一同：‥え……？

ＧＭ：‥“〝ギィイイイン……っ!!”〟よく見れば、カラドボルグとゴーレムの身体からだの間に紅あかく輝く光の障しよう壁へきっ!!　刃やいばは、ゴーレムには届とどいていないっ!!

一同：‥なにいぃい───っ!?

ＧＭ：‥“〝ギシィギシぃ……ギンっ！”〟刃は、障壁に弾はじかれた。

ノエル：‥な、な……！

ＧＭ：‥「ふふふ……ゴーレムだからと言って甘あまく見ましたね？　この私がじきじきに出で迎むかえるのです。この程てい度どの芸はあって当然でしょう？　宣せん言げんします。あなた方は、この無む敵てきゴーレムに一いつ切さい傷をつけることは、できないと」

クリス：‥なんだ、特とく殊しゆ能のう力りよくか……？

エイプリル：‥あのＧＭの余よ裕ゆうの表ひよう情じよう。魔法に対する防ぼう御ぎよ能力……ってだけじゃねえな。

クリス：‥あらゆるダメージを０にする……？

トラン：‥ええ。でもそんな能力があっていいはずがありません。なにか仕し掛かけが……。



　考え込む一同。

　ややあって───。



トラン：‥……待てよ。次の行動、誰だれでしたっけ。

エイプリル：‥俺おれだ。

トラン：‥［エネミー識しき別べつ］を。



エネミー識別

　対象のエネミーがどのようなスキルを持っているか、調べることができる判定である。



　エイプリルが［エネミー識別］をした。

　結果は、成功だった。

　無敵ゴーレムは、次のような能力を持っていた。



《無敵結界》

　このエネミーが受けた、あらゆるダメージを０にする。

《主しゆ従じゆう関係》

　主となる者をひとり定める。

　このエネミーは、主とＨＰを共有する。



一同：‥……。

トラン：‥ほう……。

エイプリル：‥なるほど（銃じゆうを構かまえ直すジェスチャー）。

クリス：‥そうかそうか……（剣けんを構え直すジェスチャー）。

ノエル：‥これってつまり……。

一同：‥（妖精を見ている）。

ＧＭ：‥「（うわずった口調で）……な、なぜわたくしをにらんでいますか？」



　戦いは第二ラウンドへ突とつ入にゆうした。

　最初の無敵ゴーレムの攻こう撃げきをかわしたのち……四人は、次々とエンゲージを離り脱だつした。

　そして次のラウンド、四人の攻撃が妖精に集中した。

　妖精のＨＰは０となり……



　ゴーレムは、その場に崩くずれ落ちた。



　　　＊　　＊　　＊



トラン：‥自由にしゃべれるって───すばらしいっ!!

ノエル：‥はいっ、はいっ、はいっ……ダメージきませんよ───っ!!（笑）



　戦いののちに。

　四人はついに取り戻もどした言葉の自由を満まん喫きつしていた。



ＧＭ：‥大地にぽてちんと転がったまま……妖よう精せいはキミたちに笑え顔がおで語りかけた。「す、すばらしい……すばらしい英知でございます……ぅ」

クリス：‥もうええわっ!!（笑）

ＧＭ：‥「なにをおっしゃいますか……認みとめましょう、あなた方の実力を。称たたえましょう、あなた方の英知を！　あなた方なら、必ずや最後の番人を打ち倒たおし、“〝ウィガール”〟を手に入れるでしょう！」

ノエル：‥もちろんですよっ！

トラン：‥まあ、いずれにせよ次で最後です。みなさん、ここで残りの回かい復ふく剤ざいを使って完全な状じよう態たいにしておきましょう。

エイプリル：‥では、最後のＭＰポーションを飲む。

クリス：‥こっちまだ六本ある。だれか、いるか？

ノエル：‥……あ。さっきダンゴムシにバックラーを壊こわされたままですよ。

トラン：‥ああ、そうか。《派は遣けん販はん売ばい》……使いますか？

クリス：‥そうだな。このさい、防ぼう御ぎよ力は一点でも多いほうがいい。使おう。



《派遣販売》

　ギルドスキルのひとつで、使用するとメンバーがどこにいようとアイテムを販売してくれる商人がやってくる。

　ドロップ品の下取りもしてくれるぞ。



ノエル：‥では……“〝ぺんっ”〟。承しよう認にんです！

ＧＭ：‥ノエルが承認を出した瞬しゆん間かんだった。部屋の入り口に、屋台をひいた人物が現あらわれた。“〝ぱー～～……ぷー～～ー……”〟（一同大だい爆ばく笑しよう）

トラン：‥なんで豆とう腐ふ屋なんですかっ!?（大爆笑）

ＧＭ：‥豆腐屋じゃないよ。豆腐屋はトランペットを吹ふきながら現われたりはしない。「（死ぬほど低い声で）───へい、お待ち」（一同大爆笑）



　バックラーや数本のＭＰポーションを買うＰＣたち。

　買い物を終えると、販売員は“〝ぱー～～……ぷー～～ー……”〟と再ふたたびトランペットを吹きながら部屋を出て行った。

　その、哀あい愁しゆうあふれる男のうしろ姿すがたを見送りながら……トランがぽつりつぶやいた。

「ディアスロンドが直々に封ふう印いんしているこの場所に……

　どうやって入ってきたんだろう……（笑）」



　　　＊　　＊　　＊



　戦いを繰くり広げたこの迷めい宮きゆうの奥おくで、四人はひとしきり笑ったのち───。



　ふとノエルは、薔ば薇らの刻こく印いんが刻きざまれたその巨きよ大だいな扉とびらを見上げた。

　つられるように、クリス、トラン、エイプリルもそれに視し線せんを送る。

　そして四人は顔を見合わせ、頷うなずきあう。

　ノエルは笑顔と共に、宣せん言げんした。



「───行きましょうっ、あの扉の向こうに」



    

  
    
      　　　　CLIMAX PHASE




◆Climax 01◆刻印




　そこは、静せい謐ひつに満ちた場所。



　八百年の昔より、古いにしえの鎧よろいを封じてきた聖せい地ちだった。

　薔薇の文様刻まれし扉が、軋きしみながら開かれていく。

　足を踏ふみ入れる者にもまた、薔薇の刻印が刻まれていた。



ＧＭ：‥では、ここからクライマックスに突とつ入にゆうします！　キミたちに……いや、おそらくはノエルの存そん在ざいに反はん応のうしたのだろう。キミたちの眼がん前ぜんにある、固く閉とじられた巨大な扉が、淡あわく輝かがやき始め───。

ノエル：‥お、お……。

ＧＭ：‥ゆっくり、そして軋みながら……開かれていく。扉の開いた隙すき間まから外に漏もれだしてくるのは、ローズ色の光だ。

トラン：‥部屋の中にウィガールを封じた水すい晶しようがあるってことですね。

ＧＭ：‥おそらくは。たしかに、この雰ふん囲い気きはみっしょん01……カラドボルグを解かい放ほうした時に酷こく似じしている。心を圧あつ迫ぱくする重圧感も、その神聖な雰囲気も───前と同じだ。

エイプリル：‥おっと。今のうちにベレー帽ぼうをぬいで、カフヴァールを装そう備びしておく。

ＧＭ：‥あ、データはこれね（と、メモを渡わたす）。



第四の薔薇の武ぶ具ぐ“〝カフヴァール”〟

種別：‥防ぼう具ぐ　　　　レベル：‥１

重量：‥２　　　　　回かい避ひ修しゆう正せい：‥±０

防ぼう御ぎよ力：‥＋４　　　行動修正：‥±０

価か格かく：‥購こう入にゆう不ふ可か　　鑑かん定てい値ち：‥

　頭部に装備する。装備者が判はん定ていを行なった直後、その判定のダイスひとつを６に変へん更こうすることができる。結果６の出目が二個以上になった場合、判定はクリティカルとなる。ただし、効こう果かを使用した場合、ＭＰを10点消費すること。この効果は１シナリオに二回使用できる。

　前にひとつ、うしろにふたつの宝ほう石せきが埋うめ込こまれたサークレット。

　効果を使った時、太陽のごとく光り輝く。



ＧＭ：‥では、演えん出しゆつの続きを。───やがて、扉は人が通るにじゅうぶんなまでに開く。その部屋から中をのぞくと……あ、そこはドーム状じようの部屋なんだけど……たしかに、部屋の中央に強い光こう源げんがある。

エイプリル：‥あそこに、ウィガールがあるのか。守護ゴーレムも。

クリス：‥では、剣けんを構えて───中へ。

ノエル：‥い、行きますよ～っ。

ＧＭ：‥これまで薄うすい闇やみの中にいたせいか、目が、その強い光になかなか慣れない。ただ───確実にわかることがひとつある。

クリス：‥ずいぶん、気を持たせるな……（笑）。

ＧＭ：‥……逆ぎやつ光こうになっているのではっきりとはわからないが、光の中に立つ、人ひと影かげがひとつ。

トラン：‥人影？　もう水晶がゴーレムになってる？

ＧＭ：‥目が、しだいに慣なれてくる。そしてキミたちははっきりと認にん識しきした。そこに立つのは、剣を胸むねの前に捧ささげ、顎あごを引いて瞳ひとみを閉とじる───女じよ性せいの横顔だ。

トラン：‥女性……？　女性型ゴーレム……なんてオチじゃなさそうだな。ちょっと身み構がまえる。

ＧＭ：‥そうだね。それがゴーレムではない確実な理由が、彼女の足元にある。

クリス：‥足元……？

ＧＭ：‥───そう。その女性の足元に、半はん壊かいした守しゆ護ごゴーレムが倒たおれております（一同爆ばく笑しよう）。

ノエル：‥あ、あああああーああああー……っ、ゴーレムさあん……っ!?（笑）

ＧＭ：‥「む、無念……」（一同大爆笑）

トラン：‥む、無念じゃなくて！（笑）

ＧＭ：‥剣を捧げていた女性は落ち着いた表ひよう情じようのまま、キミたちに向き直りながら……瞳を開き───。そのひとつひとつを確認するように、つぶやく。「……カラドボルグ───」

ノエル：‥え……。

ＧＭ：‥「アガートラーム……」

トラン：‥や、やらんぞ。

ＧＭ：‥「そして、カフヴァール───」

エイプリル：‥……。

ＧＭ：‥「……開かい封ふうされし、薔ば薇らの武ぶ具ぐ───あたしがもらい受けます、ノエルちゃん」

ノエル：‥え……ええっ!?　そのしゃべり方……もしかして！



　翡翠ひすい色のコートと白銀の甲かつ冑ちゆうをまとい、彼女は静かな微び笑しようを浮うかべ立っていた。

　竜りゆうの加護を受けし騎き士し……。



　───ガーベラ。



　　　＊　　＊　　＊



ノエル：‥ガ、ガーベラさんっ!?

トラン：‥あいつか!!　前回のシナリオのゲストＮＰＣじゃなかったのか！（笑）

エイプリル：‥……すると教きよう皇こうが言ってた武具を狙ねらう輩やからってのは、こいつか。

クリス：‥たしかに前回の賞品も“〝薔薇の武具”〟だったしな。

ＧＭ：‥「ええ───なるべく目立たぬよう動きたかったのですが、こちらにも事情があって」

ノエル：‥あ、あの……もらい受けるって……。

ＧＭ：‥「理由は話せません───なにも言わず、三つの武具を置いて行きなさい。拒きよ否ひするならば、斬きります」

ノエル：‥ええええ……そんな一方的なっ!?

トラン：‥……待て。理由もなにも話さずに譲ゆずれ、帰れでは納なつ得とくがいかない。なにも話せないでは、こちらもそちらの要望は飲めません。

クリス：‥もっとも、理由を話されても武具を渡わたすつもりはないがな。

ノエル：‥そ、そうですよっ！

ＧＭ：‥「……ノエルちゃん。あなたには、その武具を扱あつかう資し格かくがない。それがどのようなものか知りもしないで───それは、あなたたちが扱うおもちゃではないの」あくまで冷静に、淡たん々たんと語る。

クリス：‥本当に勝手な言い分だ。たしかに我われ々われは、武具のことはなにも知らん！　資格があるかもわからない。だが、これを集める理由がある。

ノエル：‥そ、そうです！　それを集めれば、あたしの出生にたどり着けるかもしれないからって……！

ＧＭ：‥「───そう。それをさせるわけにも、いかないの」

ノエル：‥ええっ!?

トラン：‥あなたはまったく勝手ですね。なんの説明もなしに、武具を譲れと言う。それに、武具の正当な継けい承しよう者という意味では、薔薇の刻こく印いんを持つノエルに、よりその権けん利りと資格があるはずですが───？

ＧＭ：‥「……」

トラン：‥（シリアスな口調で）……やはりだんまりですか。それでは、わたしの身に着けたこの銀の籠こ手ても、ノエルの握にぎる伝説の剣けんも、エイプリルがかぶる冠かんむりも───。

クリス：‥そして俺おれにはなんにもないっ！　（一同大爆笑）

ＧＭ：‥せ、せっかくのシリアスなシーンが……っ!!（大爆笑）

トラン：‥いや、ほらっ！　クリスには正せい義ぎの心とかそんなsomethingがっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：‥も、もどすぞ……シリアスに！　……ガーベラは、少しあきらめたような雰ふん囲い気きでフッ、と息を吐はく。「たしかに……なにも理由を話せないのでは、納得はいきませんね。ならば───あなた方を打ち倒して力ずくで奪うばうのみ」剣をキミたちの方向に突つきつける。

トラン：‥力ずく……いいでしょう。やれるものなら、やってみなさい。

エイプリル：‥剣を交えるのは避さけられないようだな。だが、その前に聞きたいことがある。

ＧＭ：‥「……聞きたいこと？」

エイプリル：‥お前、どうやってここに入った？　ここはディアスロンドが直々に封ふう印いんしていた場所だ。ここまでは一本道だった。俺たちに気づかれず追い抜ぬくとも思えないが？

ＧＭ：‥「───ここは旧ふるき神しん殿でんよ。神官のクリスさんならわかるでしょう？　神殿同士が、転送ゲートで結ばれていても、不思議じゃない。そう、ここはあたしの居いるべき場所と、結ばれているの。……ただ長い間、封印を受けて来ることができなかった」

クリス：‥なるほど。

ＧＭ：‥「あなたたちがこの地に入るため一時的に封印は解とかれた。だから、その隙すきを狙ねらって転送をした───それだけのこと」

エイプリル：‥理り解かいした。では、始めようか……？

ＧＭ：‥「───そうですね」ちゃきっ、とガーベラも剣を構える。

トラン：‥……あれ？　……ガーベラの足元で守しゆ護ごゴーレムが倒たおれて……あれ？

ＧＭ：‥お、いいとこに気づいた。トランはその言葉を口にした時、ある可か能のう性せいに気づいた。

トラン：‥は…………？　って、まさか……。

ＧＭ：‥「そう、さっきあなたは薔ば薇らの刻印を持つノエルに、武ぶ具ぐの継承権があると言った。それならば───」ガーベラはゆっくりと左の手て袋ぶくろを脱ぬいでいく。

クリス：‥え……。

ＧＭ：‥「そういう意味でなら───」脱ぎ去った手袋を床ゆかへと落とし……。

クリス：‥待てよ、あそこにゴーレムが転がってるってことは……その中身の武具は……。

ノエル：‥え、まさか……！



　ガーベラが、手袋を脱ぎ去った手の拳こぶしを握り込む。

　その手の甲こうをノエルたちに向けた時、

　───四人は息を飲んだ。



「そういう意味でなら、継承する権利はあたしにも───ある」



　そう告げたガーベラの拳には……



　鮮あざやかな───薔薇の印が刻きざまれていた。



    

  
    
      

　　　＊　　＊　　＊



ノエル：‥えぇええええ──────ぇっ!?

一同：‥なんだそれは───っ!?

クリス：‥じゃ、じゃあ……第三の武具はガーベラが開封したのかっ!!

ＧＭ：‥そう、たしかにガーベラは前回戦った時とはあきらかにちがう白銀のプレートをその身にまとっている。

トラン：‥おい、それ……！

ＧＭ：‥「もうわかるでしょう？　この子はウィガール……第三の武具です」

エイプリル：‥ガーベラの刻印って、ノエルとまったく同じものか？

ＧＭ：‥デザインはノエルのものとまったく同じ。ただ、ノエルの刻印の色がローズピンクなのに対し、ガーベラのは鮮やかな翡翠ひすい色だ。

ノエル：‥ちょ、ちょちょ……っ！　あの、ガーベラさん！　それは……！

ＧＭ：‥「なにも話せないと言ったはず」“〝……ヴン”〟ガーベラは、握りなおした剣を振ふるって床に転がっていたゴーレムを貫つらぬき、完全に砕くだききる。

ノエル：‥ああっ、ゴーレムさんっ!!（笑）

ＧＭ：‥同時に、“〝ゴゴゴゴゴゴゴ……”〟と地鳴りが始まる。

エイプリル：‥……なにをした。

ＧＭ：‥「ウィガールは解き放たれ、もはやこの神殿は役目を終えました。守護ゴーレムが完全に消失したことで、この旧き神殿も崩くずれ去るの。でも完全に崩ほう壊かいするまで、あと三分はある───これだけあれば十分でしょう？」

トラン：‥なるほど……クライマックスは時間制せい限げん付きの戦せん闘とうというわけですか。

ＧＭ：‥……そのとおり！　戦いは、３ラウンドのみ！　それまでにガーベラを倒せなければ、第三の武具ウィガールは彼女が持っていく。

ノエル：‥それは困こまりますよっ!?

ＧＭ：‥さらに、彼女に負けたら武具を奪うばわれる。

ノエル：‥えぇええ───っ、ここまで集めたのにい!?

ＧＭ：‥ガーベラは、崩れ始めた神殿を見上げ───つぶやく。



「───時間は決して多くない。

　始めましょう……三分のうちにあなたたちを、倒す」



◆Climax 02◆翡翠の騎き士しの剣つるぎ




　神しん殿でんの崩落が始まる中で、ふたつの刻こく印いんが淡あわい光を放つ。

　それはまるでお互たがいを見つけあって喜ぶかのように……惹ひかれあうかのように。

　ガーベラは剣の柄つかを握にぎり込こみ、つぶやいた。



「行くよ───ノエルちゃん」



ＧＭ：‥では、ここから戦闘開始だ！　今回はかなりえげつないデータを持ってきた！　おそらく勝しよう率りつは───50％程てい度どと思うがよい！

クリス：‥ぜ、前回でもじゅうぶん強かったぞ。《レイジ》まで持ってたしな！

トラン：‥……ええ、一手まちがうと一いつ瞬しゆんでＨＰを持っていかれそうですね。でも、時間制限があるのは、かえってよいかもしれません。

ノエル：‥な、なんでですか。

エイプリル：‥……簡かん単たんだ。この三ラウンドにすべての力を使えるってことだ。

ＧＭ：‥ふふふ、もっとも……カラドボルグはあと一回、《陣じん形けい》もあと一回しか使えないはずだ！　そのために、いろいろ仕し掛かけてきたんだからな。



    

  
    
      トラン：‥なるほど、山さん賊ぞくのアジト（《陣形》を二回使わせた）もさっきの魔ま法ほう封ふうじゴーレム部屋（カラドボルグを一回使わせた）も、我われ々われのリソースを削けずるための仕掛けか！

ＧＭ：‥そのとおり！　まあ、全部を削ることはできなかったがな！　……って、おっと忘れれてた。戦闘の前にガーベラがうぶやく。「……おいで、ケルベロス」

トラン：‥……う？

ＧＭ：‥そのガーベラの声に応おうじてか、ふいに彼女のすぐわきに高まる魔力の反はん応のう！　その空間にゲートが開き……獰どう猛もうそうな、真っ黒い三つ首の犬が現あらわれる！



クリス：‥む。敵は……二体か。

ＧＭ：‥（テーブルにコマを並ならべながら）……エンゲージの配置はこうだ。キミたち四人で１エンゲージ。ガーベラとケルベロスでもう１エンゲージ。そして、このふたつのエンゲージは、15メートル離はなれている。

ノエル：‥お、おっけーです！

ＧＭ：‥それでは───戦闘、開始だ！



　　　＊　　＊　　＊





ＧＭ：‥まずはセットアッププロセス！　ここでなにかする人は！　ちなみにこっちの行動値ちは、ガーベラが10、ケルベロスが13！

トラン：‥（ちょっと考えて）……《ウィークポイント》の使用は確かく定ていですね。それと……。

ＧＭ：‥こっちもセットアップでスキル使うぞ！　ガーベラがまず《二回行動》！

トラン：‥待った！　ガーベラの行動値、10ですよね!?　ならば、エイプリルが行動値11なのでこちらが先です！　ノエル、《陣形》を！

ノエル：‥ぺんっ！（←承しよう認にんのハンコ）

ＧＭ：‥……げ。



　ガーベラが動くよりも速く───四人は飛び出した。

　ガーベラのエンゲージに、エイプリルがひとり駆かけ込み銃じゆうを突つきつける。

　残る三人は、敵からの距きよ離りをおよそ10メートルにキープ！



ＧＭ：‥ち……っ、いきなり入り込まれたっ！



　まずは回かい避ひ能のう力りよくの高いエイプリルがガーベラとケルベロスの足を止める作戦である。

　ガーベラたちはここから離り脱だつするためには、戦せん闘とう行動を放ほう棄きして、メジャーアクションを消費せねばならない。

　それは、三分しかない戦闘時間のうちの一分を奪うばうこととほぼ同意だ。

　こうしてガーベラの動きを制せい限げんすることで、後方支し援えんと魔法攻こう撃げき担たん当とうのトランを安あん全ぜん圏けんに置く作戦である。

　またエイプリルは同一エンゲージの敵を攻撃したさい、攻撃対象の回避判はん定ていにダイスペナルティを一個こ与あたえるスキルを取得しているため、彼女は単なる囮というわけでもない。



ＧＭ：‥「───戦いなれてますね。あの魔ま術じゆつ師しが戦闘時の司し令れい塔とうってことですか」

トラン：‥あなたが後方に突っ込んでくるとやっかいですからね。

ＧＭ：‥ならば、目の前の壁かべ役を排はい除じよするのみ！　ガーベラ、マイナーアクションで《ファストセット》！



《ファストセット》

　次に宣せん言げんするマイナーアクションをふたつ同時に使用するスキルである。



トラン：‥そんなの持ってるのか！　前回とスキル構こう成せいちがうっ!?

ＧＭ：‥「前回は、力をセーブしていましたから」では、増ふえたマイナーで《エイルフォーム》と《エンハンスブレス：‥水》を、メジャーアクションで《バッシュ》っ!!

トラン：‥エイプリル、よけてください───っ!!

ＧＭ：‥ちらりエイプリルを見て───「……邪じや魔まです」と、剣けんを一いつ閃せん!!　命中13＋３Ｄで（ダイスを振ふる）……27っ!!

エイプリル：‥ぬ……《ギフト》を使用！　回避のダイスを＋２コして……（ダイスを振る）……クリティカル!!

一同：‥おお───っ!!

ＧＭ：‥「速い……っ!?」ガーベラの剣は、エイプリルの髪かみをかすめただけだ。刃やいばに触ふれたエイプリルの金きん髪ぱつが数本散って、チラリと光る。「───前よりできるようになってますね」

エイプリル：‥（渋しぶい声で）……来るとわかっていて、当たる奴やつがいるか。

ノエル：‥か、かっこいいっ!?（笑）

ＧＭ：‥ち……！　ではせめて……瞬しゆん間かん前までエイプリルの立っていた床ゆかが、ガーベラの剣けん圧あつで陥かん没ぼつした（一同爆ばく笑しよう）。

トラン：‥強さの演えん出しゆつが入った！（笑）

ＧＭ：‥これでガーベラのセットアップでの行動終わり！

トラン：‥では、あらためて《ウィークポイント》！

ＧＭ：‥では、ここから通つう常じようの行動順番で行動開始だ！　最初は行動値13のケルベロス！　ケルベロスは、エイプリル……いやっ、後方の三人がいるエンゲージにブレスを吐はく！

トラン：‥こっち来た───っ!?　せめて、ノエルはよけて───！



　ケルベロスがその三つの口から噴ふいたブレスが、ノエルたちに襲おそい掛かかる。

　トラン、クリスと回避に失敗し……続くノエルは！



ノエル：‥ピンゾロですよっ!?（一同大爆笑）



　……やはり回避に失敗！　クリスが、彼女を《カバーリング》する。

　そして、トランが範はん囲いに《サモン・アラクネ》を、クリスは自分に《プロテクション》をかけることで、トランがわずかにダメージを負ったものの、残るふたりは無む傷きずだった。



エイプリル：‥時間がない。最初から飛ばすぞ。……マイナーで《デスターゲット》でダメージを増やして……メジャーで《アローシャワー》！　攻撃範囲を拡かく大だいして、ガーベラ、ケルベロス両方に攻撃！　さらに命中にフェイトを１点使用して……《ブルズアイ》もいくか！

ＧＭ：‥ぐは、いきなり全力か！



　ふわり、空中に舞まったエイプリルの魔導銃キヤリバーが、無数の弾だん丸がんを二体の敵てきにたたき込む。

　この全力攻撃はガーベラのＨＰを39、ケルベロスのＨＰを44点もぎとった。



ＧＭ：‥（うへ、ガーベラのＨＰ、残り１６１！）「……この陣じん形けいで戦うのは、不利か」彼女はそうつぶやき……ふわり飛んで……後方の三人がいるエンゲージに侵しん入にゆう！　三人が立っているその真ん中に、トン、と降おり立ち───その金の髪がかろやかに舞った。

トラン：‥え？《エイルフォーム》で飛んできたのはいいとして、こっちのエンゲージに入るにはマイナーとメジャー、両方で移動を選ばないと……。

ＧＭ：‥かまわない。あのまま、足止めを喰くらうよりましだ。それに、これで逆ぎやくにエイプリルがケルベロスに足止めされて盾たて役になれまい。

トラン：‥ぐ……（笑）。そのとおりです！　では、ガーベラが降り立つところを狙ねらって……《アースブレット》っ!!　こちらも全力で……っ!!



　トランの腕うでに装そう着ちやくれたアガートラームが、彼の生命を吸すって光り輝かがやく。

　命中にフェイトを三点つぎ込んだ《アースブレット》に、《マジックフォージ》……そして、トランの生命力（ＨＰ）を20点喰らったアガートラームの力が加わる！

　荒あれ狂くるう石のつぶての嵐あらしは、白銀の光弾と化して……ガーベラを飲み込む！



トラン：‥……どうですっ!!（ダイスを振って）……68点の魔法ダメージ!!

ノエル：‥68ぃ!?　す、すごいですよっ!?

ＧＭ：‥だが、その光荒れ狂う中で……ガーベラはぽつり囁ささやく。「……ウィガール、お願い」

トラン：‥う？

ＧＭ：‥ふいに、ガーベラのまとう鎧よろいが太陽にも似にた色の光を放ち……ダメージを10Ｄ10軽けい減げん！（ダイスを振る）……35軽減して───ダメージは27！

トラン：‥うわ……ウィガールの能のう力りよくはダメージ軽減か！

ＧＭ：‥「……常人のわりには、アガートラームを使いこないしている。ウィガールを使わなければ、そのダメージは計りしれなかった」

トラン：‥……と言いつつもまだまだ余よ裕ゆうありそうですねと、にやり笑えむ。



　続くクリスは、トランを《ヒール》して行動終しゆう了りよう。

　次にカラドボルグを握にぎりしめたノエルに順番が回ってくる。



ノエル：‥あ、あたしも全力でいきますよぉ……っ……って、最初に《クイックステップ》と《ウォーターステップ》を使い忘わすれましたっ!?　ごめんなさい～～っ！　ガ、ガーベラさんが薔ば薇らの刻こく印いん持ってることに驚おどろいて、思わず忘れたってことで～～っ！（一同爆ばく笑しよう）

トラン：‥しかし、全力でいくことには変わりありません！

ノエル：‥はいっ！　え、えっと《スマッシュ》と《バッシュ》……《ダンシングヒーロー》も使って……で、いいんですよねっ！　カラドボルグも……いきますよっ!?



　だが、この判断は結果として誤あやまりだった。



ノエル：‥（ダイスを振って）───命中20ですっ！

ＧＭ：‥20か……。「……ノエルちゃん、あなたはまだ、その魔ま剣けんの力に振り回されている。───残り一回しか使えないカラドボルグの能力……１ラウンド待っても《ウォーターステップ》と《クイックステップ》をかけ直した次のラウンドに使うべきでした」

トラン：‥あ、あ……そうか、あいつ……！



ＧＭ：‥回かい避ひにフェイト二点使用!!　11＋４Ｄで……（ダイスを振る）……23！　ガーベラは、大きく振り回されたカラドボルグの一いち撃げきをなんなくかわす！

トラン：‥しまった、あいつ……フェイト使うんだった……。

ノエル：‥ま、またカラドボルグを空打ち……！



　そして戦いは、次のラウンドへと移行した。



　第二ラウンド、セットアッププロセス───。

　ガーベラは再ふたたび《二回行動》を宣せん言げん、戦いのイニシアチブを握ろうとするが、エイプリルがここで１シナリオに一回しか使えない《インタラプト》を使用、《二回行動》を打ち消す。

　さっきとちがい、ノエルたち三人のエンゲージで範はん囲いに対する攻こう撃げきを先せん制せいで繰くり出させるわけにはいかなかったからだ。

　そして、トランの《ウィークポイント》がかかったところで、ガーベラはノエルに言った。



ＧＭ：‥「……ノエルちゃん。あなたはまだ、その武ぶ具ぐたちを使いこなしていない。あなたに、聞こえる？　その子たちの声が」

ノエル：‥い、いえ……。

ＧＭ：‥では、そこでガーベラは剣を持っていない左手をノエルに差し出し……つぶやく。「……おいで、カラドボルグ」

一同：‥おいでってなにっ!?

ＧＭ：‥瞬しゆん間かん！　カラドボルグがガーベラの声に反はん応のうして光り輝かがやく！　そしてまるで引力が横にでも働いているように……！

ノエル：‥引ひっ張ぱられますよっ!?

ＧＭ：‥ではここで、【精せい神しん】で対たい抗こうの判定だ！　敗北すると、カラドボルグを持ってかれる。

ノエル：‥え──────っ!?



　だが、ここでガーベラの出目が３。ノエルは……11！

　なんとか、剣はノエルの手元にとどまったのだった。



トラン：‥な、なんという危き険けんな技わざを!!（笑）

ＧＭ：‥「……なるほど。未成せい熟じゆくとはいえ、さすが継けい承しよう者、ね」

トラン：‥判定に負けたことを演えん出しゆつでごまかしてかっこつけた！（笑）



　そして、行動は通つう常じようのシークエンスに突とつ入にゆうしていく。

　最初の行動は、ケルベロスのブレスによる範囲攻撃だった。



ＧＭ：‥（ダイスを振る）……うあっ、クリティカル!!

一同：‥なに──────っ!?

トラン：‥命中したら魔法ダメージで11Ｄ!?



　ケルベロスがその三つの口から噴ふいたブレスが、ノエルたちに襲おそい掛かかる。

　やはりそうそう都合よくクリティカルが出るはずもなく、トラン、クリスと次々回避に失敗し……続くノエルは───！



ノエル：‥なんかまたピンゾロですよっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）



　……お約束のパターンであった。

　この攻撃は、やはりトランの《サモン・アラクネ》、クリスがノエルを《カバーリング》した上で自分に対して《プロテクション》をかけ───被ひ害がいを最さい小しよう限げんにとどめる。

　だが、さすがに今度は無む傷きずというわけにはいかなかった。

　そして続くエイプリル───。

《デスターゲット》と《ダブルショット》を組み合わせ、ガーベラを連続攻撃するものの───スッ、と踊おどるように身体からだをひいただけで彼女はそれをなんなく回かい避ひ。

　ここまで全力で攻撃してきたエイプリルのＭＰは、《デスターゲット》一回分しか残っていなかった。



ＧＭ：‥「……堅い。ならばその守りの壁かべを分散することが、第一か」ガーベラの行動！　マイナーで《ファストセット》！　増ふえたマイナーアクションで使用するのは、《パワーブレイク》と《吹ふき飛ばし》!!　そしてメジャーアクションは……《ブランディッシュ》だ!!



《吹き飛ばし》

　ダメージを与えた対象を、スキルレベル×５メートル強制的に移い動どうさせるスキル。



トラン：‥うわ……っ、そうくるか！

ＧＭ：‥「さあ、ノエルちゃんを《カバーリング》するなら、どうぞ？　あたしはそれでもかまいませんよ？」

ノエル：‥え、え……？



　───つまりである。

　ガーベラは《吹き飛ばし》を《ブランディッシュ》と組み合わせて範はん囲い攻こう撃げきにすることで、《カバーリング》役のクリスと、範囲に対する防御スキルを持つトランを、ノエルから引き離はなすことを考えたのだ。

　クリスが《カバーリング》しなければ、ノエルにダメージが入るのでそれでよし。

《カバーリング》をすれば、結果としてクリスとトランが25メートル吹き飛ばされて、防御可か能のう圏けん内ないからはずれることとなる。



トラン：‥クリス……ＨＰは!?

クリス：‥今、47だ。吹っ飛ばされるが、《カバーリング》する方がマシだろ……。

トラン：‥───ですね。

ＧＭ：‥では、三人に対して命中判はん定てい……！（ダイスを振ふる）……おわっ、クリティカルっ!!

一同：‥なにい───ぃっ!?

トラン：‥こ、ここでクリティカルか……っ、きびしいっ!!

クリス：‥か、回避！　クリティカルを出せば……！



　もちろん、全員回避判定は失敗である。



ＧＭ：‥ダメージは、クリティカル分の２Ｄが乗って───（ダイスを振る）……53！

ノエル：‥ご、ごじゅうさん～……。

トラン：‥（しばらく考えて）…………だめっ！　これはもう《蘇そ生せい》を使うしかない！

ノエル：‥了りよう承しようですっ！（ぺんっ）

クリス：‥とにかくノエルを《カバーリング》！

ＧＭ：‥「……勝ったっ」ガーベラはそう確かく信しんした笑えみを浮うかべる。ここで倒たおしきることはできないが、次のラウンドまでに、倒されることもないな。次の《二回行動》で、ノエルか駆かけ寄よってきたクリスに《レイジ》でもお見み舞まいして、ＥＮＤだ。……半死半生になったクリスやトランなら、《ブランディッシュ》でも死ぬかな？

トラン：‥（余よ裕ゆうの口調で）……どうでしょうね。

ＧＭ：‥へ？

トラン：‥受けたダメージに対して《サモン・アラクネ》!!　対象から、クリスを外します！

ＧＭ：‥は？

クリス：‥そして、《プロテクション》は……トランに！

ＧＭ：‥へ？　自分に張はらないの？

クリス：‥張らない！

ノエル：‥だ、大だい丈じよう夫ぶですかあっ!?

トラン：‥ええ、ＨＰ９で……生きてます！

ＧＭ：‥いったいなに…………あ、ああああああああっ!?　しまったっ、しまった……っ!!

クリス：‥気づいた時には、もう遅おそい！　私の受けたダメージが80!!　ここで……《ソウルバスター》!!　受けたダメージを……ガーベラにもくれてやるっ!!



《ソウルバスター》

　受けたダメージを、そのまま攻撃してきた対象にも与あたえるモンクのスキルである。



ＧＭ：‥ガーベラの剣けんが一いつ閃せん、その場に砂さ塵じんが舞い上がる！　噴ふき上がった砂塵の中より煙けむりの尾おを引いて───トランとクリスが25メートル吹っ飛ばされ、床ゆかにたたきつけられる！（と、コマを動かす）

ノエル：‥え、あ……ここに残ったの……あたしだけ!!

ＧＭ：‥もうもうと湧わき立つ土煙はやがて晴れ……その中から、左手で胸むねを押おさえ、大きく肩かたで息をするガーベラが姿すたがを現あらわす。「モンクに……クラスチェンジしていましたか。あたしとしたことが……」

クリス：‥……ま、まだ生きてる……！

ＧＭ：‥「残念───結局は、あたしの勝ちですね」ちらりクリスとトランを見る。トランはろくにＨＰもないまま25メートル先で倒れ……クリスもまた、攻こう撃げきしたくても次の行動は移い動どうするだけで終わりだ。それに……いいことを教えよう。

トラン：‥いいこと？

ＧＭ：‥ガーベラのＨＰは───まだ54点残っている。

一同：‥げ……。

ＧＭ：‥そして、莫ばく大だいなダメージを与あたえられるアガートラームもカラドボルグも、残り使用回数は０。さあ、次はノエルの番だ。

ノエル：‥う、う……これは……これは……っ、トランさん!?

トラン：‥まじで負けるかも……。

ノエル：‥そんなこと言わないでくださいよう───っ!!

トラン：‥もう残る力を全力でぶつけるしかありません！　まかせました！　まじで！（笑）

ＧＭ：‥「無む駄だな抵てい抗こうは、おやめなさい───痛いたい思いは、もうしたくないでしょう？」

ノエル：‥け、剣を構かまえますっ！　ま、まだ終わってないですよっ、ガーベラさん！

ＧＭ：‥フ、とガーベラが軽く息を吐はく。「───そうですね。ここまできたんですから、最後の最後まで……」ちゃきっ……と、剣を構え……「───お相手します」さあ、ノエルの行動順番だ。

ノエル：‥（キャラクターシートを見て）……の、残ってる技わざは～……《スマッシュ》《バッシュ》でいいんですよね！　あ、あと《ボルテクスアタック》！

クリス：‥（ざっと計算して）そ、それをあわせてもつらそうだが……。

ノエル：‥いいです、いきますっ!!　えっと、《ダンシングヒーロー》で命中のダイスが増ふえて～……４Ｄ！　もう残り２点のフェイトも使っちゃいます！　いきます！



　ノエルが、残るすべての力を込こめて……大きく振ふりかぶった剣の一撃を、打ち放つ。



ノエル：‥（ダイスを振る）……やあっ!?　ごっ、ごめんなさいごめんなさいごめんなさい───！　なんで１が３つも──────っ!?

一同：‥ここにきてそれか───っ！（笑）

トラン：‥いや……っ、でも命中の合計は23です！　ガーベラの回かい避ひは11だったから……。

ＧＭ：‥（ちょっと考えて）……ずっと死力を尽つくしてきたんだ。ここで手を抜ぬくのは、失礼だよな。

ノエル：‥失礼じゃないですから───っ!?

ＧＭ：‥いや、読者に対して失礼だ！（笑）残ったフェイト２点、回避に使用っ!!

クリス：‥お、鬼おにか……！（笑）

ＧＭ：‥11＋４Ｄで……！（ダイスを振る）……５、３、１、２で───11？　あわせて22！　うわ……っ（笑）。

一同：‥あたった──────っ!?（笑）

ノエル：‥じゃ、じゃあ……ダメージ振りますよぅ……っ!!　13Ｄ……！　行きます……っ、行きます……っ、行きますっ!!（ダイスをばらまく）……あわあっ!?　なんかいいかもしんないっ!?（笑）

一同：‥う、わあ……っ!!

エイプリル：‥６だけで……６個こ見える！

トラン：‥（ばらまかれたダイスを数えて）……これで10、これで20の…………計60っ!?



　13Ｄの期待値ちは、である。



クリス：‥元の攻撃力に、《ウィークポイント》と足して……。

ＧＭ：‥（暗算している）───……は、86かっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

トラン：‥（検けん算ざんして）……86です!!（笑）

ＧＭ：‥うあ……！　ガーベラの物理防ぼう御ぎよを引いて───……累るい計けいダメージが……２１５ぉっ!?



　ノエルの剣けんが、ガーベラの身体からだを捉とらえ───振り切られた。



　ガーベラに……いや、おそらくノエルにとっても、その一いつ瞬しゆんになにが起こったのか───理り解かいはできていなかった。

　───すとん。

　ふいに、ガーベラの全身から力が抜けて……その場に膝ひざをつく。

「……え？」

　旧ふるき神しん殿でんの床ゆかに倒たおれ込んだあとになって、ガーベラは初めて気づいた。

　自分は、ノエルの剣を受けて力尽きたのだと。

　残る力を振り絞しぼり、見上げれば……。

　そこには、床に突つき立てた剣にもたれかかり、肩かたで大きく息をするノエルが立っていた。

　ガーベラは、ここでさらに理解したのだ。



　この戦いに───自分は敗北したのだという事実を。



    

  
    
      　　　　ENDING PHASE




◆Ending 01◆ウィガール




　神殿の崩ほう落らくが、時間の経けい過かと共に、よりその激はげしさを増ましていた。

　ノエルは、眼がん前ぜんに倒れ伏ふしたガーベラを見ても───未いまだ実感がわかないでいた。



ＧＭ：‥……と、というわけでここからエンディングです！　エンディングなんですが……。

クリス：‥ノエル……すげ───っ!!（笑）

トラン：‥あのダイス目はなんだいったい！（笑）

エイプリル：‥そうか、今までダイス目悪かったのは、あそこでいい目をだすための伏ふく線せんっ!?

ノエル：‥も、もうこんなの絶ぜつ対たいむりですよっ！（笑）



　全員、ＧＭのセリフそっちのけで大だい歓かん声せいを上げている。



ＧＭ：‥あ、ありか……今のは……。まじで勝つ気でいたんだが……（笑）。

クリス：‥いやっ、実によかった！　文もん句くのつけようないだろ！

ＧＭ：‥も、もうちょっと強くてもよかったな、ガーベラ。

トラン：‥いや、いいバランスだったかと！（笑）ＮＰＣが手の届とどかない強さだと萎なえるし！

ＧＭ：‥弱すぎても萎えるしなあ。難むずかしい……（笑）。まあ、盛もり上がったからよしとしよう。で───ところで、神殿の崩ほう壊かいが始まってますが！

トラン：‥そうですね、脱だつ出しゆつしましょうか。

ノエル：‥さっさと帰りましょう！

エイプリル：‥……ちょっ待て、お前ら。大事なことを忘わすれている。ウィガールはどうするんだ。俺おれたちは、それを回かい収しゆうにきたんだ。

クリス：‥あ、そーだった。……ガーベラは？　彼女が着てるんだよな。

ＧＭ：‥ああ。ふと気がつけばその場にガーベラはいない。壁かべや天てん井じようが崩くずれ落ちてくる中───彼女は少し離はなれた場所で、かろうじて立ち上がってキミらを見ている。

トラン：‥うお、生きている！

ＧＭ：‥「───たいしたものですよ、あなたたち」

ノエル：‥ガーベラさん……あの、教えてください！　この薔ば薇らの刻こく印いんがなんなのかー！

ＧＭ：‥……言ったはずです。それは、話せないって。ですが───今、あたしは全力であなたたちに挑いどみ、そして敗れました。竜りゆうの騎き士しの名めい誉よに懸かけ、あたしは勝者であるあなたたちに勝利の証あかしを贈るべき、ですね」

トラン：‥お……。

ＧＭ：‥「ノエルちゃん───呼よんでごらんなさい、ウィガールの名を」

ノエル：‥あ、さっきガーベラさんがやってたあれですか？

ＧＭ：‥そうそう。薔薇の継けい承しよう者に隠かくされた、能のう力りよくのひとつと考えればいい。難しいことは、なにもない。ただその名を呼べばいい。

ノエル：‥えっと───……おいで、ウィガール。

ＧＭ：‥ノエルが優しげに紡いだその言葉に応えるように。ガーベラの身体からだから発せられた白銀の光が、球体となってノエルのもとに───届とどく。見れば、ほんの数秒までガーベラの身体にまとわれていたウィガールはなくなってるね。「───それは一時、あなたに預あずけるだけ。いずれ、取り返しにきます。それは、あの御お方かたのために必要なものですから」

一同：‥あの御方!?

クリス：‥あの御方きた───っ!?（笑）ガーベラの上に、誰だれかついてるってことか。

ＧＭ：‥そこでガーベラは顔を上げて。「神殿が崩壊するまで、いくらも時間がありませんね」

トラン：‥……そうだった！

ＧＭ：‥「では、あたしは還かえるべき場所へと戻もどります───いずれ、またお会いしましょう」

ノエル：‥あ……まだ聞きたいことが～！

ＧＭ：‥「……忘れないで。あなた方は、あたしの敵だということを」

ノエル：‥……。

ＧＭ：‥「───では」と、それだけ言うと、ガーベラは光に包まれ、その場から消え失うせた。おそらく、《テレポート》を使ったんだろう。

ノエル：‥ガーベラさん……。

クリス：‥我われ々われも帰りましょう。ここで神しん殿でんの崩壊に巻まき込こまれたら、馬ば鹿かみたいです。

ＧＭ：‥では、キミたちは元来た道を辿たどって、神殿を出る。堀ほりに架かけられた橋を渡わたり───ふいに巻き起こった大だい轟ごう音おんに振ふり向けば───



　───八百年もの間。

　薔薇の武ぶ具ぐを守ってきた旧ふるき神殿が……まるで眠ねむりにでもつくように崩れ落ちていく。

　その光景に、ノエルはどこか一いち抹まつの寂さびしさを感じながら……



「おーい、はやくこないとおいていくぞー」



　仲間の呼ぶ声に振り返り、笑え顔がおで駆かけ出した───



◆Ending 02◆北の最果てに




　その言葉は、ノエルにとって新たなる旅の目的となるものだった。



ＧＭ：‥……というわけで、エンディング……このシナリオの最後のシーンです！　舞ぶ台たいはディアスロンドの神殿───教きよう皇こうの執しつ務む室しつだ。「よくぞ、戻ったな───この数百年、多くの者が挑み、そして成すことのできなかった“〝ウィガール”〟の開かい封ふう。……見事だ」

クリス：‥……って、誰がしゃべってる？

ＧＭ：‥誰って……教皇の間だと言っただろ。教皇だよ。

トラン：‥じ、じーさんか……！（笑）

クリス：‥威い厳げんのあるしゃべりをされると、誰だかわからん！（笑）

ＧＭ：‥「失礼な」

ノエル：‥ともかく、これで残る武具はあとひとつですよ！

クリス：‥なんだっけ……五番目の武具。前のシナリオで聞いた本のことでいいのかな。

トラン：‥マビノギ……だっけ？

ＧＭ：‥「───正せい確かくには、マビノギオンじゃな」

ノエル：‥し、知ってるんですかおじいさんっ！

ＧＭ：‥「……お、お前……わしを誰だと思っている」（笑）

ノエル：‥そ、そうでした。

ＧＭ：‥では、もう一度教えておこう。第五の武具マビノギオン。これは書物の形を持つアイテムで、四冊さつの書からなる。現げん在ざい、その四冊はばらばらで、教皇もその在あり処かをすべて知っているわけじゃないのだ。

エイプリル：‥一冊も知らないのか？

ＧＭ：‥「───ふむ。わしが聞いているのは、ラインの大図書館にあるものだけじゃ」

トラン：‥ライン？　パリス同どう盟めいのあそこですか。

ＧＭ：‥「……うむ。残る三冊は、不明じゃがな。その四冊すべてがそろった時、第五の武具マビノギオンは姿すがたを現あらわす───そう伝えられておる」

ノエル：‥あ、あと四つ……（笑）。

エイプリル：‥まあ、いいじゃねえか。次の目的地が決まったんだからよ。

トラン：‥じいさん。

ＧＭ：‥「教皇じゃ」

トラン：‥教皇。質しつ問もんしたいことがあります。

ＧＭ：‥「答えられること、ならな」

トラン：‥薔ば薇らの武具って、いったいなんなんです。

ＧＭ：‥「……。言ったはずじゃ。すまぬが、それはお主らの旅の中で突つき止めてほしい。あれは本来、神殿にとっても触ふれてはならぬもの。それがなんであるか、わしも知っていることはあるが───教えることはできぬ」

一同：‥……。

ＧＭ：‥「ただ、これだけは言える」───ちらり、ここで教皇はノエルに視し線せんを落とし。

ノエル：‥は、は……？

ＧＭ：‥「薔薇の武具を集める旅を続ければ、お前はいずれ選ぶことになろう。人としての幸せな生活か、それとも大きな力か」

トラン：‥……そのセリフ、前にも聞いたような。

ＧＭ：‥「そして大きな力を得る時、その引き替かえに大事なものをひとつ失う」

クリス：‥ああ！　う、占うらないばばあと同じこと言ってる！（笑）

トラン：‥占いばばあ＝教皇、同一人物説浮ふ上じよう！（笑）

ＧＭ：‥ちがう！（笑）「だが、選せん択たくの時はもう少し先の話じゃ。旅の中で、ゆっくり考えるがいい。旅を続ければ、お前は必ずや知ることになる」

ノエル：‥知る……？　なにをですか？

ＧＭ：‥「お前の、母親のことじゃ」

ノエル：‥お母さんっ!?

トラン：‥や、やっと過か去こにからみそうな話がっ!?

ノエル：‥お、おじいさんはあたしの母のこと、知っているんですか!?

ＧＭ：‥「───ああ」教皇は、少し顔を曇くもらせて返事をした。

ノエル：‥う……？

ＧＭ：‥「お前の母は、ラーフの大だい洞どう窟くつの向こう───北の最果ての地にいる」

ノエル：‥ええええっ!?

ＧＭ：‥それを言った時、教皇のうしろに立っていたファル・ミリティアスが叫さけぶ。「……教皇様、そのことは……！」だが、教皇は無言で手を出し彼女を制せいし───。

ノエル：‥も、もっとくわしく……！

ＧＭ：‥「真実は、自らの手でつかみとれ。正直に言えば、わしもまだ迷まようておるのだ」

ノエル：‥わ、わかりましたあ！

エイプリル：‥よかったな、ノエル。

ノエル：‥とにかく目標ができましたよ！　もう嬉うれしくて、みんなに言います。ラインの街に行きましょーうっ！

トラン：‥……だそうですよ、クリス。

クリス：‥もちろんだ。ノエルが行くとこならば、私も行く。

エイプリル：‥しょうがねえな。ラインまでずいぶんあるが……つきあうさ。ところでよ、じいさん。ガーベラって名前に、心当たりはないか。

ＧＭ：‥「───ガーベラ？　それは昔、ノエルの母・ノイエに仕えていた、女騎き士しの名と同じ名だな。もう二十年近くも前のことだが」

クリス：‥うわ、なんだそれ。

ノエル：‥二十年……？　あのガーベラさんと、同じ人？

クリス：‥仮かりに同じだとして……なんでノエルの母さんの部下が、ノエルを襲おそうんだ。

ノエル：‥あ、あれ。

トラン：‥な、謎なぞが増ふえた（笑）。

エイプリル：‥ま、いずれにせよ───。

ノエル：‥そうそうそうですよ！　全部の武具を集めて、北にいけば……！

クリス：‥だな。じゃあ……すぐにここを出るか！



　笑え顔がおと共に掛かけられたクリスの言葉に、ノエルは振ふり向き笑顔で応こたえた。



「───もちろんですよっ、行きましょうっ！」



　　　＊　　＊　　＊



　こうして、ノエルの旅は再ふたたび始まる。



　……五つの薔薇の武具。

　……薔薇の刻こく印いん。

　……翡翠ひすいの刻印持てる、竜りゆうの技わざをあやつる騎士。

　そして北の最果てにいるという、ノエルの母の存そん在ざい。

　すべてがからみ、繋つながる時……そこに新たな真実が姿すがたを現あらわす。

　そう、けっして遠くはないその日に。



　今、ノエルの希望は未来へと繋がっていた。





『アリアンロッド』リプレイ・ルージュ

みっしょん04「闇に咲く薔薇」

─ＦＩＮ─



    

  
    
      　　超あとがき




　ネットゲームをする気力が最近、ちょっぴり復活しました。

　仕事の合間を縫ぬって、ちびちびレベル上げをしています。

　経けい験けん値ちをなんと八千六百万点も稼いで、とうとうレベル83になりました。

　ＭＡＸであるレベル99までに必要な経験値は、あと十一億二千万点ほどです。



　母さん。世の中、なにかまちがっています。



　　　＊　　＊　　＊



　というわけでルージュ第二巻、いかがでしたでしょーか！

　セッション中に腹を抱かかえて笑い、ゲームが中ちゆう断だんする───誰しも一度は経験したことがあると思いますが……今回は、ホントに腹筋がちぎれるかと思いました。

　ＴＲＰＧと出会っておよそ二十年───これまで数多くのセッションを遊んできましたが、その中でも三本の指に入る大だい惨さん事じでした。

　みっしょん04の、ラストのダンジョンで使ったイッパツネタの“〝禁きん句く”〟───ダマされたと思って、ぜひぜひ試してやってください。

“〝なんもイベントは起こってないのに、笑いがこみ上げてくる”〟……実感できるはずです。

　ただし、これはあくまでイッパツネタ。

　ゲームデータを使わず、キャラクターではなくプレイヤーをひっかけて、なおかつデータ的なダメージを与あたえる裏うら技わざ的てきなものです。うまくやるとセッションを盛り上げるいいスパイスになりますが、やりすぎるとプレイヤーによってはうんざりするかもしれません。

　ご使用の際は、周囲の空気を読んで計画的にお願いします（笑）。



　……さて。今回も二本のシナリオで、それぞれちがったギミックを組み込んだダンジョンを遊んでみました。

　みっしょん04は前ぜん述じゆつしたとおり、ダンジョンの構造として特に凝こった仕組みこそないものの“〝禁句”〟を仕し掛かけることで、気の抜けない展開を維持するというものです。

　みっしょん03は、同じダンジョンにライバルパーティと同時に潜り、迷めい宮きゆうの踏とう破はにかかった時間をチェック、それによってクライマックスの戦闘シチュエーションが変化するという仕掛けです。

“〝ダンジョンシナリオは、何度も遊んでると飽きる”〟なんてよく言われますが、ちょっとした仕掛けを組み込むことで、毎回ちがった面白さをプレイヤーに提示できるものです。

　ダンジョンは飽きたって言ってるあなたもぜひ、アイデアをひねり出して仲間のプレイヤーたちを深き闇の中にいざなってください！

　そして、もしなにか面白い仕掛けを思いついたら投とう稿こうというカタチで私にも教えてやってくださいませ（笑）。



　今回のセッションでもう一点お話しておきたいのは、なんと言っても戦闘です。

　本文中にも書きましたが、今回はわりと本気でＰＣ側に勝つ気でいました（笑）。

　もちろん、ただ単に圧倒的な強さを持つ敵を出して勝つのでは意味がありません。

　あくまでギリギリの戦いをしたうえで、ＰＣたちに敗北を与え……ノエルたちが手に入れた薔ば薇らの武具のひとつかふたつをＮＰＣが奪い、キャンペーンの展開に波は乱らんを持ち込む……というのが本来の考えでした。

　───結果としてはノエルたちのがんばりと異常なダイス目によって見事に阻止されてしまいましたが（笑）。



　　　＊　　＊　　＊



　……さてさてこれで、五つあると言われる薔薇の武具のうち、すでに四つがノエルたちの手に渡りました。ですが、真の物語が展開していくのは……ここからです！

　ノエルと同じ薔薇の刻印を持つ騎士、ガーベラの目的とは。

　北の最果てにいるという、ノエルの母の存在とは。

　ノエルを中心に入り乱れる、それぞれの陣営の思おも惑わくとは。

　そして、占いばばあの言葉の意味とは───（意味、あるのか？）。



　三巻では、今まで隠されていた様々な謎の一端が解き明かされ、物語はひとつの転機を迎えることとなります。

　みなさま、第三巻の発表を今しばらくお待ちください───。



二〇〇六年五月二〇日　菊池たけし



　力丸乃りこオフィシャルサイト　http://bleu-ciel.first.mepage.jp/

『アリアンロッド』公式サイト　http://www.fear.co.jp/ari/

　FEAR-Online（WEBラジオ「ふぃあ通」公開中）http://wwww.fear.co.jp/
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